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期といわれている27㌧ このことから,中学校期は,骨が

相対的に脆 くなりやすい時期といえる.本研究のアス

リート群は,骨代謝回転の高い時期に,スポーツ活動時

間が適切な範囲を超えていたため,骨吸収が骨形成を上

回り,骨強度獲得が抑えられたと考えられた.

また,青少年期は,生活習慣因子であるカルシウム摂

取などの栄養因子が骨量獲得に影響を与えており31),中

学校のスポーツ選手は,骨の材料になるカルシウム摂取

量とエネルギー摂取の栄養状況を考えてスポーツ活動を

行なう必要がある.Murphyら32)は,過去の牛乳の摂取

量が骨量に影響を与えていると報告しているが,本研究

では,牛乳 ･乳製品からのカルシウム摂取量 と∠jt-

SOSの関連を認めることはできなかった.この一因とし

ては,過去の牛乳 ･乳製品からのカルシウム摂取習慣に

ついて,長期間の継続的調査を実施していないことが考

えられる.また,Wangら33'は,骨董とカルシウム摂取

量に関連性はあるが,全ての骨部位で有意ではないこと

を報告している.本研究で測定した腰骨は,皮質骨であ

り,ターンオーバーが海綿骨に比べて遅いことも,カル

シウム摂取量と∠]t-SOSに関連を見出せなかった一因

と考えられた.しかし,骨量が急増する思春期の時期は,

十分なカルシウム摂取が必要であることを疑う余地はな

いと考える.カルシウムの必要量は,身体活動量によっ

て違うため34),特にスポーツ選手では各自の身体活動量

にあった栄養の確保が望まれる.

V.ま と め

中学生男子スポーツ選手を対象に,骨強度の縦断的変

化と1週間当たりのスポーツ活動時間が骨強度に与える

影響について検討した.学校体育以外の1週間のスポー

ツ活動時間が中学 1年時で平均約12時間以上,3年時で

平均約15時間以上であったアスリート群は,1週間に約

7時間のスポーツ活動を継続している運動群に比べて,

中学 1年から中学3年までの2年間における骨強度獲得

が低値となる結果が得られた.アスリート群と運動群の

2群を対象に,∠]卜SOSを目的変数として行った重回

帰分析で採用された説明変数は,1年時の体重,スポー

ツ活動時間,腔骨長であった.

以上のことから,学校体育以外に11.6-16.1時間/過

(95%信頼区間)のスポーツ活動を継続して実施した場

合,骨強度獲得を妨げる可能性が示唆された.
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DevelopmentofDecision-MakingandGoal-settingSkillsScalesforAssessing

theEffectivenessofaLifeSkills-basedEducationProgram

byFocusingonBreakfastingandSmackingBehaviors
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Thisstudyaimedtodevelopscalesformeasuringandassessingdecision-makingandgoa卜settingskiils,

whicharethecorelearningcontentsinalifeskills-basednutritioneducationprogramfocusingonbreakfast-

ingandsnackingbehaviors.Thisstudyalsoaimedtocon点rmthereliabilityandvalidityofthesescales.

Thesurveywasadministeredtofifthgraders(thefirstSurveyinvolved140studentsandthesecond,137

students)inelementaryschoolsinOsaka,Kyoto,andShigainMarch2005.Theresultswereasfollows.

1.Basedonafactoranalysisandaprincipalfactoranalysis,6and10itemswereobtainedasthecomposi-

tionalitemsforthedecision-makingandgoaトSettingskillsscales,respectively.

2.Cronbach'Sαforthedecision-makings女illsscalewasashighas0.738,whilethatforthegoa卜setting

skillsscalewas0.534.Basedontheretestdata,boththescaleshadPearsoncorrelationcoefFICientsgreater

than0.7.

3.Accordingtotheresultsofananalysisofvariance,2of7smackingandall3breakfastingbehaviorswere

significantlyrelatedwiththescoresofthedecision-makingorgoaLsettingskillsscales.Also,studentswith

gooddietshadhighscol･eSOnboththescales.

Although these血dingsconfirmedthecertainreliabilityandvalidityofthedecision-makingandgoalTSet-

tingskillsscales,theysuggestedthatthescalesrequireadditionalimprovementssuchastheadditionor

modificationofthecompositionalitems.

Keywords:scalefordecisionmaking-skillS,scaleforgoal-settingskills,breakfastingbehaviors,

snackingbehaviors,uppergradersinelementaryschools

意志決定スキル尺度,目標設定スキル尺度,朝食行動,間食行動,小学校高学年

Ⅰ.緒 言

近年,不規則な食事リズムユ)をはじめ,朝食欠食や野

菜摂取不足という,青少年の不健康な食生活が指摘され

ている2).いつでもどこでも簡単に食べることができる

食の社会依存が拡大している現代の食環境に育つ青少年

が健康的な食行動を形成し,習慣化していくためには,

正しい栄養学知識を持ち,自ら健康的な食生活を送ろう

とする態度形成に加えて,食行動に影響する心理社会的

要因に適切に対処することができる能力をもつことが欠

かせないと考えられる3㌧

AmericanHealthFoundationが開発したKYBプログ

ラム4)は,社会的学習理論に基づき意志決定スキルや目

標設定スキルを含む5つのライフスキル形成を重視した

5-11歳を対象とする健康教育プログラムであり,1980

年代から食生活教育プログラムについてもその有効性に

関する評価研究を行っている5)6).またKYB以夕吊こも,

ライフスキルを含む認知的スキルを重視した食生活教育
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プログラムの有効性に関する評価研究がなさゴ17)8),ライ

フスキル形成を中心的要素とするプログラムが食行動の

変容をもたらすことを示している.

筆者らは現在,小学校高学年を対象としたライフスキ

ル形成に基礎をおく食生活教育プログラムを開発 し,そ

の有効性に関する評価研究を行っている9-ll)

本プログラムでは,児童が主体的に健康的なおやつを

選び,栄養バランスのよい朝食を毎日食べることができ

るようにするために意志決定スキル,目標設定スキルの

形成に焦点をあてている.意志決定スキルは,｢問題状
況においていくつかの選択肢の中から最善と思われるも

のを選択する能力｣であ り,目標設定スキルは,｢現実
的で健全な目標を設定,計画,到達する能力｣であるiZ).

いずれも児童が主体的に健康的な食行動を実践するため

に必要な能力であり,プログラム開発にあたって参考に

したKYBプログラムの食生活領域で習得すべ きライフ

スキルの中心的内容となっている.i).

以上のことから,本プログラムの中心的学習内容であ

る意志決定スキルや目標設定スキルを測定,評価するこ

とは,プログラムの有効性を検証するためには不可欠で

ある.しかしながら,わが国はもとより諸外国において

もこれまでのところ,小学校高学年を対象とした使用可

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

能な意志決定スキルや目標設定スキル尺度の開発研究は

少ない.

わが国では,山田ら13)が,小学校 6年生を対象にRad-

ford14)らの3要因を用いた意志決定に関する調査票を用

いた研究を行っているが,40項目からなる尺度であり,

項 目数が多いという問題点がある.また高橋 ら15)は,女

子大生を対象に意志決定スキルや目標設定スキルを主な

内容とする自己管理スキル尺度を開発 し,成人の禁煙教

室参加者を対象として尺度の妥当性を検討している.し

かし,高橋 ら自身が内部構造上の問題や時間的安定性な

どの検証をする必要があるとしていることに加えて,中

学生以上を対象としており,小学生を対象とした尺度で

はない.以上のことから本研究においては,小学校高学

年を対象とした意志決定スキル尺度および目標設定スキ

ル尺度を開発 し,その信頼性 と妥当性を検討することを

目的とする.

王L方 法

小学校高学年の児童の意志決定スキルと目標設定スキ

ルを測定する尺度を開発するための第一段階として,ラ

イフスキル形成を基礎とする健康教育およびライフスキ

ル教育プログラムの開発を目指 して1988年に発足 した

表l 意志決定スキルと目標設定スキルに関する予備的質問項目

スキル スキルの基本的要素 質 問 文

意蕊塗疋スキル 意志決定をすべき問題の明確化 ①ものごとを決めるとき,なにが問題なのかよく考える.

行動の優先順位 (参宿題などしなくてはならないことよりも楽しいことを先にしてしまう.*
③することがいくつかあるときには,することの順番を考える.

解決のための情報収集 ④何かをしようとするときには,それに関係することをいろいろと調べたり,人にたずねたりする.

選択肢の列挙 ⑤何かをしようとするときには,どんな方法があるかについていくつか考える.

短期的 .長期的結果の予測 ⑥何かをしようとするときには,それをするとどうなるかを考えてからする.

最善の選択肢の選択と評価 (訓可かをした後には,自分のした方法がよかつたかどうかについて振りかえる.

結果のフィードバック ⑧失敗をしたときに,どこが悪かつたかを反省する.

目樵読定スキル 目標達成期限の設定 ①目標を決めるときには,それをいつまでにやりとげるかを考える.

現実的で達成可能な目標の設定 妻実現可能な目標の設定 ②目標を決めるときには,それが本当に自分にできることかどうかを考える.

iスモールステップに鮒 細るほの設定し ③目標が高いときには,実行するために小さな目標をいくつか考える.

喜測定可能な目標の設定し ④目標を決めるときには,それができたかどうかが自分にも他の人にもわかるような目標を考える.

:強い達成願望をもてる目標の設定 (9なにか新しいことをするときには,それは本当に自分がしたいことかを考える.

積極的な態度 .莱軟性 成功のイメージをもっこと (むむずかしいことをするときには,それをやりとげたときの自分の様子を想像するようにしている.

H標達成に向けての前向きな態度 (むむずかしいことにであったときには,自分にはできないかもしれないと考えてしまう.*
自分の能力や長所を信じること ⑨何かをするときには,自分の力やよいところを思い出すようにしている.

失敗に対する前向きな態度 (彰一度失敗すると次もできないかもしれないと考えてしまう. *
再チャレンジ ⑲なにか失敗したときには,その原因を見つけ,やりなおそうとする.

目標達成のための支援要請 ⑪むずかしいことをするときには,家族や友達に協力を求める.*

回答の選択肢 :1.ぜんぜんあてはまらない 2.あまりあてはまらない 3.少しあてはまる 4.よくあてはまる
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有効性を評価するための意志決定スキル,目標設定スキル尺度の開発

JKYB研究会12)の中心的メンバーとして20年近くライフ

スキル教育を研究している専門家三人が,意志決定スキ

ル,目標設定スキルの基本的要素3)12)ユ6)を反映すると考え

られる尺度項目を考案した.各スキルの基本的要素につ

いては,主としてFetroによるPersonal&SocialSltills17)

を参考にした.意志決定スキルの要素としてFetroは11

の要素を示しているが,すべての要素を習得することは

小学生には難しいと判断されたので,小学校高学年の児

童が習得可能と考えられるスキルを中心とした要素を検

討した.それらは,｢意志決定をすべき問題の明確化お
よび行動の優先順位｣,｢情報収集と資源の調査｣,｢選択
肢の列挙｣,それぞれの選択肢を実行した場合の ｢短期

的 ･長期的結果の予測｣,｢最善の選択肢の選択と実行｣,
｢意志決定の評価 ･フィードバック｣に関する6要素で

ある.また目標設定スキルの要素としてFetroは10の要

素を示しているが,意志決定スキルと同様の理由から小

学生の発達段階を考慮して以下の要素を選定した.それ

らは ｢目標達成期限の設定｣,｢現実的で達成可能な目標
設定｣,｢積極的な態度 ･柔軟性｣,｢目標達成のための支
援要請｣に関する4要素である.要素の選定に引き続い

て,各要素に対応すると考えられる質問項目を作成した.

第二段階として,小学校教諭3名に依頼し,質問項目

の内容が対象児童の発達段階にふさわしいか検討した.

第三段階として,大阪府下の小学校5,6年生20名を対

象としてパイロット調査を実施した.その結果,調査時

に児童が理解しにくいと述べた3項目について一部修正

を行い,意志決定スキル8項目,目標設定スキル11項目

からなる予備的な尺度項目を作成した (表1).

これらの尺度の信頼性と妥当性を検討するために以下

の調査を実施した.

1.調査対象者

大阪府A小学校5年生2クラス (1回目調査54名,2

回目調査53名),京都府B/ト学校5年生2クラス (1回

目調査48名,2回目調査47名),滋賀県C小学校 5年生

1クラス (1回目調査38名,2回目調査37名),計 (1

回目調査140名,2回目調査137名)であった.

2.調査時期 ･場所

2005年3月に7日程度の間隔をあけ,同一対象者に2

回の調査を各小学校の教室で実施した.

3.調査方法

1)調査主旨と質問紙の具体的内容について各校の校長,

5年生担任教諭,養護教諭に検討を依頼し,許諾を得

た.児童には,調査時に教諭から調査主旨を説明した.

2)各校単位でクラス担任または養護教諭が調査実施要

領に従い,同一の質問紙を用いて各クラスにて実施し

た.

4.調査内容

1)意志決定スキルと目標設定スキルの質問項El毎に,

1.ぜんぜんあてはまらない 2.あまりあてはまら

ない 3.少しあてはまる 4.よくあてはまる か
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ら一つを選択する4件法とした.各々最も望ましい回

答が4点,最も望ましくない回答が1点となるよう回

答肢の数値を得点化し,尺度ごとに合計得点を求めた.

2)意志決定スキル尺度と目標設定スキル尺度の妥当性

を検討するにあたり,食生活教育プログラム実施によ

り形成しようとする健康的な間食 ･朝食行動のうち,

問題の明確化や情報収集,結果予測などの意志決定ス

キルや現実的で達成可能な目標の設定や支援の要請な

どの目標設定スキルと密接に関わっていると予想され

る食行動を10項目選定した (表3に掲載),項目毎に

1.はい 2.どちらともいえない 3.いいえ か

ら一つを選択する3件法とした.望ましい回答に3点,

｢どちらともいえない｣に2点,望ましくない回答に

1点を配し,各項目の得点を合計し食行動得点を算出

した.

なお,意志決定スキル尺度,目標設定スキル尺度,食

行動得点の算出にあたっては,各質問に1項目でも無回

答または無効回答のあるものは欠損データとして処理し

た.

5.解析方法

1)意志決定スキル尺度と目標設定スキル尺度を構成す

る項目について主因子法による因子分析を行った後,

各因子間に相関を仮定するプロマックス回転をかけ,

因子の解釈と項目の選定を行った.

2)尺度の信頼性については,クロンバックのα係数か

ら尺度の等質性を,同一の質問紙を用いた再調査によ

る2回の得点のピアソンの相関係数および差の分析か

ら時間的安定性を検討した.

3)尺度の安当性について以下の2方法により検討した.

各食行動項目について回答別に意志決定スキル尺度と

目標設定スキル尺度の得点および,因子分析の結果に

基づいて算出した両スキルの下位尺度得点について平

均値に関する一元配置分散分析の後,tukeyの多重比

較を行った.次に,食行動得点と意志決定スキル尺度

得点,目標設定スキル尺度得点とのピアソンの相関係

数をそれぞれ求めた.

解析にあたっては,Windows用統計プログラムパッ

ケージSPSSver.12.0を用い,統計的有意水準は5%と

した.

Ⅲ.結 果

予備的な意志決定スキル尺度,目標設定スキル尺度,

食行動得点には性および学校差はみられなかったので,

以下の分析については男女および3校のデータをまとめ

て行った.

1.意志決定スキル尺度,目標設定スキル尺度の開発

表2に1回目の調査データについて,意志決定スキル

尺度と目標設定スキル尺度項目に関して因子分析を行っ

た結果を示した.また,各項目の平均値と標準偏差およ

び再テストによる2回の得点の相関係数も併せて示した.
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表2 意志決定スキル,目標設定スキル尺度項目の因子分析

尺 度 項 目
得 古 各因子-の因子負荷量 再調査

(平均値±標準偏差) 1 2 3 4 (∫)

意

志

決

定
ス

キ

ル

①ものごとを決めるとき,なにが問題なのかよく
考える.

②宿題などしなくてはならないことよりも楽しい
ことを先にしてしまう.

③することがいくつかあるときには,することの
順番を考える.

(彰何かをしようとするときには,それに関係する
ことをいろいろと調べたり,人にたずねたりする.

⑤何かをしようとするときには,どんな方法があ
るかについていくつか考える.

⑥何かをしようとするときには,それをするとど
うなるかを考えてからする.

任)何かをした後には,自分のした方法がよかった
かどうかについて振りかえる.

⑧失敗をしたときに,どこが悪かったかを反省す
る.

2.72±0.83 0.097

2.36±0.90 0.337 -0.066

3.18±0.85 0.344 0.176

2.79±0.90 -0.131

2.84±0.83 0.070

2.87±0.78

2.79±0.84

3.24±0.77

0.390

0.688

0.504

0.525

0.460

0.460

0.440

0.494

目

①目標を決めるときには,それをいつまでにやり
とげるかを考える.

②目標を決めるときには,それが本当に自分にで
きることかどうかを考える.

③目標が高いときには,実行するために小さな目
標をいくつか考える.

④目標を決めるときには,それができたかどうかが
自分にも他の人にもわかるような目標を考える.

標 ⑤なにか新しいことをするときには,それは本当

設 に自分がしたいことかを考える･

. ll.･ . ∴ ､ .･･:- I.

ス ①むずかしいことにであったときには,自分には

辛 できないかもしれないと考えてしまう.

ル ⑧憲空遥 ‡曇葺きヒ誓,U､望:"1のカやよいところを

⑨一皮失敗すると次もできないかもしれないと考
えてしまう.

⑲なにか失敗したときには,その原因を見つけ,
やりなおそうとする.

⑪むずかしいことをするときには,家族や友達に
協力を求める.

2.97±0.92 0.306 0.078 0.077 0.126 0.306

2.92±0.90 -0.073 -0.142

2.68±0.82

0.113 0.545

0.070 0.031 -0.140 0.435

0.236 0.458

0.296 0.490

2.93±0.82 -0.010 0.356 0.102

2.82±0.89 -0.012 -0.177 -0.146

意志決定スキル尺度については,第2因子までが 1以

上の固有値を有し,回転前の固有値は,36.335,14.358

であり,第 2因子までの累積寄与率は,50.69%であっ

た.回転後の因子負荷量を0.40以上として尺度項目を選

定したところ,第 1区卜子は,結果の予測と評価 (項目(む

(∋),結果のフィー ドバック (項目⑧)に関する項目で

あることから ｢意志決定の予測と振 り返 り｣,第2因子

は,問題の明確化 (項目①)および解決のための情報収

隻 (項目④)と選択肢の列挙 (項目⑤)に関する項目で

あり,｢意志決定のための準備｣と解釈 した.なお,行
動の優先順位の項目②と③は,因子負荷量が第1因子,

第2因子共に0.40以下であったので,以下の分析におい

ては2項目を除外して6項目で意志決定スキル尺度を構

成し,得点を算出した.また因子分析の結果に基づいて,

｢意志決定の予測と振り返り｣と ｢意志決定のための準

備｣の2つの下位尺度得点も併せて算出した.

目標設定スキル尺度については,第4因子までが 1以

上の固有値を有し,回転前の固有値は,22.982,15.247,

ll.547,10.590であり,第4因子までの累積寄与率は,

60.37%であった.回転後の因子負荷量を0.40以上とし

て尺度項目を選定したところ,第 1因子は,スモールス

テップに分けられる目標の設定(項目③),成功のイメ-
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ジをもっこと (項目⑥),自分の能力や長所を信じるこ

と (項目⑧)に関する項目であることから ｢目標達成に

向けての能力の確認｣,第2因子は,目標設定に向けて

の前向きな態度をもてないこと (項目①)と失敗に対す

る前向きな態度をもてないこと (項目⑨)に関する項目

であることから ｢成功への消極的態度｣,第3因子は,

強い達成願望をもてる目標の設定 (項目⑤)と実現可能

な目標の設定 (項目②),達成度の測定可能な目標の設

定 (項目(む)に関する項目であることから ｢目標の立て

方｣,第4因子は,目標達成のための支援要請 (項目⑪)

と失敗した時の再チャレンジ (項目⑲)に関する項目で

あることから ｢目標達成のための継続力｣と解釈した.

なお,目標達成期限の設定に関わる項目①は,因子負荷

量が第1因子から第4因子までいずれも0.40以下であっ

たので,以下の分析では目標設定スキルの尺度項目から

この1項目を除外して10項目で目標設定スキル尺度を構

成し,得点を算出した.また因子分析の結果に基づいて,

｢目標達成に向けての能力の確認｣,｢成功への消極的態
度｣,｢目標の立て方｣,｢目標達成のための継続力｣の4
つの下位尺度の得点も併せて算出した.

項目選定をした後のスキル尺度の得点の平均値 (標準

偏差)は,意志決定スキル尺度が17.26(3.26),目標設

定スキル尺度が26.75(3.88)であった.両スキル尺度

得点分布の歪皮と尖度は,意志決定スキル尺度がそれぞ

れ0.257(p-0.544)と0.215(p-0.30)であ り,目

標設定スキル尺度がそれぞれ0.311(p-0.45)と0.144

(p-0.49)であった.いずれもp値>0.20であったこ

とから,得点分布は正規分布に従うものとみなして解析

をすすめることとした.

2.尺度の信頼性

クロンバックのα係数は,意志決定スキル尺度につい

ではO.738,目標設定スキル尺度については0.534であっ

た.

両尺度の再テスト法によるピアソンの相関係数は,意

志決定スキル尺度0.707,目標設定スキル尺度0.733で

あった.また,1回目調査と2回目調査の各尺度得点の

差の平均値 (標準偏差)は,意志決定スキル尺度は0.44

(2.54),目標設定スキル尺度は0.26(3.20)であり,

有意ではなかった.

3.尺度の妥当性

食行動10項目に対する回答 (3件法)別にみた意志決

定スキル尺度と目標設定スキル尺度の得点および両スキ

ルの下位尺度得点の一元配置分散分析の結果を表3に示

した.

間食行動についてみると,｢2.おやつを選ぶときに,
そのお菓子にどんな栄養素が含まれているかを確かめる

ために,お菓子の袋や箱の栄養成分表示を見る｣という

質問に対して ｢いいえ｣と回答した児童は,｢はい｣ま
たは ｢どちらともいえない｣と回答した児童より意志決

定スキル,目標設定スキル尺度の得点は共に低かった.

｢3.お腹がいっぱいで夕食を食べることができなかっ
たときは,その理由を考えてみる｣に対して,｢はい｣
と回答した児童は,｢どちらともいえない｣または ｢い
いえ｣と回答した児童より意志決定スキル,目標設定ス

キル尺度の得点は共に高かった.

朝食行動では,｢8.朝食を食べなかったときには,
なぜ食べなかったか理由を確認する｣という質問に対し

て ｢はい｣と回答した児童は,｢いいえ｣と回答した児
童より意志決定スキル,目標設定スキル尺度の得点は共

に高かった.｢9.バランスのよい朝食を食べるために

家族に協力してもらう｣という質問に対して ｢はい｣と

回答した児童は,｢いいえ｣と回答した児童より意志決

定スキル,目標設定スキル尺度の得点が共に高く,｢ど
ちらともいえない｣と回答した児童より目標設定スキル

尺度得点が高かった.さらに,｢10.バランスのよい朝

食を食べるために,自分で準備をすることがある｣とい

う質問に対して ｢はい｣と回答した児童は,｢いいえ｣
と回答した児童より意志決定スキル尺度得点が高かった.

下位尺度についての分散分析の結果によれば,意志決

定スキルの下位尺度 ｢意志決定の予測と振り返り｣は4

つの食行動と,下位尺度 ｢意志決定のための準備｣は2

つの食行動と有意な関係が認められた.また目標設定ス

キルの下位尺度 ｢目標達成に向けでの能力の確認｣は3

つの食行動と,下位尺度 ｢目標の立て方｣は4つの食行

動と,下位尺度 ｢目標達成のための継続力｣は1つの食

行動と有意な関係が認められたが,下位尺度 ｢成功への

消極的態度｣と有意な関係のある食行動はなかった.普

た,7つの間食行動のうち ｢おやつを選ぶときにそのお

菓子がどんな材料でできているかを確かめるために,義

菓子の袋や箱の表示を見る｣,｢きょうだいや友だちにつ
られて,おやつを食べることがある｣,｢おやつを選ぶと
きに,宣伝や広告につられて買うことがある｣,｢油の多
いおやつは,油をとり過ぎないために食べる量や回数を

決めている｣は,下位尺度を含めて意志決定スキル尺度

および目標設定スキル尺度のいずれとも有意な関連はみ

られなかった.

最後に,食行動得点の合計と意志決定スキル,目標設

定スキル尺度得点とのピアソンの相関係数を求めたとこ

ら,各々0.404,0.395であり有意な相関がみられた.

Ⅳ.考 察

本研究の目的は,筆者らが開発中のライフスキル形成

に基礎をおく朝食 ･間食行動に関する教育プログラムの

中心的学習内容である意志決定スキルと目標設定スキル

を測定,評価するための尺度を開発し,その信頼性と妥

当性を検討することであった.

尺度の開発にあたっては,3人のライフスキル教育研

究の専門家が意志決定スキルと目標設定スキルの基本的

要素を反映すると考えられる質問項目を作成した後,そ

の内容について小学校教諭に検討してもらい,さらに小



表
3
間
食
･
朝
食
行
動
の
回
答
別
に
み
た
意
志
決
定
ス
キ
ル
,
目
標
設
定
ス
キ
ル
尺
度
得
点

意
志
決
定
ス
キ
ル

目
標
設
定
ス
キ
ル

～ くこ
)
ト
J

下
位
尺
度
1
:
意
志
決
定
の
予
測
と
振
り
返
り

下
位
尺
度
2
:
意
志
決
定
の
た
め
の
準
備

下
位
尺
度
1
:
目
標
達
成
に
向
け
て
の
能
力

下
位
尺
度
2
:
成
功
へ
の
消
極
的
態
度

下
位
尺
度
3
:
目
標
の
立
て
方

下
位
尺
度
4
:
目
標
達
成
の
た
め
の
継
続
力

傭 薄 斎 藤 望 冷 J p n J S c h o o I H e a l t h 4 9 : N O O 7



春木ほか :ライフスキル形成に基礎をおく朝食 ･間食行動に関する教育プログラムの

有効性を評価するための意志決定スキル,目標設定スキル尺度の開発

学校5,6年生を対象としたパイロット調査の結果を踏

まえて修正し,意志決定スキル尺度8項目,目標設定ス

キル尺度11項目からなる予備的尺度を作成した.さらに,

本調査データについて因子分析を行い,最終的に6項目

からなる意志決定スキル尺度と10項目からなる目標設定

スキル尺度を開発した.

1.尺度の信頼性

開発した意志決定スキル尺度と目標設定スキル尺度の

クロンバックのα係数は,意志決定スキル尺度0.738,

目標設定スキル尺度0.534であり,意志決定スキル尺度

についてはその内的整合性が得られたが,目標設定スキ

ル尺度については,さらに項目についての内的整合性を

検討をする必要があると考えられる.

再テスト法による両尺度のピアソンの相関係数は,い

ずれも0.7以上であり時間的安定性はある程度確認でき

た.さらに,初回調査と約1週間後に実施した再調査で

得られた得点の差より尺度の時間的安定性について検討

したところ,いずれについても有意ではなかったが,

95%の予測範囲で最大±5-7点の差が予測されるので,

両尺度の時間的安定性についても,追試により検討する

必要があると考えられる.

2.尺度の妥当性

本研究においては,意志決定スキルおよび目標設定ス

キルの基本的要素と密接に関わっていると予想される7

つの間食行動と3つの朝食行動を選定し,それらの食行

動と開発した両スキル尺度の関係を調べることによって

妥当性を検討した.

食行動得点と両尺度との相関係数はともに0.4程度で

あり,好ましい食行動をとる児童の意志決定スキル尺度

と目標設定スキル尺度の得点は高いことが示された.

ただし,食行動別にみた分散分析の結果によれば,朝

食行動については3つ全ての食行動において有意な関係

が認められ,健康的な朝食行動をとっている児童は,意

志決定スキル尺度と目標設定スキル尺度の得点が総じて

高かったが,間食行動については有意な関係が認められ

たのは7つの間食行動のうち ｢おやつを選ぶときに,そ

のお菓子にどんな栄養素が含まれているかを確かめるた

めに,お菓子の袋や箱の栄養成分表示を見る｣と ｢お腹

がいっぱいで夕食を食べることができなかったときは,

その理由を考えてみる｣の2つであった.

上記の2つを除いた5つの間食行動と両スキル尺度の

間に関連性がなかった理由の一つとしては,例えば

｢きょうだいや友だちにつられておやつを食べることが

ある｣や ｢おやつを選ぶときに,宣伝や広告につられて

買うことがある｣などの間食行動は,周囲の人の行動や

態度,あるいはマスメディアなどの社会的要因が影響す

る行動であり,意志決定スキルや目標設定スキルよりも,

友人からのプレッシャーを拒否するスキルやマスメディ

アのメッセージを批判的に分析するスキル12)がより直接

的な関係をもっていることが予想される.こうした課題
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については,他のスキルが強く関連していると予想され

る間食行動を質問項目から除外するか,他の認知的スキ

ル尺度を調査項目に入れることによってさらに詳細に検

討することとしたい.

また,｢おやつを選ぶときには,その後の食事のこと
を考えて,食べる量を決める｣行動のように,全体とし

ての両スキル尺度とは有意な関係が認められないものの,

意志決定スキルの下位尺度｢意志決定の予測と振り返り｣

および目標設定スキルの下位尺度 ｢目標の立て方｣と有

意な関係が認められるような食行動もあった.本研究で

は,Fetro17)が両スキルに関して提唱する基本的要素の

うちから,小学校高学年の児童が習得可能と考えられる

スキルを中心として検討し,各要素に対応する質問項目

を作成した.そのため,意志決定スキル尺度や目標設定

スキル尺度との関係が認められなかった間食行動の幾つ

かは,本研究では発達段階を考慮して除外した他の要素,

例えば意志決定スキルの場合は ｢個人の意志決定に影響

する要因を確認する｣や,目標設定スキルの場合は ｢自

分に合った行動計画を立案する｣など,あるいは因子分

析の結果に基づいて除外した項目と関係があることも予

想される.こうした課題については,今回の調査では除

外した雨スキルの要素に関わる質問項目を入れたり,因

子分析によって除外された質問項目の内容を修正したり

することによってさらに検討したい.

両スキル尺度と有意な関係があった2つの間食行動と

3つの朝食行動はまた,意志決定スキルの下位尺度であ

る ｢意志決定のための予測と振り返り｣や ｢意志決定の

ための準備｣,目標達成スキルの下位尺度である ｢目標

達成に向けての能力の確認｣,｢目標の立て方｣,｢目標達
成のための継続力｣と有意な関係が認められた.こうし

た内容は,意志決定スキルや目標設定スキルの本質的要

素であり,各食行動の内容からして,両スキルとの関係

は十分に説明可能である.

以上のことから,本研究において開発した意志決定ス

キル尺度と目標設定スキル尺度の安当性はある程度示さ

れたものと考えられるが,両スキルの基本的要素の追加

や具体的な質問項目の内容の修正など,残された課題も

多いので,今後さらに尺度の検討を深めたい.また,意

志決定スキルや目標設定スキルなどを含むライフスキル

は,青少年がとる多くの危険行動に関わる一般的 ･基礎

的スキルであることから,今後は食行動だけでなく,輿

痩,飲酒,薬物乱用,性行動など様々な危険行動と意志

決定スキル尺度および目標設定スキル尺度との関係につ

いて検討し,尺度の妥当性を確認したい.

V.ま と め

本研究の目的は,ライフスキル形成に基礎をおく朝

食 ･間食行動に関する教育プログラムの中心的学習内容

である意志決定スキルと目標設定スキルを測定,評価す

るための尺度を開発し,その信頼性と妥当性を検討する
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ことであった.2005年3月に大阪府,京都府,滋賀県の

3ノJ､学校の5年生(1回日調査140名,2回目調査137名)

を対象として,2回の調査を実施した.主な結果は,以

下のとおりであった.

1.主因子法による因子分析の結果に基づいて,意志決

定スキル尺度の構成項目は6項目,目標設定スキル尺

度の構成項目は10項目とした.

2.クロンバックのα係数は,意志決定スキル尺度は

0.738と高かったものの,目標設定スキル尺度は0.534

であった.再テスト法による両尺度のピアソンの相関

係数は,いずれも0.7以上であった.

3.分散分析の結果によれば,7つの間食行動のうちの

2つ,そして3つの朝食行動の全てと意志決定スキル

尺度得点あるいは目標スキル尺度得点との間には有意

な関係があり,好ましい食行動をとる児童は両スキル

尺度の得点が高かった.

以上の結果より,本研究で開発した意志決定スキル尺

度と目標設定スキル尺度は,一定の信頼性と妥当性が確

認されたものの,項目の内容を追加あるいは,質問項目

の内容を修正するなど,さらなる検討が必要であること

が示唆された.
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報 告 神奈川県立高等学校保健体育科教諭に対する食物依存性

運動誘発アナフィラキシーに関するアンケート調査

伊 藤 玲 子,相 原 雄 幸

横浜市立大学附属市民総合医療センター 小児総合医療センター

AwarenessofFEIAnamongHighSchoolPETeachers

Reikolto,YukohAihara

Yokohamaclty lLniverst'tymedicalcenter depal･tmefltOfpediatrics

WestudiedtheawarenessesofFEIAnamonghighschoolPEteacllerSandthecasesofFEIAnandEIAn

theyhaveexperiencedathighschool.Aquestionnairewassentto999PEteachersofall154Kanagawapre-

fectualhighschools.680PEteachers(69%)outof120high schools(78%)providedinformationof87,218

students(43,755boysand43,426girls).EightteachershadexperiencedacaseofFEIAn(4girls).Fourstu-

dentswithFEIAnmanifestedsymptomsrelatedtomorethantwoorgans:skinmanifestations(fourgirls),

respiratorysymptoms(threegirls),eyeandnasalsymptoms(threegirls),andshock(twogirls).Foodimpli-

catedinthe4caseswereshrimpin1,buckwheatini,unknownintwostudents.Nine(6boysand3girls)

casesofEIAnwerereported.Furthermore,theawarenessesofFEIAnamonghighschoolPEteacherswere

notsatisfactory.Fromthissurvey,FEIAnwererarediseasesamonghighschoolstudents.Despitecareful

management,studentswithFEIAnhaveriskofrecurrentreactionsandmayleadtoseverereactionswhich

mightbefatal.FEIAnshouldberecognizedbyalュcaregiversathighschoolstopreventrecurrentreactions.

Keywords:questionnaireFEIAn(food-dependentexercise-inducedanaphylaxis)high schooI
PEteachersawareness

アンケート調査,食物依存性運動誘発アナフィラキシー,高等学校保健体育科教諭,

認知度

Ⅰ.はじめに

運動誘発アナフィラキシー(EIAn:Exercise-induced

anaphylaxis)は運動負荷によって全身の葦麻疹,顔面

腫脹,などの血管性浮腫,呼吸困難,血圧低下,意識障

害などのアナフィラキシー症状が誘発される疾患である.

そのうち,ある特定の食物 (エビ,カニ,小麦が多い)

摂取が発症に関与した場合,食物依存性運動誘発アナ

フィラキシー (FEIAn:Food-dependentexercise-in-

ducedanaphylaxis)と呼ばれるl).国内ではこれまでに

約170症例の論文報告がある.近年この疾患の認識は向

上してきたが,いまだ一般には馴染みが薄く,正しく診

断されていない場合があり,さらに学校などで死亡事故

にも繋がりかねない危険性がある2).

我々はこれまでに,関係機関の協力のもとに平成10年

に横浜市立全中学校,平成13年に神奈川県立全高等学校,

平成15年に横浜市立全小学校の養護教諭を対象に疫学調

査 を実施 した.その結 果,中学生76,000人 中13名

(0.017%)3),高校生105,000人中9名 (0.0086%)4),小

学生173,000人中8名 (0.0046%)がFEIAnであること

を明らかにしてきた.

今回の調査は保健体育教諭を対象に行った.その背景

としては,これまでに小学校,中学校,高等学校を対象

に行った調査結果から,学校現場でのFEIAnの発症は

体育授業中,部活動中などに多く認められたためである.

さらにFEIAnの症状出現には一定以上の運動負荷が必

要であり,体育や部活動での運動負荷の程度が高い高等

学校を対象として選択した.

Ⅲ.対象と方法

関係機関の承諾のもとに,平成16年8月上旬にFE-

IAnとEIAnに関する調査用紙と添付文書を神奈川県立

高等学校154枚の保健体育科教諭999名に配布し,9月下

旬に調査用紙を回収した.調査内容は,在校生徒数,覗

在までに学校現場で経験したFEIAn,EIAnの生徒につ

いて生徒数,性別と症状誘発時の状況 (症状,運動の種

類,症状誘発までの時間,時間帯,季節,原因食物,対

応方法など),保健体育科教諭におけるFEIAn,EIAn

に関する認識度などであった,さらに救急蘇生に関する

アンケート調査 (今までに遭遇した場面の詳細や講習受

講歴などについて)も同時に実施した.また,FEIAn

に対する認知度が低いことが予想されるため,FEIAn

に関する情報を参考資料として提供した.アンケート回

収後,必要に応じて電話により調査内容を確認した.
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今回の調査ではFEIAn症例の定義として食物摂取後
の運動により症状が誘発されたこと,皮膚症状としては

全身等麻疹ならびに顔面腫脹を伴う血管性浮腫など重度

のもの,皮膚症状以外に呼吸器,循環器,粘膜症状,消

化器症状などの症状を1つ以上,すなわち2つ以上の臓

器 ･組織症状を有するものとした.またEIAnについて
はFEIAnの定義から食事摂取の規定を除外したものを
使用した.

最終的に120/154校 (77.9%),680/999名 (68.0%)

の教諭から回答を得た.これらの教諭は勤続20年以上の

教諭が76.6%であった.調査対象生徒数 (現在の在校生)

は87,218名 (男子43,755名,女子43,426名)であった.

また,FEIAnあるいはEIAnが疑われ,報告された保健
体育科教諭に対しては,症状などについて,直接電話に

より詳細について確認を行った.

Ⅲ.結 果
FEIAnの罷病が強く疑われた総生徒数は4名 (女子
4名)であった.4名は全員卒業生あるいは以前の学校

の生徒であった (表1).一方EIAnの雁病が強く疑われ
た総生数は9名 (男子6名,女子3名)で男子に多く見

られた.9名は在校生1名,卒業生あるいは以前の学校

の生徒が8名であった.

次に,FEIAnについての調査結果を検討した.保健
体育科教諭 (n-673)におけるFEIAnの認知度では,
よく知っていた1.3%,ある程度知っていた9.5%とあま

り知られていないことがわかった (図1).情報源とし

ては,マスコミからが9.8%,保健体育の雑誌4.0%,研

修会3.1%,養護教諭2.8%,知人2.0%,生徒に患者が

いたため1.8%,医療関係者1.2%,インターネット

0.9%,学校医0.1%であった.

また今までに学校現場でFEIAnを起こした生徒に遭

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

過したことのある教諭は8名 (1.2%)であった.重複

例を除き,4名 (女子4名)について検討を行った.秦

校生0名,卒業生 1名,以前の学校の生徒3名であった.

症状では全身性の葦麻疹や紅斑などの皮膚症状の出現

頻度が最も高く4名,次いで,嘱鴫などの呼吸器症状3

名,結膜充血 ･鼻汁 ･鼻間などの粘膜症状3名,血圧低

下などの重篤なショック症状2名であった.発症時の状

況としては,体育授業中が2名,部活動中が2名であっ

た.発症時の運動の種類としては,ランニングなどの陸

上競技2名,球技 1名,バドミントン1名であった.運

動開始後FEIAn症状出現時までの時間は,10分が1名,
15分が2名,60分が 1名であった.また食事後運動開始

までの時間は15分 1名,60分 1名,90分 1名,2時間1

名であった.FEIAn症状出現時の季節としては,夏2
秦,秋1名,冬 1名と季節差は認められなかった.FE-
IAn症状出現時の時間帯としては,午後2名,夕方2名

隠 よく知っていた 巨∃病名を聞いたことがある

図l 食物依存性運動誘発アナフィラキシー (FEIAn)の認
知度.(n=673)

表1FEIAnの4症例

症 例 1 2 3 4

性 別 女 子 女 子 女 子 女 子

年 齢 15 16 17 16

運 動 ランニング ランニング バドミントン バレーボール

時 間 帯 体 育 部活劫 体 育 部活劫

季 節 夏 冬 釈 夏

原因食物 エ ビ 不 明 不 明 ソ バ

食後運動までの時間 15分 90分 60分 120分

運動後症状出現までの時間 lo介 60分 15分 15分

U,urticaria葦麻疹 ;W,wheezing嘱鳴 ;C,conjunctivitis結膜症状 ;D,dyspnea呼

吸困難;S,shockショック
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であった.原因食物としてはそば1名,甲殻類 ･魚介類

が1名,不明2名であった (表1).FEIAn症状出現時

の対処法としては複数回答で,保健室で様子をみたが最

も多く3名,病院 ･医院に道んだが2名,救急車で搬送

が1名であった.学校の対策としては複数回答で,本

人 ･家族と相談が最も多く3名,本人 ･家族の管理3名,

食物の摂取制限2名,運動を制限1名,主治医からの指

示1名であった.さらに運動前に何らかの薬剤を服用し

ていたものは見られなかった.

救急蘇生に関するアンケート調査に関しては358/680

(52.6%)名の教諭より回答が得られた.アレルギー疾

患についての講習受講歴があった教諭は3.6%と少数で

あった.それに対し,救急蘇生についての講習受講歴が

あった教諭は96.6%と大半の教諭が受講していた.また

救急蘇生が必要な場面に遭遇したことがある教諭は

18.2% (65名)であった.今までに救急蘇生が必要な場

面に遭遇した回数は平均1.6回.救急蘇生が必要な場面

は体育実技中が最も多く29.2%,運動部活動中18.9%,

学校行事16.0%,課外授業2.8%,登下校0.9%,その他

13.2%であった.またアナフィラキシーによる救急蘇生

例はみられなかった.

Ⅳ,考 察

今回の調査は,アンケート調査であったため一部不明

な点が残るなど限界もみられた.一方で,回答をいただ

いたのは76.6%が勤続20年以上の経験豊富な教諭であっ

た.しかし,保健体育科教諭におけるFEIAnに関する

認識度は低く,見逃されている症例も考えられた.救急

蘇生を要した例はみられなかったが,今後さらにFE-

IAnの認知度を高める必要があると思われた.

調査結果より,FEIAnに関する保健体育科教諭の認

知度は10.8%と低値であった.近年これらの疾患に対す

る認知度は高まってきており,実際に平成15年に横浜市

立全小学校の養護教諭を対象に行った調査ではFEIAn

に関する認知度は64.0%であり,平成10年に横浜市立全

中学校の養護教論を対象に行った調査でのFEIAnに関

する認知度32.2%と比較すると随分認知度は高まってい

た.今回の調査結果はいまだに一般の教諭へのこの疾患

の浸透度の低さを反映しているものと思われた.この認

知度の低さは学校現場でのFEIAn発症時の対応に支障

をきたす可能性も考えられた.今回の調査ではアナフィ

ラキシーによる救急蘇生例は見られなかったが,この疾

患に対する浸透度が高まることを期待したい.

また今回の調査におけるFEIAnの検出人数は4名と

平成13年に神奈川県立高等学校の養護教諭を対象に行っ

たもの (0.0086%,12,000人に1人)4)と比較して低値で

あった.これは保健体育科教諭が関係していない場面で

の症状出現などの理由により,把握しきれていないこと

が影響していると思われた.症状の発現した状況や,原

因食物,運動などに関しては以前の調査と比較して,逮

いはみられなかった.

発症時には,｢初回発症の場合は予測できないが,葦
麻疹などの症状出現時には,運動を中止し安静にさせる.

症状が軽度の場合は2時間程度の経過観察をする.全身

等麻疹,顔面腫脹などの症状が進行するような場合には

医療機関に搬送することなどが必要になる.さらにFE-

IAnが疑われた際にはアレルギー専門医への受診を勧め,

正確な診断と原因食物を同定し,2回目以降の発症予防

が重要になる.具体的には,①運動前には原因食物を摂

取しない.②原因食物を摂取した際には食後2時間は運

動を避ける.③皮膚の違和感や葦麻疹などの前駆症状が

みられた段階で運動を中止する.④運動前に非ステロイ

ド抗炎症薬 (NSAIDs)などの薬物を摂取しない.①予

防に抗アレルギー薬を内服する.(む重症例に対しては携

帯用アドレナリン注射を携帯する｣などの対応がとられ

ている.

これまでのところFEIAnの発症機序の詳細は明らか

ではないが,FEIAnの発症に関与する園子としては食

物と運動のほかに,疲労,睡眠不足などの全身状態,ア

ルコールの摂取など様々な園子があげられる.また複数

の食物の同時摂取が発症に関与した例5),食物摂取量の

多寡が関与した例6),アスピリンなどの摂取が発症を増

強した例7)8),の報告がある.そしてその機序はこれらの

因子が複数重なることで,最終的にはヒスタミンなどの

化学伝達物質が肥満細胞から放出されることで,アナ

フィラキシー症状が誘発されると考えられている9)10).

さらにFEIAnの発症に関与する因子のなかで運動の

役割としては,自律神経の関与11)や,消化管からのアレ

ルゲンの吸収量の増加8),ヒスタミン遊離開催の低下な

どいくつかの可能性があげられている.以上よりFE-

IAnの発症には様々な要因が複雑に関与しているが,運

動負荷がその中で重要な因子となっていると想定されて

いる4).

したがって,初発時の適切な対応と再発防止のために

今後も,学校医も含めた関係者への啓発が必要であると

思われた.
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｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得点｣の作成
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Tlleaimofthisstudywastodevelopandutilizea"ToothandOralHealthinessScoreforseniorhighschool

students",whichevaluatestheiroralhealthbasedontheirlifestyle.

ThesubjectswerestudentsofpublicAhighschoolinAichiprefecture.Theywere280五rst-gradehigh

schoolstudentsandwehaveconductedthisresearchfor2003,May.Weinvestigatedtheirlifestylewithques-

tionnaire.Dentalcaries,periodontaldisease,malocclusion･temporomandibularjointcondition,CO,GO,dento-

cultSM,oralmalodorandBaylndexwereexaminedbydentists.

Therelationshipbetweenlifestyleandoralhealthwasanalyzedusingoddsratio.Intensityofinnuence

whichlifestylegivestohealthwascalculatedusingthemultiplelogisticregressionanalysis.Eachlifestylewas

givenpointsinproportiontothedistributionoftheregressioncoefBcientdel･ivedfromthemultiplelogisticre-

gressionanalysis.Pointswereauocatedrespectivelybasedoncaries,CO,gingival･periodontal,dentalplaque,

oralmalodorandmalocclusion･temporomandibularjoint.Wemadeaselトchecklistforthehighschoolstu-
dents.

Keywords:iifestyle,toothandoralhealth,seniorhighschoolstudents,selトcheck,healthper-

ception

生活習慣,歯 ･口腔の健康,高校生,自己評価,健康認識

Ⅰ.緒 言

1989年愛知県において80歳で保有歯を20歯以上としよ

うとする,｢8020運動｣が開始され,厚生省 ｢成人歯科

保健対策検討会中間報告｣によってその運動は全国に広

まった1).2001(平成10)年には,第3次国民健康づく

り運動 (健康日本21)2)が開始され,それを支援して2002

年には健康増進法が制定され,第2条では,国民の責務

として,健康な生活習慣の重要性への関心と理解を深め,

生涯にわたって,自らの健康状態を自覚するとともに,

健康の増進に努めなければならないとしている.いずれ

にしても成人の歯の健康は,歯の保有,すなわちその喪

失予防が大切であり,歯の喪失は生活習慣と開通する歯

周疾患に大部分よるものである3).

生涯をとおして,快適なQOL(QualityofLife,生活

の質)を営むためには,歯や口腔の健康をはじめ,全身

の健康を維持する自己管理能力を早い時期から身につけ

ることが大切である4~6).

水野ら7)は,愛知県の8020疫学調査から8020など歯の

健康のためには,成人期は勿論,学童青年期のよりよい

生活習慣の形成定着がその要因であることを明らかにし

ている.森田ら8)は80歳で20歯以上を保有するための歯

の生活習慣チェック票 ｢歯の健康づくり得点｣を開発し,

愛知県飛島村その他の住民に応用し,住民の歯の保有効

果を確認している.

一方,国民一人一人が自らの健康づくりを大切とする

意識は末だ十分でない.特に20歳から40歳の青年の健康

や歯の健康づくりに対する意識は極めて低い3).この青
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年期の健康意識の低さは,小児期の口腔保健指導が,小

児自身に定着していないことを示している.特に高校に

おいては,保護者の管理を離れる時期であるため口腔環

境が悪化するといわれている9).学校歯科保健における,

｢う歯｣の者の割合を年齢別にみると,高校生である17

歳が77.0%と最も高くなっている10).高等学校における

歯科保健の問題点の一つとして,黒田11)は部活や課外活

動の活発化などにより,保健指導の時間確保の困難性を

挙げている.また,大西ら12)は,高校では歯や口腔に関

する学習経験が,小中学校と比較して少ないと述べてい

る.愛知県学j交保健会の養護教諭部会が実践の共有化を

目的とする機関誌 ｢伸びる｣の過去20年間の歯科保健分

野の実践研究は,小中学校は研究全体の一割程度であっ

たのに対し,高等学校は皆無であった.このことから,

愛知県においても小中学校と比較して,高等学校におけ

る歯科保健指導は不足していると考えられる.

小 ･中学校で成果を上げた学校歯科保健を,高等学校

に定着させるためには,高校生に適した歯科保健指導の

手法の開発が必要であると思われる.佐藤ら13)は,歯科

保健指導においては,相談や教育を含めた個別指導も効

果はあるが,同時に集団指導の手法も確立する必要性を

示唆している.それには,EBM(Evidence-basedMedi-

cine,科学的根拠に基づく医療)の視点から,学校歯科

保健を科学的に支援するために,オッズ比を活用した歯

科健康教育14)辛,健康に対する意識を客観的な数値で表

すことなどが,問題点に的を絞った指導ができ,実践す

る能力の育成といった健康教育の効果が得られやすい15)

といわれている.

近年,各務ら16)は,成人の ｢歯の健康づくり得点｣の

有用性に注目し,小中学校児童生徒の自らセルフチェッ

クすることで,歯の健康づくりを行う生活習慣チェック

票 ｢お口の健康づくり得点｣を開発した.しかし,それ

らは小学校児童,中学校生徒を対象としたもので,成人

との続きである高校生を対象にしたものでないため,高

校生用の歯の健康づくりのための生活習慣チェック票の

開発が望まれていた.

そこで,本研究では,高校生が歯の健康のための生活

習慣をセルフチェックし,その結果を知ることができる

｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得点｣を学校歯科健診

のデータと生活習慣についての質問紙調査を基にして作

成したので報告する.

Ⅱ.対象および方法

1.対 象

本研究には,某県立A高等学校の2003年度1年生,男

子161名,女子119名,計280名の生徒を対象とした.

2.健康診断および判定 (評価)方法

1年生を対象に定期健康診断の歯科検診を,学校歯科

医および4人の歯科医師により,2003年4月24日にA枚

で実施した.

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

その際,より詳しく歯 ･口の健康状態を把握するため,

通常実施している検診項目のう歯 (末処置歯)《以降は

｢う歯｣とする≫,歯肉 ･歯周,不正校合 ･顎関節の状

態,CO(要観察歯),GO(歯肉炎要観察)以外に,ミュー

タンスの細菌数,口臭,歯垢 (Baylndex17))≪以降は｢歯

垢｣とする》の診査をおこなった.

なお,ミュータンスの細菌数は,DentocultSM18)を用

いて,サンプルを舌から採取した.

口臭は,口臭測定器 (ハリメーター19))を使用して測

定した.調査当日の室温は22度のため,指標に従い100

以下を口臭のない者,101以上を口臭のある者とした.

歯垢 (Baylndex)は,上顎左側切歯を対象に,0:

歯垢沈着なし,1:歯垢が点状,2:歯垢が歯頚部辺縁

に線状,3:歯垢が歯面の1/3以内,4:歯垢が歯面の

1/3-2/3,5:歯垢が歯面の2/3以上,の5段階で評価

し,分析に際しては,0, 1を歯垢のない者,2,3を

歯垢のある者とした.なお,4,5については,該当者

がなかった.

また,2003年7月10日,27項目からなる口腔に関する

｢生活習慣実態調査｣(表1)を,長期欠席者1名を除

く同1年生279名を対象に,朝のショートタイムで実施

した.

調査票は,各ホームルームにおいて担任が配布し,記

名式のため,記入後は生徒が各自で封筒に入れて封をし

た後,担任が回収した.有効回答は279名 (有効回答率

100%)であった.

3.分析および歯 ･口腔の健康指標の作成

解析には統計パッケージSPSS(10.0JforWindows)

を用い,生活習慣実態調査の回答と定期健康診断結果の

各項削こついてオッズ比を算出し,男子,女子,計のい

ずれかのオッズ比が有意な生活習慣の項目を抽出した.

すなわち,男子のみ,女子のみ,男女いずれにおいても

口腔の健康と関連の見られなかった生活習慣を除いた.

さらに,歯 ･口腔の状態を独立変数とし,抽出した生活

習慣実態調査の項目を共変量としてロジスティック回帰

分析を行い,それぞれの生活習慣の偏回帰係数を求めた.

その後,偏回帰係数をもとに生活習慣の影響力の重みづ

けを行い点数化した.これらの点数化は,各務ら16)の方

法に準じて行った.

Ⅲ.結 果

1.歯 ･口腔の健康と生活習慣の関連

生活習慣実態調査の回答と定期健康診断結果の各項目

による歯 ･口腔健康の関連についてのオッズ比の結果,

う歯との間で,｢歯科医院などで歯磨きの方法を教えて
もらったことがある｣｢間食をよくする｣など3項目が
有意に関連していた (表2).また,不正校合 ･顎関節

の間では,｢歯肉が腫れることがある｣｢歯磨きを1日2
回以上している｣など3項目が有意に関連していた.歯

肉 ･歯周との関係では,｢歯肉が腫れることがある｣｢趣
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衰1 質問票

年 親 番 氏名

生活習慣実態調査

以下の質問に,｢はい｣か ｢いいえ｣のあてはまるほうに○をつけてください.

1)歯肉 (歯ぐき)が腫れることがありますか

2)歯がしみることがありますか

3)間食をよくしますか

4)趣味がありますか

5)かかりつけの歯医者さんはありますか

6)歯の治療は,早めに受けるようにしていますか

7)歯肉から血が出ることがありますか

8)歯磨きを1日2回以上していますか

9)自分の歯ブラシがありますか

10)口臭がありますか

ll)むし歯は食生活が関係していると思いますか

12)喫煙は壁週垂*1に関係していると思いますか

13)歯磨きは磨く部分の順番を考えて行っていますか

14)唾液が口の健康を守っていると思いますか

15)時々口の中を鏡でチェックしますか

16)歯科医院などで歯磨きの方法をおしえてもらったことがありますか

17)フッ素塗布を受けたことがありますか

18)歯科医院で歯石を取ってもらったことがありますか

19)父母もしくは保護者は朝食後歯を磨いていますか

20)デンタル･フロスを使っていますか

21)近くに歯科医院がありますか

22)歯や歯肉のため,欠席,早退,遅刻することがあります

23)歯や歯肉のために学業に支障がありましたか

24)歯や歯肉のために食事ができないことがありましたか

25)口や歯ならびのことで恥ずかしいと思ったことがありましたか

26)体のどこかにA単車2がありますか

27)現在歯科矯正をしていますか

注釈

*1:歯垢 (プラーク)が原因でできる歯肉の炎症.代表的なものに歯槽膿漏がある.
*2:皮膚や粘膜の表面が盛り上がったもの.
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味がある｣など4項目が有意に関連 していた,COとの

関係では,｢歯科医院などで歯磨 きの方法を教えても
らったことがある｣｢歯の治療は早めに受けるようにし
ている｣など5項目が有意に関連していた.歯垢との関

係では,｢かかりつけの歯医者がある｣｢歯肉から血が出
ることがある｣など7項 目が有意に開通 していた.

ミュータンス細菌数との関係では,｢喫煙は歯周病に関
係 していると思う｣｢時々口の中を鏡でチェックする｣
の2項 目が有意に関連 していた.口臭との関係では,

｢口臭がある｣｢現在歯科矯正 している｣など4項 目が
有意に開通していた.

以上より,11項目が抽出された.

2.ロジスティック回帰分析による歯 ･口腔の健康に開

通する生活習慣の分析

オッズ比で有意な関連がみられた生活習慣11項目を共

変量 とし,う歯,CO,歯肉 ･歯周,歯垢,口臭,不正

校合 ･顎関節を従属変数としてロジスティック回帰分析

を行った.ロジスティック回帰分析を行うにあたり,共

変量となるオッズ比で有意な関連のみられた生活習慣に

ついてそれぞれ,Spearmanの順位相関係数を求めたが

高い相関はみられなかったため,オッズ比で有意な関連

のみられた生活習慣をすべて共変量として用いた.

その結果,う歯との間で,｢歯科医院などで歯磨 きの
方法を教えてもらったことがある｣｢間食をよくする｣
など3項目が有意に関連 していた (表 3).COとの間で,

｢歯科医院などで歯磨きの方法を教えてもらったことが
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外山ほか :｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得点｣の作成

表3 ロジスティック回帰分析の結果

質晶霊号 質 問 カ竃61%Taる 順位 B 讐 孟る 比謁孟分

203

四捨五入

億

Q16 歯科医院などで歯磨きの方法数えてもらったことがある y 1 1.476 1.476 8.3 8

Q3 間食をよくする n 2 1.24 1.24 7.0 7

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている y 3 0.846 0.846 4.8 5

項目数 3
合 計 3.562 20.0 20

質品 号 質 問 加詰 る 順位 B 使冨還る 20志望例 四晋 入

Q16 歯科医院などで歯磨きの方法教えてもらったことがある y 1 0.802 0.802 9.2 9

Q18 歯科医院で歯石を取ってもらったことがある y 2 0.502 0.502 5.8 6

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている y 3 0.442 0.442 5.1 5

項目数 3
合 計 1.746 20.0 20

誤 貰 ぎ 質 問 力怒 る 順位 B 讐 還る 20孟豊例 四警 入

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている y 1 0.557 0.557 8.0 8

Ql 歯肉 (歯ぐき)が,腫れることがある n 2 0.75 0.75 10.8 11

Q4 趣味がある y 3 0.087 0.087 1.2 1

項目数 3

% 計 1.394 20.0

質雷雲号 質 問 力豊 る 順位 B 使望造る 20志望例 四驚 入

Q7 歯肉から血が出ることがある n 1 0.503 0.503 6.4 6

Q17 フッ素塗布を受けたことがある y 2 0.355 0.355 5.1 5

Q8 歯磨きを1日2回以上している

Q5 かかりつけの歯医者さんはある

y 3 0.324 0.324 4.6 5

y 4 0.208 0.208 3.0 3

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている y 5 0.009 0.009 0.9 1

項目数 5
合 計 1.399 20.0 20

質呂墓号 質 問 力u漂iT･lる 順位 B 優男還る 20志望例 四警 入

QIO 口臭がある n 1 1.29 1.29 20.0 20

項目数 1
合 計 1.290 20.0 20

…蓋登蔓 質 問 力怒 る 順位 B 億望遠る 20孟笠例 四警 入

Ql 歯肉 (歯ぐき)が,腫れることがある n 1 1.354 1.354 9.5 10

Q8 歯磨きを1日2回以上している y 2 0.767 0.767 5.3 5

QIO 口臭がある n 3 0.751 0.751 5.2 5

項目数 3
合 計 2.871 20.0 20

a:y=｢はい｣,n=｢いいえ｣と回答した場合に,それぞれの項目について良い生活習慣をしていると考え点数を与える.
※B (回帰係数)
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ある｣｢歯科医院で歯石を取ってもらったことがある｣
など3項目が強く関連していた.歯肉 ･歯周との間で,

｢歯の治療は早めに受けるようにしている｣｢歯肉が腫

れることがある｣など3項目が強く関連していた.歯垢

との間で,｢歯肉から血が出ることがある｣｢フッ素塗布

を受けたことがある｣など5項目が強く関連していた.

口臭との間で,｢口臭がある｣が強く関連していた.不

正暁合 ･顎関節との間で,｢歯肉が腫れることがある｣
｢歯磨きを1E]2回以上している｣など3項目が強く関

連していた.

3.高校生歯 ･口腔の健康づくり得点の作成

点数の作成過程を,表3,表4に示す.

具体的に,生活習慣実態調査の回答と定期健康診断結

果の各項目との関連の強さをロジスティック回帰分析の

回帰係数の大きさを基に順位付けをおこなった.

歯 ･口腔の健康に関する生活習慣ごとに,生活習慣の

項目について,回帰係数の大きさに比例して点数を合計

点数が20点となるように配分した.配分した点数は,少

数を含む数億となるため,四捨五入して整数化した.こ

れらのう蝕及びCO経験,歯肉 ･歯周及び不正校合 ･顎
関節の健康,歯垢及び口臭の状況における生活習慣の点

数を ｢歯 ･口腔の健康づくり得点｣として一つの表にま

とめた (表3･表4).

4.質問票の作成
求めた ｢う歯｣｢COJ｢歯肉 ･歯周｣｢歯垢｣｢口臭｣｢不
正校合 ･顎関節｣に影響する生活習慣の点数を高校生の

ための ｢歯 ･口腔の健康づくり得点｣とし作成した (図

1).｢う歯｣｢COJ｢歯肉･歯周｣｢歯垢｣｢口臭｣｢不正
校合 ･顎関節｣の点数別に合計点数を求め,レーダー

チャートの作成を行うようにした.レーダーチャートは,

より大きな六角形になると良い状況を示していることに

なる.

レーダーチャートの評価は,｢この調子｣｢あとひとが

んばり｣｢がんばろう｣の3段階評価とした.｢この調子｣

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

は,2/3正の標準偏差,｢がんばろう｣は2/3負の標準偏

差,｢あとひとがんばり｣は,それ以外とした.

Ⅳ.考 察

2005(平成17)年に文部科学省から出された ｢生きる

力をはぐくむ学校での歯 ･口の健康づくり｣では,｢生

活習慣が原因となる生活習慣病は大きな課題となってい

る.このような生活習慣病の素地は学校における適切な

学習や指導による健康感の育成と健康行動の確立が必要

であり,保護者等の手にゆだねられ管理されている 『他

律的健康づくり』から,成人に向けて次第に自らの思

考 ･決断による意志決定や行動選択による 『自立的健康

づくり』へ移行していかなければならない｣として,成

人の生活習慣病予防のためのよりよい生活習慣づくりや

生涯の健康づくりには,学校における自立的な生活習慣

形成が大切であることを強調している20㌧ このことは,

学校における自立的な生活習慣づくりが今日的課題であ

ることを示唆している.

また,WHO精神保健部局 (1994)は,｢日常生活で生

じるさまざまな問題や要求に対し,建設的で効果的に対

処するために必要な能力｣をライフスキルと定義した.

そして教育法として,子どもたちが主体的に参加するた

めの,ブレーンス トーミング,ロールプレイゲーム,

ディベートなどの手技が用いられている21㌧ それにとも

なって,学習者の児童生徒自身が具体的な活動で得た自

身の感想や自己評価と,それに関係した友人 ･教師の評

価からなるポー トフォリオ評価22)が用いられるように

なってきている.このことをふまえ,学校歯科保健指導

においても,歯科健診結果から異常者のみに治療依頼書

を配布するハイリスクストラテジーや,あるいは個人の

歯や口腔の健康状態に配慮の欠いた全体への一律なブ

ラッシング指導など,従来の一方通行の歯科保健指導で

はなく,今回の生徒自身がセルフチェック (自己評価)

できる妥当性のある ｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得

表4 点数の合計による質問の選択

四捨五入億

う歯 CO
慧芸 歯垢 口臭 で芸冨芸

QIO 口臭がある

Ql 歯肉 (歯ぐき)が,腫れることがある

Q6 歯の治療は,早めに受けるようにしている

Q16 歯科医院などで歯磨きの方法教えてもらったことがある

Q8 歯磨きを1日2回以上している

Q3 間食をよくする

Q7 歯肉から血が出ることがある

Q18 歯科医院で歯石を取ってもらったことがある

Q17 フッ素塗布を受けたことがある

Q5 かかりつけの歯医者さんはある

Q4 趣味がある
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NO. 氏名
高校生歯･口腔の健康つくLl得点

7JEl't間に答え占う
r捗いJの場合捗AからEに.｢いいえ｣の場合捗FカーらJの全てに､誉れ誉れ○印をつけ乳

:.2点敬を承助きう

二1,･う歯 A刷 樹十和 小計-(

･: ･co Bの小計-( )

･-､･歯肉
ノ 歯肉 Cの小計+Gのか計-(

:･･歯痛 的 111計+Hの柑 -(

･E3鹿 的LJt計=( )

･不正確合
･顎関節 EG)小計+Jの小計=(

3ゲラ7をかこう
各項白の合計点を記入L'てし-ターチャートを完成させきう｡轟でラインを雷<e:わか81やすいき｡

う歯

不正噴合
･顎関節

口臭

‥

.

::
.

.,

'.～
!
I
I

.
:I..;

記入例

二二

この調子 あとひ亡とがんEぎり がんばろう

う歯 75-20 8-14 〇一一7
CO 75-20 8-ー4 0-7
歯肉.歯肉 ー9-20 72-18 0-H
歯塙 75-20 70-74 0-9
E).良 20 0

CO

図1 ｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得点｣
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点｣の作成は,高校生の歯科保健指導を含む学校歯科保

健教育に大きく支援するものとなると思われる.

これまでにも,生活習慣と歯 ･口腔の健康との関連に

ついて多くの研究報告があるか 27).小中学生や成人のた

めの生活習慣と口腔の健康についての報告や歯科保健指

導法は報告され28)29),生活習慣と歯 ･口腔の健康との関
連が認められている30㌧鈴木ら31)は,高校生は小学生と

比較して,健康意識や行動の低下がみられたが,健康意

識のある者は行動に積極的に取り組んでおり,学校教育

や家庭における健康教育の重要性や保健行動を促すため

の動機付けが重要であると結論付けている.生涯を通じ

た生活習慣は高校生を含む青少年期に形成され,一度形

成されると変わることは容易でないため,多くの青少年

に働きかけることが可能な学校健康教育に寄せられる社

会の期待は大きい32).
McDowellら33)は生活習慣を含めた健康測定法として,

①目的にあったものであるか,(参質間数が適切で健康度

の水準が識別できるか,③測定法の理論が明確であるか,

(む実施方法が簡単であるか,⑤スコアや記入法が明確で

あるか,⑥スクリーニング法として適切か,⑦その方法

の信患性と妥当性にエビデンスがあるかが必要であると

述べている.本研究では,エビデンスのあるチェックリ

ストの得点を得るために多変量解析を用いた.

英国では,学校歯科検診の治療診断基準 (学校スク

リーニングプログラム)の指標はすでに開発されてい

る34)が,筆者らの構想する歯 ･口腔のセルフチェック票

は,先に述べた各務ら王6)の小学生 ･中学生向けの健康づ

くり票のみで,その他は,経験的な観点から作成されて

応用しているものが多く,日本ではほとんどなく35),と

りわけ高校生のためのセルフチェック票については全く

ない.

小学生 ･中学生 ･高校生 ･成人では,心身の発達段階

の違いから,歯 ･口腔の発達や個々の生活習慣も各発達

段階で違ってくる.そのため,それぞれの年代に応じた

生活習慣パターンをとらえたものを作成し用いるのが,

適切な健康づくりを行う上で必要であると考えた.しか

し,経過を追いながらその変化を捉えることも大切であ

ると考えられ,本チェック票は高校の3年間にわたり使

用することが理想であると考える.

例えば,Myklebustら36)は,ノルウェーにおいて,食

生活とう蝕の関連について述べている.ここ10年間で若

者の食生活,特にジュースや炭酸飲料の摂取が増加し,

果物の摂取が減少したとが,う蝕増加の原因としている.

ここでは,ジュースや炭酸飲料の摂取が若者のう蝕の直

接原因としているが,健康に直接関係する要因のみを調

査するのではなく,その背後にある生活習慣との関係を

明らかにすることは健康づくりのための改善の方法を示

すことを可能にすると考える7).歯や口腔の健康状態は

全身の健康にも関連する生活習慣を含んでおり,食生活

や喫煙,ス トレス,口腔衛生などは,WHOが提唱す

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

る37)38)全身の健康におよぼす危険因子であると同時に,

歯 ･口腔の健康にも該当するものであると考えられる.

そのため,本研究における質問項目は,歯ぐきの腫れや

出血,歯磨き習慣,口臭など実際の歯や口腔の状態や習

慣を尋ねるものだけでなく,間食などの食生活習慣や趣

味などの生活習慣,歯の治療は早めに受けるようにして

いるかなどの意思決定に関する行動習慣などを含んでい

る.このことは,歯や口腔の健康を保つためには,生活

習慣が関係していることを示唆するものである.

今回得点を作成するためにロジスティック回帰分析を

用いて,高校生の歯と口腔の健康に関連があると思われ

る,う歯,CO,歯肉 ･歯周,歯垢,不正校合 ･顎関節,

口臭の6項目を取り上げ,それぞれの自覚症状や生活習

慣の影響の大きさを求めた.この回帰式は自覚できる歯

や口腔の健康状態,生活習慣により,歯や口腔内に起き

ている健康問題の危険性を予測できるものである考える.

例えば,｢歯肉が腫れる｣｢歯肉が出血する｣｢口臭が
ある｣などの自覚症状を,セルフチェック票で改めて自

己確認し,自己評価することにより,生活習慣改善の糸

口となりうる.これらの結果は,視覚的にもわかりやす

い,六角形のレーダーチャートで表現される点も,効果

をより高める要因になりうると考える.

さらに,本指標に過年度の結果をあらかじめ入力した

ものを配布し,色を変えてチェックを行えば,高校3年

間継続して使用することが可能であり,生徒自身が生活

習慣における3年間の変化を確認し,改善していく過程

を知ることができる.

本指標が準ずる成人用については,愛知県の健康日本

21の指標として,すでに保健所や地域で広く活用されて

いる.また,本指標が準ずる小中学生用については,各

務ら18)の論文が本誌に掲載されており,実際に活用され,

教育上有効な支援材料となっている.高校生用の本指標

ち,すでに愛知県の数枚で3年間継続して活用されてい

る.担任がホームルームの時間を利用して,本指標で歯

科保健指導を実践した.養護教諭などの保健の専門家だ

けでなく,担任などの一般教諭でも, 歯科保健教育に安

心して取り組むことができることがわかった.以上の結

果から,｢高校生 歯 ･口腔の健康づくり得点｣は,安
心して活用していただけるものであると考える.高校の

教育では,歯科保健指導が不活発なため,高校生用の指

標を作ることにより,誰もが実践しやすくなり歯科保健

教育の活性化を促すと思われる.ただし,本チェック票

は,学力及び生活環境共に平均的な公立高校のデータを

サンプルとして作成してはいるが,今後の社会や疾病構

造の変化に伴い,高校生の歯や口腔の健康問題や状態の

変化の影響を受けることが予測される.本チェック票を

用いた場合の効果の測定についても今後の課題としたい.

そのため,今後さらに検討対象を多くすることも視野に

入れて,研究を発展させていきたい.そのためにも今後

は,多くの高等学校で応用して,見直しをしていきたい
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と考える.

謝 辞

稿を終えるにあた り,歯科保健調査にご協力いただき

ました対象高校生の生徒の皆様,並びに諸先生方に深 く

感謝を申し上げます.

文 献

1)厚生省成人歯科保健対策検討会中間報告 (砂田会長):

1989(口腔保健協会 :歯科保健指導関係資料2006年版 :

275-283,2006)

2)保健医療局長,老人保健福祉局長,保健局長 :21世紀に

おける国民健康づくり運動 (健康日本21)の推進について.

2003.3.31

3)健康増進法 :2002.8.2 (栄養関係法規類集.新日本

法規,25-30ノ12,2006)

4)伊藤公一 :歯周病と生活習慣との関わり.日本歯学校歯

科医会誌 87:97-101,2002

5)富田美香子,高森一乗,小野義晃ほか :小児の口臭に関

する研究.小児歯科学雑誌 39(3):694J703,2001

6)貴志知恵子 :8020に通じる高校での歯科保健教育をめざ

して.日本歯学校歯科医会誌 85:108-111,97101,2002

7)水野照久,中垣晴男,村上多恵子ほか :80歳で20歯以上

保有するための生活習慣.日本公衆衛生雑誌 40(3):189-

195,1993

8)森田一三,中垣晴男,外山敦史ほか :住民の8020達成の

ための市町村 ｢歯の健康づくり得点｣の作成.日本公衆衛

生雑誌 47(5):421-429,2000

9)千田皇子,山田恵子,加納能理子ほか :中学生の口腔保

健に関する意識調査.小児歯科学雑誌 41(1日916,2003

10)発育と健康状態-平成17年度学校保健統計調査結果-.

愛知県学校保健会,愛知県立高等学校学校保健会,10,

2006

ll)黒田敏之 :変革に向けての学校歯科保健の飛躍.日本歯

学校歯科医会誌 87:115-116,2002

12)大西真由実,波速貢次,山本浩子ほか :女子大学生にお

ける歯科保健学習経験と歯科保健行動に関する調査研究.

鈴鹿国際大学短期大学部紀要 24:81-91,2004

13)佐藤保,狩野裕史ほか :学校歯科保健におけるリスク評

価法ついての検討.第49回東北学校保健学会,30T31,

2001

14)武井典子,石黒幸司,石黒晶子ほか :診療室から地域へ

-学校での健康教育-.歯科衛生士 28(5日64-69,2004

15)深井智子 :学齢期の健康観と口腔保健に関する研究.明

海大学誌 31(2):184-191,2002

16)各務和宏,森田一三,中垣晴男ほか :児童 ･生徒用歯の

生活習慣セルフチェック票 ｢お口の健康づくり得点｣の作

成.学校保健研究 48(3):245-259,2006

17)BayI,KardelKM,SkougoardMR:Quantitativeeveiu-

atuionoftheplaque-remoyingabilityofdifferenttypesof

207

toothbrushes.JPeriodonto138:526-533,1967

18)AlaluusuaS,SavolainenJ,TuornpoHetal.:Slide-scor-

ingmethodforestimationofstreptococcusmutanslevels

insaliva.ScandJDentRes,92ページ,1984

19)中垣晴男,丹羽源男,神原正樹 :臨床家のための口腔衛

生学.57,永末書店,京都,1996

20)文部科学省 :｢生きる力｣をはぐくむ学校での歯 ･口の

健康つくり.5-6,2005

21)川畑徹朗 (訳代表):WHO･ライフスキル教育プログラ

ム.49-81,大鯵館審店,東京,1997

22)川雅弘 :｢生きる力｣を育むポートフォリオ評価.21-22,

ぎょうせい,東京,2001

23)RosenquistK,WennerbergJ:Oralstatus,Oralinfec-

tionsandsomelifestylefactorsasriskfactorsfororaland

oropharyngealsquamouscellcarcinoma.Apopulation-

basedcase-controlstudyinsouthernSweden.Taylor&

Francis125(12):1327-1336,2005

24)KoivusiltaL,Arja良:Healthbehavioursandhealthin

adolescenceaspredictorsofeducationallevelinadult-

hood.afollow-upstudyfromFinland.SocialScience&

Medicine57(4):577-5932,2003

25)FernandoJ,RosadoC:Lifestyleandpsychosocialfac-

torsassociatedwithtoothlossinmexicanadolescents

andyoungadulths.ArticlestheJournalofcontemporary

Dental-Practice6(3):70J77,2005

26)AleksejunnieneJ,HaraldD:Psychosocialstress,life-

styleandperiodontalhealth.JournalofClinicalPeriodon-

tology29:326,2002

27)KoyamaY,MachidaK:Relationshipbetweenlifestyle

andoralhealthinChineseelderly.NipponEiseigaku

Zasshi61(1):53-62,2006

28)高橋美如,尾崎正雄,今村まり子ほか :学童期のカリエ

スリスク判定に関する研究-う蝕活動性試験結果と生活習

慣に関するアンケート調査結果との関連性について-.福

岡歯科大学学会誌 29(4):213-135,2003

29)本間達,若松秀俊 :子供の生活習慣 と虫歯の関連.

HealthScience19:127135,2003

30)忠津佐和代,木村浩之,森田一三ほか :産業従業員にお

ける ｢歯の健康づくり得点｣と生活習慣との関連.口腔衛

生学会雑誌 53(3):188-199,2003

31)鈴木千春,町田久子,渡遵責次ほか :女子高校生の歯科

保健行動に関する調査研究-小学生時と現在時の比較およ

び現う歯との関連一.保健の科学 43(9):737-744,2001

32)中村智子 :歯と口の健康教育とライフスタイル.日本歯

学校歯科医会会誌 87:103-106,2002

33)McdowellI,NewellC:MeasuringHealth-AGuideto

RatingScalesandQuestionnaires2ndEdition-.3-9,0 Ⅹ -

ford,1996

34)HetheringtonI,Whitei)A:Thediagnosticaccuracy

andreproducibilityofschooldentalscreeningusinganin-



208

dexoftreatmentneed.CommunityDentalHealth,21:

170-174,2004

35)KumagaiN,MoritaI,NakagakiHetal.:"Oralhealthi-

nessscorefor8020"predictslossofteethinvillageresi-

dents.NipponKoshuEiseiZasshi52(1):7-15,2005

36)MyklebustS,EspelidI:Dentalhealthbehavior,gas-

troesophagealdisordersanddietaryhabitsamongNor-

wegianrecruitsin1990and1999.Taylor&Francis61

(2):100-104,2003

37)Sheiham A,WattRG:Thecommonriskfactorap-

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

proach:arationalbasisforpromotingoralhealth.Com-

munityDentOralEpidemio128:399-406,2000

38)WorldHealthOrganization:Globalstrategyforthe

preventionandcontrolofnoncommunicablediseases.105

thSession.Supplementaryagendaitem1Geneva,1999

(受付 06.08.01 受理 07.04.01)

連絡先 :〒470-0131 日進市岩崎町竹の山149-636

愛知学院大学歯学部病理学講座 (外山)
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会 報 平成19年度 第 1回日本学校保健学会理事会議事録
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日 時 :平成19年4月1日(日) 14:00-17:30

場 所 :愛知学院大学歯学部附属病院 商館7階第1会議室

出席者 :賛成文彦 (理事長)･佐藤祐造 ･数見隆生 ･絵本健治 ･照屋博行 (常任理事)･天野敦子 ･家田重晴 ･石川哲

也 ･石原昌江 ･岡田加奈子 ･鎌田尚子 ･後藤ひとみ ･佐藤 理 ･住田 実 ･武田最太郎 ･津村直子 ･中川秀

昭 ･中安紀美子 ･三木とみ子 ･宮尾 克 ･宮下和久 ･村松常司 ･森岡郁晴 ･横田正義 (理事)･出井美智子

(監事)･高橋浩之 ･瀧揮利行 ･和唐正勝 (委任状)･大沢 功 (書記)･鈴江 毅 ･図本政子 (事務局)

理事長挨拶

･会議に先立ち,賛成理事長より挨拶があった.

議事録確認

･前回 (平成18年度第4回理事会)理事会の議事録の確認を行い,役員選挙についての議事録を一部修正すること

となった (著名人 :宮下和久,村松常司).

議事録著名人の指名

･今回 (平成19年度第1回理事会)の議事録著名人として,森岡郁晴理事と横田正義理事の2名が指名された.

報告事項

1.庶務関係

･佐藤常任理事より,役員選挙,名誉会員の推薦,ホームページの修正について報告があった.

･鈴江事務局長より,学会員名簿の進捗状況について報告があった.平成19年度第1号の ｢学校保健研究｣に同

封を予定している.

2.学会活動関係

･数見常任理事より,配布資料に基づき,｢学会賞｣｢学会奨励賞｣等についての報告があった.
3.編集関係

･松本常任理事より ｢学校保健研究｣の編集状況についての説明があった.平成17年度投稿の55編の論文につい

ては全論文の処理が終了した.平成18年度投稿の39編については20編の査読が進行中である.平成19年度の第

1号は4月20日発行予定で編集が進行中である.

4.国際交流関係

･照屋常任理事より国際交流活動の状況と学会英文誌 ｢SchooIHealth｣の編集状況についての報告があった.

5.その他

･鈴江事務局長より,平成19年4月1日時点での学会会員数が報告された (個人会員1,879,団体会員224,名誉

会員25,計2,128).

審議事項

1.役員選挙について

･佐藤常任理事 (庶務担当)より,今年度の役員選挙の概要について説明があり,続けて選挙管理委員3名の選

出を以下のように実施した.

･選挙管理委員の選出方法は,候補者として8地区より推薦された7名の被推薦者 (北陸は辞退)の中から,理

事会に出席している理事による3名連記による無記名投票の結果の上位3名とすることとなり投票が行われた.

･出井監事の立ち会いの下で開票が行われ,瀧揮利之 (関東地区),近森けいこ (東海地区),石川哲也 (近汲地

区)の3名が選出された.

･選出された選挙管理委員に対しては,4月20日発行の ｢学校保健研究｣第49巻 1号に役員選挙公示の掲載が間

に合うように選挙管理委員会を発足させる必要があることを事務局から連絡することとなった.なお,今年度

は年次学会の開催時期が早いため,投票は6月16日頃を締切とすることを確認した.

2.第54回日本学校保健学会総会 (平成19年度 市川)について

･大津年次学会長が欠席のため,鈴江事務局長から説明があった.つづけて年次学会役員の岡田理事より追加説

明があった.

3.第55回日本学校保健学会総会 (平成20年度 名古屋)について

･村桧年次学会長より,日程と場所等につき簡単な紹介があった.

4.機関誌 ｢学校保健研究｣投稿規定の改定について
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･松本常任理事 (編集委員長)と森岡理事 (編集委員)より,A4判変更に伴う投稿規定の改定が資料に基づき

提案され承認された.

5.韓国学校保健学会との学術交流について

･石川理事より韓国学校保健学会長から日本学校保健学会との学術交流を希望する旨の話があったことが紹介さ

れた.

･今後の学術交流方法については,国際交流委員会で検討することとなった.

6.会務執行体制について

･賛成理事長より資料に基づいて現在の体制の問題点,検討事項,新体制の原案等についての説明があり,体制

の変更を9月の総会に提案したいという今後の予定が示された.

･この賛成案に対して理事会終了時間まで協議が行われた.

次回理事会予定 :平成19年5月27日(日) 14時より 愛知学院大学歯学部附属病院
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会 報 第54回日本学校保健学会開催のご案内 (第5報)
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監開催要項ヨ

学会長 大津 一義

副学会長 高橋 浩之

i.期 日 2007年9月14日(磨)､15日 (士)､16日 (日)

2.会 場 和洋女子大学

〒27218533 千葉県市川市国府台2甘1

3.主 催 日本学校保健学会

4.共 催 千葉県学校保健学会

5.後 援 文部科学省､千葉県､日本医師会､日本歯科医師会､日本学校歯科医会､日本薬剤師会､日

本看護協会､日本栄養士会､日本学校保健会､全国養護教諭連絡協議会､新潟県教育委員会､

茨城県教育委員会､埼玉県教育委員会､神奈川県教育委員会､千葉県教育委員会､千葉県医

師会､千葉県歯科医師会､千葉県学校薬剤師会､千葉県看護協会､千葉県栄養士会､千葉県

養護教諭会､千葉県歯科衛生士会､千葉県学校保健会､ちば県民保健予防財団､市川市､市

川市教育委員会､市川市医師会

6.メインテーマ

｢ヘルシースクールの推進一学校 ･家庭 ･地域との連携-｣

7.学会参加費等

1)当日参加 :会 員 9,000円 (講演集代込)

非会員 5,000円 (講演集代込)

学 生 1,500円 (講演集は希望者のみに販売 :1冊3,000円)

2)講演集代のみ 3,000円 (郵送の場合は,別途500円が必要です)

3)懇親会費 7,000円

8.参加者の受付等について (図参照)

1)一般的事項

･受付は､9月 15日 (土)は午前8:15より､16日 (日)は午前8:30より､東館1階エン トランスでおこな

います｡

学会関連資料をお渡ししますので､事前参加登録をした方も､当日参加の方も必ず受付をおこなってください｡

･会場内では､必ず参加証 (名札)をお付けください｡

･弁当を事前予約された方

東館1階エントランスの ｢弁当受付｣にて引換券をお受け取り下さい｡

*事前予約はホームページhttp://wwwl.sakura.juntendo.acjp/54sh/ 上で8月31日までおこなっています

ので至急お申込み下さい｡

･ランチョンセミナーを事前予約された方

東館 1階エントランスの ｢ランチョンセミナー受付｣にて引換券をお受け取り下さいO

*事前予約はホームページhttp://wwwl.sakWa.juntendo.ac.jp/54sh/ 上で8月31日まで行っていますので

至急お申込み下さい｡
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･ラウンドテーブル ･ワークショップ参加希望の方

東館1階エントランスの ｢ラウンドテーブル ･ワークショップ受付｣にて､ご希望の演題の整理券をお受け

取り下さい｡

･USE･教材提示装置使用の方

発表の1時間前までに､必ず各自で不具合等の調整をD会場 (西館1-3:USBチェックのみ)､Ⅰ会場 (西

館2-5)､N会場 (東館5-4)にておこなってください｡

2)事前参加登録の方-

東館1階エントランスの ｢事前登録受付｣にてお名前と所属をご確認され､講演集 (事前送付を希望されな

かった方)と年次学会関連資料､参加証 (名札)をお受け取りください｡
3)当日参加の方-

東館1階エントランスの ｢当日受付｣にて､必要事項 (お名前､所属等)を記入の上､参加費を納め､講演

集と年次学会関連資料､参加証 (名札)をお受け取りください｡

東館1階エントランス 受付区分のご案内

9.演者 d座長 .フアシリチーターの受付

ご来場の際､東館1階エントランスの ｢演者 ･座長･フアシリテ一夕-受付｣にて受付を済まされ､当日の

担当会場に30分前までに来ていただき ｢各会場受付｣にて受付の確認をお願いします｡

10.懇親会 (9月15日土､18:30-20:30､商館1階学生食堂)

懇親会の受付は人数に余裕があれば当日も行いますので､東館1階エントランス ｢懇親会受付｣でお申し込

みください｡

ll.役員会 ･給金

日本学校保健学会 常任理事会 9月14日 (金)10:00-12:00 U会場 (南館9階大会議室)

日本学校保健学会 理事会 9月14日 (金)13:00-15:00 U会場 (南館9階大会議室)

日本学校保健学会 評議員会 9月14日 (金)15:00-17:00 U会場 (商館9階大会議室)

日本学校保健学会 総会 9月15日 (土)14:00-15:00 A会場 (西館1-4)
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00-18:00 U会場 (南館9階大会議室)

15-13:00 E会場 (西館2-1)

15-13:00 F会場 (西館2-2)

15-13:00 G会場 (西館2-3)
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13.関連行事

教員養成系大学保健協議会 9月14日 (金)9:00-15:00 F会場 (西館2-2)

日本教育大学協会全国養護部門 理事会 9月14日 (金) 9:00-9:50 市川グランドホテル

総 会 9月14日 (金) 10:00-12:00 市川グランドホテル

14.機器 ･審籍 ･千葉県物産等展示､飲料サービス等

9月15日 (土)および9月16日 (日)に商館1階学生食堂にて行います｡

15.会場に関る留意点 (禁煙､車､クローク)

･学会期間中､本学会会場は全面禁煙で+o

･車でのご来場はできません｡

･クロークは設けてありません｡

16.呼び出し

会場内の呼び出しは行いませんのでご了承下さい｡東館1階エントランスに連絡版を用意しますのでご利用

ください

17.学会本静-D会場 (西館1-3)です｡

18.ご来賓 暮夜農 す爵醇捜喜一D会場 (西館1-3)です｡

19.俸憩所-1会場 (西館2-5)､N会場 (東館5-4)､Q会場 (商館1階学生食堂)です｡

20.救護喜一混会場 (商館石井研究室)です｡

21.昼食-商館1階の学生食堂でおとりください｡

22.宿泊 ･交通等

年次学会事務局では救いません｡いずれもJTB東京第3事業部に委託しています｡

担当者 ;大江卓也､TELO3･5476･7844 FAX03-5476･7870

23.日本学校保健学会入会手続き

学会期間中､｢日本学校保健学会受付｣が東館1階エントランスに設置されますので､学会入会､学会費納

入などの諸手続き.が可能です｡
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監一般口演､ポスターセッション､ラウンドテーブルディスカッションの発表者へのご案内】

1.一般口演

09月15日 (土)､16日 (日)の両日共､午前午後に行います｡

①9月15日 (土) 9:35-13:00

②9月15日 (土) 15:15-17:20

③9月16日 (日) 10:05-12:10

④9月16日 (日) 13:10-14:10

(会場によって終了時間が若干異なります)

○プログラム及び講演要旨には以下のように演題番号が付されています｡

選 且 風 - 』 ◎詔
口演 1日日 午後 会場名 発表番号

(15日)

○発表は全て東館で行います ;4階のL (東4-1)､5階のM (東5-1)､6階の0 (東6-1)及びP (東6-2)

○発表時間は1演題につき10分､討議時間5分 (計 15分)ですので､厳守してください｡

○当日の発表30分前までに､各会場の受付で発表の受付を済ませておいて下さい｡

○配布資料のある場合は､事前に50部を各会場の受付までお持ち下さい｡

○資料のコピー､印刷等は学会本部では致しかねますのでご了承下さい｡

2.ポスターセッション

09月15日 (土)､16日 (日)両日共に午前のみで行います｡

○プログラム及び講演要旨には以下のように演題番号が付されています｡

旦 旦 旦 - 旦 旦遇
2日目 午 前 会場名 発表番号

(16日) (ボード番号)

○発表 ･掲示は全て商館で行います ;8階のS (南8･1)､T (南8･2)

○掲示後に討議時間を置き､座長の進行の下､1演題につき発表時間6分 ･討議時間4分で行います｡発表

者は予定されている討議時間には必ず会場にいてください｡

○ポスターの貼り付け､発表､討議､掲示､取り外しの時間帯は次に示すとおりですので､時間厳守でお願

いします｡

9月15日 (士) 9月16日 (日)

貼 付 8:30- 9:30 9:30-10:00

発表 .討儀 9:35-10:15 10:05-10:45

掲 示 10:15-ll:00 10:45-ll:30

取り外し ll:00-ll:30 ll:30-12:00

備考 :9月15日 (土)の午後､15:15-17:00の間は､翌日16日 (日)の発表のた

めのポスターの貼付が可能です｡
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○ポスター掲示の要領等

･パネル左上に予めパネル番号 (例 【08】)と演題番号 (例Pla-S25)が表示されていますので､該当する

パネルに掲示してください｡

･パネルの大きさは縦180cmX横 120cmです｡

･パネルの右上に発表内容とは別に演題名､発表者名とその所属を記入したものを貼って下さい｡

･ポスターの内容は演題名､発表者名も含めて､全てパネルに収めて下さい｡

･掲示用のピン､画鋲 (マグネット､セロ-ンテープは不可)は各自でご用意下さい｡

一 ･････ 120cm ････････→

レ<ネル.演題番 【演題名 発表音名!

3.ラウンドテーブルディスカッション

09月15日 (士)､16日 (日)両日､午前午後行われます｡

○発表は全て西館で行います ;2階のE (西2･1)､F (西2･2)､G (西2･3)､3階のJ(西3･1)､K (西

3･2)

なお､同一時間帯に複数の会場で発表が行われることもありますので､会場をお間違えにならないように

ご注意下さい｡

○発表時間は1演題1時間です｡フアシリテ一夕-の進行の下､発表者と参加者がテーマに即して自由に意

見交換をする対話重視の発表方式です｡対話を重視しますので､パワーポイントや教材提示装置､スライ

ド等の使用は極力避けて､配布資料を使うようにして下さい｡

【パワーポイント､教材提示装置の使用について】

一般口演の外､市民公開講座､学会長講演､シンポジウム､教育講演､ワークショップ､ランチョンセミナー､

学会フォーラム､学会賞 ･学会奨励賞受賞講演ではパワーポイント及び教材提示装置を使用できます｡(ポスタ

ーセッションでは使用できません｡)

パワーポイントはバージョン2007を用意していますが､2000､2003でも不都合はありません｡U

SBメモリーに保存してご持参下さvlo但し､使用頻度の多いものは磨耗して接続がうまくゆかない場合があり

ますので､新しいものに保存し直してご持参下さい｡なお､学会当日は事前鋳行室 (D､H､N会場)が用意さ

れていますので､各自の責任において､接続の不具合等についての事前チェックを必ずしておいて下さい｡
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匿年次学会事務局案内遜

1.全般的事項の問い合わせ

〒270-1695 千葉県印施郡印藤村平賀学園台1･1

順天堂大学 健康教育学研究室

第54回日本学校保健学会事務局

TEL:0476･98･1001(内線378:大津一義､379:山田浩平 )FAX:0476･98･1035

E-mad:ohtS@sakurajuntendo.ac.jp 54sh@sakura.juntendo.ac.jp

2.原稿及び講演集関係

〒263･0021 千葉県千葉市稲毛区轟町3･59･5

千葉経済大学

第54回日本学校保健学会事務局 (事務局長 桃崎-政)
TEI.･FAX:043･253･9867

E･mai1:momozaki@cku.acjp

3.学会参加登録 ･参加費の納入等の問い合わせ

〒263･8522 千葉市稲毛区弥生町1-33

千葉大学 教育学部

塩田瑠美

FAX:043-290-2638

4.学会期間中の案内

①年次学会期間中の連絡先 :和洋女子大学 石井荘子研究室

TEL:047-37 1･2198

②年次学会本部 :D会場 (西館 1-3)
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⑳交通案内図

三重:.:票語F･r::l二
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⑳会場案内図

○会場全体図

闘JR総武線快速 (東京
駅から20分),JR中
央線 (新宿駅から30

分):市川駅下車-

京成バス10分 :北口

1番 松戸駅 ･松戸

車庫行 真 間 山下

(和洋女子大学正門

前)下車,160円
*タクシー利用の場

合は ｢和洋女子高校

正門前｣下車,12-
13分程度､1,200円
前後

因京成線 国府台駅下

車 (京成上野駅から

30分)-徒歩 10分

匿JR 常磐線 松戸駅
下車-

京成バス20分 :西口
3番 市川駅行 ｢和

洋女子大前 (和洋女

子高校前)｣下車,280
円

*会場には駐車場の

用意はありません.

車でのご来場はご遠

慮ください.

/体育館 講堂テニスコート÷ 宮

○

大学門正 □ □ □
r ~~~~~
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0西館
1F A､B､C:学会長講漬､教育講演､シンポジウム､その他
D:学会本部､来賓･講師控え室､uSBチェック

l l ∴ ∵

贋 B(._1) C(ト2) D(.-3, t i. wc%WC A(1-4) 蔓菰
切C♂

雪 上 蒜可 エントラ- ル 毒

2F E､F､G:ラウンドテーブル､ワークショップ H:教育講演 王=演者控え室､uSB,提示装置チェック､休憩室

3F J､K:ラウンドテーブル､ワークショップ

巨嘩選Ii】】U ｡通路ー J(3-1) 十一十暇t.群bEVホールfl鎌PS i tL侍F呈

○○煙突 K(3-1) EPS PS.Dsト腎E 泉階段 }-ー〔トYC
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○東館

1F エントランス:受付

5F M:一般口演

N:演者控え室､usB･提示装置チェック､休憩室

4F L:一般口演

学校保健研究 JpnJSchooIHealth49;2007

----1
蔓
≧

6F o､P:一般口演

0(6-1) 葦P(612)
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0商館

1F Q:懇親会会場

8F s､T:ポスターセッション
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【市民公開講座】

9月14日 (金) 14:00-15:30 A (西1･4)･B (西1･1)｡C (西1･2)会場
Ⅰ.もし､目の前で人が倒れたら･･･AEDってなに?

講演者 :清水 直樹 (国立成育医療センター)

座 長 :杉田 克生 (千葉大学教育学部)

9月14日 (金) 15:35-17:05 A (西1･4)･B (西1･1)･C (西1･2)会場
Ⅱ.今の子どもが見えていますか

講演者 :明石 要一 (千葉大学教育学部)

座 長 :高橋 浩之 (千葉大学)

9月14日 (金) 17:10-19:10 F (西2-2)会場

Ⅲ.第7回子どもの防煙研究会 rみんなでタバコから子どもたちを守ろう｣

座 長 :加治 正行 (静岡市保健衛生部)

○発表者

(D県の委託事業､小中学の喫煙防止出前教室を終えて

中久木一乗 (船橋市 ･中久木歯科医院､タバコ問題を考える会)

②学校医としての防煙教育の実践

岩田 祥吾 (静岡県小山町 ･南寿堂医院院長)

③防煙教育の取り組みが進まない学校現場の実態

小泉 昇 (元 ･市川市議会議員)

④市川市の健康都市推進における喫煙対策

内山 伸子 (市川市企画部WHO健康都市推進担当)

【学会長講演】

9月15日 (土) 9:00-9:30 A (西1-4)･B (西1･1)･C (西1･2)会場
生き生きスクールの推進

講演者 :大津 一義 ()幌天堂大学)

座 長 :村松 常司 (愛知教育大学)

【シンポジウム1】

9月15日 (土) 10:40-12:50 A (西1･4)･B (西1･1)･C (西1-2)会場
ヘルシースクールー世界の潮流一

座 長 :衛藤 隆 (東京大学)､

荒木田美香子 (大阪大学)

○基調講演

-ルシースクール､-ルスプロモーティングスクール､世界の潮流

衛藤 隆 (東京大学)

○シンポジスト

1)改訂版NationalHealthEducationStandardsからみたアメリカ合衆国の学校保健の動向

渡追 正樹 (東京学芸大学)

2)イギリスにおける ｢-ルシースクール｣の動向

植田 誠治 (聖心女子大学)
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3) ドイツにおける ｢ノVレシースクール｣の動向

面滞 和子 (弘前大学教育学部)

4)韓国の-ルスプロモーションとHealthI)romotingSchoolの動向
南 銀祐 (NamEunWoo)(延世大学)

5)台湾における-ルシースクールの動向

照屋 博行 (福岡教育大学)

【シンポジウム2】

9月15日 (土) 15:05-17:15 A (西1･4)･B (西1･1)･C (西1･2)会場
ヘルシースクールにおけるネットワークづくり一地域 .学校 ･家庭の連携一

座 長 :武見ゆかり (女子栄養大学)

星 旦二 (首都大学東京)

○基調講演

-ルシースクールにおけるネットワークづくりとその意義- ｢食｣を中心とした取り組みを

例に-

武見ゆかり (女子栄養大学 ･大学院)

○シンポジスト

1)子どもから家庭-発信する ｢健康な食生活｣を支援して

入山 八江 (新潟市保健所保健管理課栄養指導係)

2)市川市のWHO健康都市の取り組み
平野 係子 (市川市企画部健康都市連合国際大会事務局)

3)学校から発信するネットワークづくり

小松 良子 (江戸川区立鹿本小学校)

4)ネットワークづくりと連携をめぐる課題

朝倉 隆司 (東京学芸大学)

【シンポジウム3】

9月16日 (日) 10:05-12:15 A (西1･4)･B (西1-1)･C (西1･2)会場
ヘルシースクールを推進する嚢納

座 長 :三木とみ子 (女子栄養大学)

岡田加奈子 (千葉大学)

○基調講演

へ/レシースクールを推進する養護教諭の役割と必要な力

岡田加奈子 (千葉大学)

○シンポジスト

1)ヘルシースクールを支える養護教諭の活動

河田 史宝 (茨城大学)

2)/〉レシースクールを推進する学校保健の運営について

森 英子 (愛知県西尾市立矢田小学校)

3)/〉レシースクールの担い手としての養護教諭の養成のあり方

高橋 香代 (岡山大学)

4)/Vレシースクールと学校保健経営

天笠 茂 (千葉大学)
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【教育講演1】

9月15日 (土) 9:35-10:35 A (西1-4)･B (西1･1)･C (西1･2)会場
学力向上と豊かな入閣形成の育成を綬薬でどう英現するか

講演者 :中野 良顧 (NPO法人教育臨床研究機構)

座 長 :今関 豊- (文部科学省)

【教育講演2】

9月15日 (土) 9:35-10:35 H (西2-4)会場

特別支援教育とこれからの障害者自立支提一一一･教育と保健福祉の融合を目指して一

講演者 :吉川 武彦 (中部学院大学大学院)

座 長 :出原嘉代子 (習志野市立屋敷小学校)

【教育講演3】

9月16日 (日) 9:00-10:00 A (西1-4)･B (西1･1)･C (西1-2)会場
性教育､今日的活路と指導法

講演者 :武田 敏 (千葉大学名誉教授)

座 長 :石川 哲也 (神戸大学)

【教育講演4】

9月16日 (日) 9:00-10:00 H (西2･4)会場

いじめられた子を守る学校カウンセリング

講演者 :諸富 祥彦 (明治大学)

座 長 :近藤 卓 (東海大学)

【教育講演5】

9月16日 (日) 13:10-14:10 A (西1-4)･B (西1･1)･C (西1-2)会場
楽しい授業づくり 駄no卿queStionをめぐる授業》と 伽 痕nownquestionをめぐる授薬》

講演者 :佐久間勝彦 (千葉経済大学短期大学部)

座 長 :桃崎 一致 (千葉経済大学)

【教育講演6】

9月16日 (日) 13:10-14:10 H (西2･4)会場

学校保健への食膏の導入

講演者 :坂本 元子 (和洋女子大学)

座 長 :木嶋 義郎 (千葉県栄養士会)

【ラウンドテーブルディスカッション】

9月15日 (土) 10:50-ll:50 G (西2･3)会場

①いのちの教育の方法を考える～共有体験と自尊感情～

ファシリテ一夕一 〇近藤 卓 (東海大学)

股村 美里 (東京大学大学院)
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9月15日 (土) ll:50-12:50 E (西2･1)会場

②陣がいのあるこどもの学校保健の進め方

フアシリテ一夕- 小樽山宗浩 (福島県立大笹生養護学校)

○半滞美穂子 (福島県立大笹生養護学校)

○山崎 康チ (福島県立大笹生養護学校)

9月15日 (土) ll:50-12:50 F (西2･2)会場

③スポ-ツライフスキルの展開の仕方～スポーツマンシップを身につけるために～

フアシリテ一夕- 椎名 純代 (FIELDOFDREAMS)

○山羽 教文 (FIELDOFDREAMS)

大津 一義 (順天堂大学)

9月15日 (土) 15:15-16:15 G (西2･3)会場

④意志決定スキル形成のためのワークシートづくり

1)｢心と健厳｣5年生の奥暁を通して
ファシリテ一夕- 出原嘉代子 (習志野市立屋敷小学校)

○植草 勲 (習志野市立屋敷小学校)

大津 一義 (順天堂大学)

2)rすくすく育てわたしの体｣4年生の保健学習を適して
フアシリテ一夕- 棚田 康夫 (船橋市立西海神小学校)

○野木 英表 (船橋市立西海神小学校)

近藤 康チ (船橋市立西海神小学校)

大津 一義 (順天堂大学)

9月15日 (土) 15:55-16:55 F (西2-2)会場

⑤食育～その可能性と多聴種協働を探る～

フアシリテ一夕- 細井 陽子 (九州女子大学)

○宇佐見美佳 (東大阪大学短期大学)

○山口 幸伸 (豊ヶ岡学園)

9月15日 (土) 17:00-18:00 E (西2･1)会場

⑥学齢期の子どもの身体活動が健康 ･体力･行動に与える効果

ファシリテ一夕- 佐竹 隆 (日本大学)

OR.M,Malina(テキサス大学名誉教授)

守山 正樹 (福岡大学)

出村 慎一 (金沢大学)

国土 将平 (鳥取大学)

岡安多香子 (北海道教育大学)

9月15日 (土) 17:00-18:00 F (西2･2)会場

⑦-1)ヘルシースクールの展開～家庭､地域と共に歩む楽しい学校づくりをめざして～

フアシリテ一夕- 相川ちづ子 (市原市立白鳥小学校)

○林 正巳 (市原市立白鳥小学校)

○荒井裕見子 (市原市立白鳥小学校)

大津 一義 (順天堂大学)
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2)チームワークで築くヘルシースクール-家庭 .地域とともに喜びを分かち合う学校づくりをめ

ざして-

ファシリテ一夕- 板木 孝悦 (東京都渋谷区立長谷戸′J､学校)

○志野 治子 (東京都渋谷区立長谷戸′1､学校)

島崎 均 (東京都渋谷区立長谷戸小学校)

大津 一義 (順天堂大学)

9月15日 (土) 17:00-18:00 G (西2･3)会場

⑧学校全体で行うヘルシースクール!一望ましい食習慣の推進をめざして-

フアシリテ一夕- 渡適 智子 (千葉県立衛生短期大学)

岩捌 信世 (市川市立第四中学校)
森永 晴美 (市川市教育委員会)

森 章子 (市川市立菅野小学校)

井出 伸枝 (市川市立大柏′J､学校)

9月16日 (日) 10:05-ll:05 H (西2･4)会場

⑨北九州市の青少年における性感染症に対する脅威認識および性関連行動に関する調査

ファシリテ一夕一 〇松浦 賢長 (福岡県立大学看護学部)

細井 陽子 (九州女子大学)

吉田あや子 (西南女学院大学)

9月16日 (日) 11:05-12:05 E (西2･1)会場

⑩契煙と薬物乱用防止の取り組みについて

ファシリテ一夕一 〇畑中 範子 (千葉県学校薬剤師会)

麻生 忠男 (千葉県学校薬剤師会)

水野 茂 (千葉県学校薬剤師会)

深谷 桂子 (千葉県学校薬剤師会)

9月16日 (日) 11:05-12:05 F (西2･2)会場

⑪学校歯科保健の未来 .学校と地域の連携を目指して

ファシリテ一夕一 〇藤平

岸田

中村

赤井

馬場

兼元

高峰

富山

有島

雅紀 (千葉県歯科医師会)

隆 (千葉県歯科医師会)

幸成 (千葉県歯科医師会)

淳二 (千葉県歯科医師会)

俊郎 (千葉県歯科医師会)

妙子 (千葉県歯科医師会)

朝彦 (千葉県歯科医師会)

雅廉 (千葉県歯科医師会)

常雄 (千葉県歯科医師会)

9月16日 (日) 10:05-ll:05 J(西3･1)会場

密学校 ･地域保健連携としての専門医派遣事業の推進をめぐって

ファシリテ一夕- 森本 浩司 (千葉県医師会)

中村 募入 (千葉市医師会)

佐藤 智子 (千葉市立稲毛高等学校)

武石 恭- (千葉市医師会)

鈴木かおり (千葉市医師会)

石山 裕一 (千葉市医師会)

本間 誠 (千葉市医師会)
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小林 章弘 (千葉市医師会)

西林 聴武 (千葉市医師会)

鍋島 和夫 (千葉市医師会)

小松 健祐 (千葉市医師会)

今野 貞夫 (干葉市医師会)

志村 宗生 (千葉市医師会)

三浦 敬子 (千葉市医師会)

本田 英義 (千葉市医師会)

諏訪部 博 (千葉市医師会)

細山 公子 (千葉市医師会)

神田 敬 (千葉市医師会)

9月16日 (日) 10:05-ll:05 K (西3･2)会場

⑬助産師教員と助産師学生による中学生のへの思春期教育の取り組み｣学校との効果的な連携

ファシリテ一夕一 大滞 豊子 (千葉県医療技術大学校)

○森田 桂子 (千葉県医療技術大学校)

9月16日 (日) 15:00-16:00 J(西3･1)会場

⑭人間力育成教育プログラムの展開一一一必修科目 rソーシャルスキル トレーニング｣の実践を踏ま

えて

フアシリテ一夕一 〇河野 奈美 (尾道高等学校)

宮地 達也 (尾道高等学校)

大津 一義 (順天堂大学)

【ワークショップ】

9月15日 (土) ll:30-13:00 J(西3-1)会場
①ヘルスカウンセリングの事例検討のすすめ方-ヘルスカウンセリング研究会におけるケーススタ

ディを通して-

フアシリテ一夕- 斎藤 裕子 (市原市湿津中学校)

玉川 清美 (君津市立周西小学校)

本多 英子 (-ル スカウンセリング研究会)

出原嘉代子 (習志野市立屋敷小学校)

延原 幸子 (印謄村立いには野小学校)

/J､谷美知子 (四街道市立千代田中学校)

荒井裕見子 (市原市立白鳥小学校)

中西 規 (市川市教育委員会)

9月15日 (土) ll:30-13:00 K (西3-2)会場

②生活習慣改善計画能力育成のためのワークシー トづくり～プリシー ド･プロシー ドモデルに

基づいて～

フアシリテ一夕- 黒崎 宏一

荒井裕見子

白石 孝久

出原嘉代子

延原 幸子

山田 浩平

黒崎 愛美

大津 一義

(船橋市立中野木小学校)

(市原市立白鳥小学校)

(新宿区立市谷小学校)

(習志野市立屋敷小学校)

(印謄村立いには野小学校)

(順天堂大学)

(千葉大学)

(順天堂大学)
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9月15日 (土) 15:30-17:00 J(西3-1)会場

③ピアuサポートによる学校づくり

ファシリテ一夕- 牧野 昌美 (NPO法人教育臨床研究機構)
鈴木 淳子 (千葉県白井市立大山口小学校)

9月 15日 (土) 15:30-17:00 K (西3･2)会場

④アートコミュニケーション｢児童生徒との新たなる対話手段としてのアートー

ファシリテ一夕- 加藤 修 (千葉大学)

野村 純 (千葉大学)

野崎とも子 (千葉大学)

花環 寿 (千葉大学)

塩田 瑠美 (千葉大学)

9月16日 (日) 13:35-15:05 E (西211)会場

⑤養護教諭のためのフィジカルアセスメントの薬際

ファシリテ一夕- 三村由香里 (岡山大学教育学部)

葛西 敦子 (弘前大学教育学部)

松枝 睦美 (岡山大学教育学部)

佐藤 伸子 (熊本大学教育学部)

9月16日 (日) 13:35-15:05 F (西2･2) 会場
⑥国際学校保健協力の 方法をめぐって～世界は｢学校保健｣を求めている～

ファシリテ一夕- 佐川 哲代 (金沢大学)

笠井 直美 (新潟大学)

国士 将平 (鳥取大学)

中野 貴博 (名古屋学院大学)

小磯 透 (国際武道大学)

鈴木 和弘 (国際武道大学)

大滞 清二 (大妻女子大学)

9月16日 (日) 15:10-16:40 E (西2･1)会場

⑦健康教育の専門と実践者に求められる力量とは

フアシリテ一夕- 鎌田 尚子 (女子栄養大学)

1)-ルスプロモーションの観念と生涯生きる力としての-ルスリテラシーに応えて

鎌田 尚子 (女子栄養大学)

2)健喪格差社会の到来と-ルスリテラシーの必要性

鈴木 紀秀 (㈱NTTデータ経営研究所)
3)｢学校現場から｣-実践健康教育士に期待するもの

三浦佐智子 (八王子市立七国小学校)

4)実践健康教育士養成のための講座から得たこと

中下 富子 (埼玉大学)

5)障害児教育の現場から-地域ネットワーク形成を目指して

野田 智子 (淑徳幼児教育専門学校)

6)実践健康教育士養成のための講座から得たこと

平尾みどり (女子栄養大学)
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9月16日 (日) 15:10-16:40 F (西2･2)会場

⑧栄養教育の教材づくり一睡鹿的自己管理能力を身につけるために-

フアシリテ一夕- 上野 洋子 (千葉県立野田特別支援学校)

竹蓋 幸子 (栗源学校給食センター)

上野 久子 (松戸市立栗ケ沢小学校)

町山 恵子 (八街市学校給食センター)

岩島由美子 (船橋市立海神中学校)

一色 初江 (松戸市立中部小学校)

柳田 美子 (順天堂大学)

9月16日 (日) 15:10-16:40 G (西2-3)会場

⑨ライフスタイルの改善を図る体力向上実践をめぐって～学校 ･地域 ･家庭の連携による取り組み～

ファシリテ一夕- 鈴木 和弘 (国際武道大学)

小磯 透 (国際武道大学)

山口 恵子 (いすみ市長者小学校)

【ランチョンセミナー】

9月15日 (土) 12:55-13:55 A (西1･4)･B (西111)･C (西1･2)会場
小児の身絡及び神経学的発達について

講演者 新島 新一 (順天堂大学医学部附属練馬病院小児科)

座 長 渡部 幹夫 (順天堂大学 医療看護学部)

【学会フォーラム】

9月16日 (日) 14:15-15:45 A (西1-4)会場

子ども･青年の未来の健康と発達を考える 一研究方法の観点からI

座 長 瀧滞 利行 (茨城大学教育学部)

○基調講演

学校保健の研究方法とその学会間交流における意義と課題

瀧滞 利行 (茨城大学教育学部)

○講演者

1)疫学的研究 ･調査的研究の立場から

高倉 実 (琉球大学医学部)

2)質的研究で耕す養護教諭の専門性

秋葉 昌樹 (龍谷大学文学部)

3)授業研究における全体論的アプローチの必要性-経験主義的授業研究の観点から一

藤井 千春 (早稲田大学教育学部 ･総合科学学術琵)
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【日本学校保健学会学会賞･学会奨励賞受賞講演】

9月16日 (日) F (西2･2)会場

座 長 :賛成 文彦 (香川大学)

⑳学会発受霧爵演 9:00-9:30

日本の高較生における危険行動の実態および危険行動間の関連

一日本青少年危険行動調査2001年の結果一

講演者 :○野津有司 (筑波大学大学院)､渡追正樹 (東京学芸青学)､渡部基

(北海道教育大学)､下村義夫 (上越教育大学)､市村囲夫 (熊本

大学)､荒川長巳 (島根大学保健管理センター)､久保元芳 (筑波

大学大学院)､佐藤幸 (筑波大学大学院)､上原千恵 (筑波大学大

学院)､柴田宣之 (筑波大学大学院)､国吉恵一 (千葉県立船橋法

典高等学校)､藤山博英 (タスマニア大学)

⑳学会奨励霧受蔑講演 9:30-10:00

小児肥満指標 (村田,ローレル,BM I)を用いた子どもの動脈硬化のスクリーニング法に関す

研究

講演者 :松本美紀 (愛媛大学大学院理工学研究科)
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【一般口演】

9月15日 (土) 午前の部 9:35-13:00

L (東4-1)会場
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【原理 ･歴史〕 9:35-10:35

座長 :野村 良和 (筑波大学)

七木田文彦 (埼玉大学)

Kla-LOl戦前期岡山市における ｢養護訓導｣について

○河内信子 (岡山大学教育学部)

K18-LO2戦時下文部省体育局の学校衛生政策

〇七木田文彦 (埼玉大学教育学部)

Kla-LO3府県の学校衛生史に関する検討 (4)

○高橋裕子 (愛知教育大学)

Kla-LO4健康教育のカリキュラムの改善､開発に向けて-SHES等からの学びを一

〇内山源 (茨城女子短期大学)

〔疾病予防 ･管理〕 10:40-ll:40

座長 :大沢 功 (愛知学院大学)

中安紀美子 (徳島大学)

Kla-LO5愛知県立高校1年生4万人の心臓検診の有用性について

○木村英司 (愛知県学校保健健診協議会､名古屋公衆衛生研究所)､深津満 (愛知県学

校保健健診協議会)､伊藤寿高 (愛知県学校保健健診協議会)､稲石友彦 (愛知県学校保

健健診協議会)､関正己 (愛知県学校保健健診協議会)､伊藤求 (愛知県教育委員会)､

長島正賓 (愛知県医師会学校保健部会学校保健委員会)､経緯雅明 (愛知県医師会学校

保健部会学校保健委員会)､小栗貴美子 (愛知県医師会)､稲坂博 (愛知県学校保健健診

協議会)､志賀捷浩 (愛知県医師会)

Kla-LO6若年者における血中アディポネクチン濃度と肥満およびメタポリツク症候群との関連

○宮井信行 (大阪教育大学)､後和美朝 (大阪国際大学)､前島幸 (和歌山県立医科大学

医学部衛生学教室)､吾益光一 (和歌山県立医科大学医学部衛生学教室)､北口和美 (大

阪教育大学)､五十嵐裕子 (元神戸大学発達科学部附属明石中学校)､白石龍生 (大阪数

育大学)､ 森岡郁暗 (和歌山県立医科大学保健看護学部)､有田幹雄 (和歌山県立医科

大学保健看護学部)､宮下和久 (和歌山県立医科大学医学部衛生学教室)､武田最太郎 (和

歌山県立医科大学医学部衛生学教室)

Kla-LO7養護教諭の慢性疾患をもつ子どもへの支援に関する因果的構造モデルの構築

○葛西敦子 (弘前大学教育学部)､伊藤武樹 (弘前大学教育学部)

Kla-PO8児童生徒の栄養評価/肥満度判定法5種の比較～小･中学生に分かりやすいBM I標準域曲線

の作成～

○伊藤悦子 (千葉県茂原市立二宮小学校)､常澄裕美 (千葉県長生郡睦沢町立睦沢中学

校)､加藤愛子 (千葉県長生郡睦沢町立土睦小学校)､正見こずえ (京都文教大学)
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〔疾病予防 ･管理〕 ll:45-12:45

座長 :中川 秀昭 (金沢大学)

笠井 直美 (新潟大学)

Kla-LO9安静時エネルギー消費量測定にもとづいた肥満予防教育の実践

○西揮佐織 (千葉大学教育学部養護教育)､杉田克生 (千葉大学教育学部養護教育)､野

崎とも子 (千葉大学教育学部養護教育)､石井一葉 (千葉大学教育学部附属中学校)､

Kla-LIOニキビがみられる児童生徒のQOLと学校生活

○福田幸香 (北海道教育大学旭川校)､赤坂恭江 (岡山市立芳泉中学校)､笹嶋由美 (北

海道教育大学旭川校)､芝木美沙子 (北海道教育大学旭川校)

Kla-Lll幼報国の健康診断の実態と今後の課題

○山口智佳子 (奈良教育大学附属幼稚園)､渡辺満美 (お茶の水女子大学附属幼稚園)､

小松原かおり (京都教育大学附属幼稚園)､斎藤隆 (東京大学大学院教育学研究科)

Kla-L12小学1年生の麻疹抗体保有状況-1回接種群と2回接種群の比較一

〇外山千鈴 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､南里清一郎 (慶鷹義塾大学保健管理セ

ンター)､徳村光昭 (慶庵義塾大学保健管理センター)､川合志緒子 (慶鷹義塾大学保健

管理センター)､田中徹哉 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､井ノロ美香子 (慶鷹義塾

大学保健管理センター)､伴英子 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､中山哲夫 (北里大

学北里生命科学研究所)

M(東5-1)会場
〔緒神保健〕9:35-10:20

座長 :堀内久美子 (名古屋学芸大学)

高倉 実 (琉球大学)

Kla一日01中学校教師の精神的健康度と生徒への感情表出､及び生徒への対応について

○近敦子 (新潟市立光晴中学校)､後藤雅博 (新潟大学医学部保健学科)､西山悦子 (新

潟大学医学部保健学科)

Kla-図02教育系大学生における対人ス トレスとアサーションとの閑適

○前上里直 (北海道教育大学札幌校)､山田浩平 (順天堂大学)､大津一義 (順天堂大学)

Kla-N03小学生における運動習慣の学校ス トレス緩衝効果

○伊波由美子 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (疏

球大学教育学部)､岸本梢 (琉球大学大学院保健学研究科)

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 10:25-ll:25

座長 :国土 将平 (鳥取大学)

津山 信一 (吉備国際大学)

Kla-N04小学校教員養成課程における専門科目 ｢保健指導論｣一受講大学生による授業評価-

O林照子 (園田学園女子大学)､白石龍雄 (大阪教育大学)

Kla-N05小学生の ｢生と死のイメージ｣に関する意識調査

○津村直子 (北海道教育大学)､山田玲子 (北海道教育大学)
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Kla一個06ヘルスプロモーションに基づいた健康教育の立案について (第一報)

○佐藤公子 (ベル総合福祉専門学校)

Kla-N07保健学習の研修に関する研究一高等学校保健体育科教員を対象にして-

O角田仁美 (東京都品川区立第三日野小学校)､野村良和 (筑波大学大学院人間総合科

学研究科)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 ll:30-12:30

座長 :住田 嚢 く大分大学)

前上里 直 (北海道教育大学)

Kla一朗08ス トレッチングの実施状況とその評価一陣審予防の観点から-

○高橋亮輔 (身体教育医学研究所)､上岡洋晴 (東京農業大学地域環境科学部)

Kla凋09 rけがの防止｣保健の授菜の効果的なすすめかた

○尾花美恵子 (筑波大学附属小学校)

Kla-N10高校での保健学習 r応急手当｣の効果に関する研究～学習効果と自尊感情 .向社会的行動に及

ぼす影響について～

○貴志 知恵子 (徳島県立徳島北高等学校)､山崎 勝之 (鳴門教育大学)

Kla-Nll小学校における保健学習の調査研究一特にティ-ム .ティーチングに着目して一

〇薄田隆 (上越教育大学大学院学校教育研究科)､下村義夫 (上越教育大学大学院学校

教育研究科)

0(東6-1)会場
〔心身障率:卜 〔歯科保健〕 9:35-10:50

座長 :佐藤 理 (福島大学)

中垣 晴男 (愛知学院大学)

Klal001拡大教科審無償給与にかかわる教科音出版社の役割とボランティアの役割

○高柳泰世 (NPO法人愛知視覚障害者援護促進協議会､本郷眼科 ･神経内科､名古屋

大学)､宮尾克 (NPO法人愛知視覚障害者援護促進協議会､名古屋大学)､坂部司 (NPO

法人愛知視覚障害者援護促進協議会､日本医療福祉専門学校)

Kla-002就学前に養護教論が行うアセスメント一二分奪権をもつ生徒の就学支援率鋼から一

〇中村雅子 (広島県立広島北特別支援学校)､川崎裕美(広島大学大学院保健学研究科)､

津島ひろ江 (川崎医療福祉大学医療福祉学研究科)

Kla-003-日の児童の生活様式とう蝕経験

○中島伸広 (多治見歯科医師会､愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､岩崎隆弘 (多

治見歯科医師会､愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､加藤考治 (多治見歯科医師会､

愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､各務和宏 (多治見歯科医師会)､伊藤律子 (多治

見市立北栄小学校)､森田一三 (愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､中垣晴男 (愛知

学院大学歯学部口腔衛生学講座)
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Kla-004養護教論が行う GO(歯周疾患要観察者 :GingivitisforObservation)と診断された一児童

への個別指導の有効性

○岩崎和子 (女子栄養大学大学院)､三木とみ子 (女子栄養大学)

Kla-005高校生における歯の歯垢沈着状態とヒトパピローマウイルス (HPV)の陽性率

○外山恵子 (愛知県立日進高等学校､愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､前田初彦

(愛知学院大学歯学部病理学講座)､杉田好彦 (愛知学院大学歯学部病理学講座)､西村

叔枝 (愛知学院大学歯学部歯科補綴学第二講座)､森田一三 (愛知学院大学歯学部口腔

衛生学講座)､榊原唐人 (愛知学院大学歯学部口腔衛生学講座)､中垣晴男 (愛知学院大

学歯学部口腔衛生学講座)

〔健康相談 ･健康相談活動〕10:55-ll:55

座長 :永田 憲行 (熊本大学)

高橋 裕子 (愛知教育大学)

K18-006児童生徒の健康管理のための発育グラフソフトの活用例一小学校一

〇辻野智香 (さいたま市立植竹小学校)､斎藤久美 (さいたま市立大宮小学校)､青木美

子 (北川辺町立北川辺中学校)､上原美子 (川口市立横松中学校)､小林正子 (女子栄養

大学)

Klal007児童生徒の健康管理のための､発育グラフソフトの活用例-中学校一

〇青木美子 (北川辺町立北川辺中学校)､上原美子 (川口市立横松中学校)､辻野智香 (さ

いたま市立植竹小学校)､斎藤久美 (さいたま市立大宮小学校)､､小林正子 (女子栄養

大学)

Kla-008墓誌教諭章成における ｢健康相談活動｣の宍底力育成を目指した教育プログラムの検討- ｢忠

康相談活動の理論及び方法｣のカリキュラム展開と検討一

〇今野洋子 (北邦大学)

Kla-009教員志望学生を対象としたアサーショントレーニングソフトの開発

○塚本光夫 (熊本大学)､松田芳子 (熊本大学)､内山彩 (熊本大学大学院)

〔健康相談 ･健康相談活動〕12:00-13:00

座長 :下村 義夫 (上越教育大学)

斉藤ふくみ (熊本大学)

Kla-010教員志望学生を対象としたアサーショントレーニングソフトを活用した試行授業の実施について

○松田芳子 (熊本大学教育学部)､塚本光夫 (熊本大学教育学部)､井手上麻耶 (耶熊本

大学教育学部)､松滞和美 (福岡市立ももち浜小学校)

Kla-011養護教諭の職務の充実に関する研究 (第1葡)養護教諭のモラールにプラスに鋤く要因

○遠藤理絵 (習志野市立袖ヶ浦西小学校)､出原嘉代子 (習志野市立屋敷小学校)､横島

純子 (習志野市立津田沼小学校)､細川範子 (習志野市立大久保東′1＼学校)､木場雅子 (管

志野市立実籾小学校)､大谷尚子 (聖母大学)

Klal012章護教諭の職務の充実に関する研究 (第2報)養護教諭のモラールが低下する要因

○津枝千春 (習志野市立第二中学校)､武井優子 (習志野市立第五中学校)､田中久美 (管
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志野市立第三中学校)､山本康予 (習志野市立第四中学校)､冨田瑞穂 (習志野市立秋津

小学校)､大谷尚子 (聖母大学)

Kla-013エビデンスに基づくナラテイヴ ･アプローチの健康相談活動への理論的導入

○安林奈緒美 (飯田女子短期大学)､穐丸武臣 (名古屋市立大学大学院)

P (東6-2)会場

〔健康意識 ･行動 ･増進〕 9:35-10:35

座長 :藤田 和也 (一橋大学大学院)

新井 猛浩 (山形大学)

Kla-POl学童期の運動習慣が後の運動実践に及ぼす影響

○沢田孝二 (山梨学院短期大学)

K18-PO2大学生の日常ストレス源 ･ス トレス対処行動とセルフエスティ-ムとの関係

○服部洋鬼 (愛知工業大学)､村松常司 (愛知教育大学)､金子恵一 (名城大学大学院)､

村松成司 (千葉大学)

Kla-PO3大学生の生活習慣の変化 一入学時と半年後の比較一

〇音成陽子 (中村学園大学)

Kla-PO4高校生における受傷とライフスタイルおよびセルフエステイームとの関連性

○佐藤朱美 (北海道教育大学札幌校)､高橋亜友 (北海道教育大学札幌校)､山田玲子 (北

海道教育大学札幌校)､西川武志 (北海道教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大

学札幌校)

〔健康意識 ･行動 .増進〕10:40-ll:55

座長 :柴若 光昭 (東京大学大学院)

山田 浩平 (順天堂大学)

Kla-PO5都市部の高校生における清神的健康度に関する研究-ライフスタイル､疲労度及び生活の質

的満足度との関連一

〇辻みどり (北海道教育大学札幌校､北海道札幌北高等学校)､小川沙織 (北海道教育

大学札幌校)､富田勤 (北海道教育大学札幌校)､佐々木胤則 (北海道教育大学札幌校)

Kla-PO6体型認識に及ぼすセルフエステイームの影響

○高橋亜友 (北海道教育大学札幌校)､佐藤朱美 (北海道教育大学札幌校)､山田玲子 (北

海道教育大学札幌校)､西川武志 (北海道教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大

学札幌校)

Kla-PO7自己の健康に対する意識分析に基づく健康支援 ･情報管理方法の検討

○赤倉貴子 (東京理科大学工学部)､木場深志 (金沢学院大学基礎教育機構)

Kla-PO8高校生の手洗い実態と指導方法の検討 (第1報)

○小島みゆき (花王 (樵)生活者研究センター)､岩土千恵 (千葉県高等学校教育研究

会養護部会第3ブロック)､鵜滞京子 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第3ブロッ

ク)､内山美津子 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第3ブロック)､佐藤億子 (千葉

県高等学校教育研究会養護部会第3ブロック)､堂田はるみ (千葉県高等学校教育研究
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会養護部会第3ブロック)､牧野明日香 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第3ブロ

ック)､高橋浩之 (千葉県千葉大学教育学部)

Kla-PO9高校生の手洗い実態と指導方法の検討 (第2報)

○鵜滞京子 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､岩土子恵 (千葉県高

等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､内山美津子 (千葉県高等学校教育研究会養

護部会第 3ブロック)､佐藤億子 (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､

堂田はるみ (千葉県高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､牧野明日香 (千葉県

高等学校教育研究会養護部会第 3ブロック)､小島みゆき (花王 (秩)生活者研究セン

ター)､高橋浩之 (千葉大学教育学部)

〔健康意識 ･行動 ･増進〕 12:00-12:45

座長 :中村 明子 (愛知東邦大学)

申薗 鱒二 (びわ湖成蹟スポーツ大学)

Kla-PIO児童の攻撃性と心理社会的要因との関連について

○岸本梢 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (琉球大

学教育学部)､和気則江 (琉球大学医学部)､新垣秀美 (琉球大学大学院保健学研究科)､

伊波由美子 (琉球大学大学院保健学研究科)

Kla-Pll高学年児童の疲労の自覚症状と生活習慣との関連

○内藤好美 (新潟市立越前小学校)､西山悦子 (新潟大学大学院保健学研究科)

Kla-P12小学生における主観的楽しさと食における家族との関わり

○香川明夫 (女子栄養大学短期大学部)､武見ゆかり (女子栄養大学)､武藤志真子 (女

子栄養大学)､藤倉純子 (女子栄養大学)

【一般口演】
9月15日(土) 午後の部 14:25-17:20

L(東4-1)会場
〔喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用〕 15:15-16:15

座長 :川畑 撤朗 (神戸大学)

北池 正 (千葉大学)

KIp-LOl企業が取り組む未成年者の飲酒防止対策

○原田幸男 ((医)せのがわKONtMA記念東京薬物乱用予防センター)､石川哲也 (神戸大

学大学院発達科学部)､村木久美江 (埼玉県川口市立南中学校)､高石昌弘 (東京医科大学)

KIp-LO2教育系大学生の喫煙行動と紫煙意識

○井上文夫 (京都教育大学体育学科)､石塚智恵子 (京都教育大学大学院)､藤原寛 (京

都府立医科大学小児科)

KIp-LO3中･高校生及び保護者の喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用に関する意識の相互関連一保護者の性別による分析一

〇砂田雅子 (兵庫教育大学大学院)､田中まり子 (兵庫教育大学大学院)､嶋津裕子 (兵
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庫教育大学大学院)､日垣慶子(兵庫教育大学大学院)､西岡伸紀(兵庫教育大学大学院)､

勝野真吾 (兵庫教育大学大学院)､鬼頭英明 (兵庫教育大学大学院)､大川尚子 (関西女

子短期大学)､永井純子 (福山平成大学)

KIp-LO4教育関係者等を対象とした学校敷地内楽煙の必要性を訴える講演について

○大窄貴史 (中京大学大学院体育学研究科)､家田重晴 (中京大学体育学部)

〔健康相談 ･健康相談活動〕 16:20-17:20

座長 :栗原 淳 (佐賀大学)

尾花美恵子 (筑波大学附属小学校)

KIpILO5心身相関の基礎理解を健康相談活動に生かす対応例一覧表の活用成果と課題

○久保田かおる (埼玉県立南稜高等学校)､上原美子 (川口市立横松中学校)､塚田庸子

(川口市立芝西中学校)､三木とみ子 (女子栄養大学)

Kip-LO6保健量における心の健康問題への支援～チェックリス ト件成の試み

○高木智恵子 (東京学芸大学附属学校園)､塚越潤 (東京学芸大学附属学校園)､中谷千

恵子 (東京学芸大学附属学校園)､佐藤牧子 (東京学芸大学附属学校園)､佐見由紀子 (東

京学芸大学附属学校間)､市村早絵 (東京学芸大学附属学校圃)､中村由美子 (東京学芸

大学附属学校園)､五十嵐靖子 (東京学芸大学附属学校園)､小野佐恵子 (東京学芸大学

附属学校園)､丸田文子 (東京学芸大学附属学校園)､遠藤真紀子 (東京学芸大学附属学

校園)､小熊三重子 (東京学芸大学附属学校園)､五十嵐由美 (東京学芸大学附属学校)､

田村毅 (東京学芸大学)

Kip-LO7学校保健においてのコーチング

○江原美登里 (東京都立田柄高等学校)

Kip-LO8対象喪失が生徒の心の健康に及ぼす影響と健康相談活動における支援の在り方～養護教歯へ

のアンケー ト調査結果から～

○波多幸江 (新潟県立教育センター)

M(東5-1)会場
〔健康教育(保健学習 書保健指導)〕 15:15-16:15

座長 :渡逸 正樹 (東京学芸大学)

上地 勝 (茨城大学)

KIp一拍01ピアエデュケーションによる大学生へのアルコールハラスメント防止教育の研究

○斎藤千景 (東京都立六本木高等学校 ･東京学芸大学)､竹鼻ゆかり (東京学芸大学)

KIp一組02小･中学校の rいのちの教育｣に関する全国実態調査(第二報)

○近藤卓 (東海大学)､股村美里 (東京大学大学院)

KIpr閲03認知的スキルを育成する保健学習の実践と評健～自己管理ス卑ルと記述文との関連～

○佐久間浩美 (東京都立美原高等学校)､高橋浩之 (千葉大学教育学部)､山口知子 (東

京都立西高等学校)

KIpINO4教員の死生観について

○白石孝久 (順天堂大学スポーツ健康科学部大学院)､大津一義 (順天堂大学スポーツ
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健康科学部大学院)

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 16:20-17:20

座長 :散見 隆生 (宮城教育大学)

西岡 伸樹 (兵庫教育大学)

Kip-悶05学級集団を対象とした中学生のコービングスキルを高める健康教育の実践的検討

○工藤晶子 (川崎市立野川中学校)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)､

久保元芳 (宇都宮大学教育学部)

KIp一組06小学校r保健領域Jの実施状況および教員の意識:2006年度における変化について

○新垣秀美 (琉球大学大学院保健学研究科)､小林稔 (琉球大学教育学部)､高倉実 (疏

球大学医学部)

KIp一関07保健分野 ｢心の発達と健康｣における､仲間関係の変化に重点を置いた回想型授業の実践

○朝日香栄 (お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科)､青木紀久代 (お茶の

水女子大学)､高木悦子 (お茶の水女子大学附属小学校)､森椎葉 (山梨英和大学)

KIp-悶08学校と家庭との達損による ｢心の健康教育｣の取り組み～親と子のスムーズコミュニケーション～

○瀬口久美代 (熊本大学教育学部附属小学校)､松田芳子 (熊本大学教育学部)

0(真6-1)会場
〔学校安全 ･安全教育〕 15:15-16:00

座長 :藤田 大輔 (大阪教育大学)

松枝 睦美 (岡山大学)

KIpl001養護教諭の行う学校救急処置に関する研究

○河本妙子 (岡山大学大学院教育学研究科)､松枝睦美 (岡山大学教育学部)､三村由香

里 (岡山大学教育学部)､武田和子 (岡山大学大学院教育学研究科)､高橋香代 (岡山大

学教育学部)

KIp-002小学校における日々の傷菩発生と学校規模一学校規模別の受傷児童数ならびに各種要因にお

ける傷害発生頻度一

〇石樽清司 (滋賀大学)､田水泰子 (大津市立南郷中学校)

KIp-003児童生徒の骨折発生要因に関する検討一長管骨の骨折発生率と平均身長差との関連一

〇小林央美 (弘前大学教育学部)､高橋香代 (岡山大学教育学部)､加賀勝 (岡山大学教

育学部)､松枝睦美 (岡山大学教育学部)

〔学校給食 ･栄養〕 16:05-17:20

座長 :柳田 美子 (順天堂大学)

上田 玲子 (二葉栄養専門学校)

KIp-004青年期の食生活一学生アルバイトが与える影響一

〇上田玲子 (㈱ トランスコウプ総研)

KIp-005平成18年度児童 ･生徒の食生活実態調査結果について

○岩島由美子 (千葉県学校栄養士会)
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KIp-006高校生のサプリメント摂取と危険行動との関連

○土屋芳子 (学習院女子中高等学校)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合研究科)､

久保元芳 (宇都宮大学教育学部)､上原千恵 (筑波大学大学院人間総合研究科)

KIp-007ライフスキル形成に基礎をおく食生活教育プログラムの検討(第3報)-間食授業の評価 一

〇山本信子 (兵庫教育大学大学院学校教育研究科)､春木敏 (大阪市立大学大学院生活

科学研究科)､角央温子 (大阪市立大学大学院生活科学研究科)､境田靖子 (兵庫大学健

康科学部)､川畑徹朗 (神戸大学大学院総合人間科学研究科)､西岡伸紀 (庫教育大学大

学院学校教育研究科)

〇春木敏 (大阪市立大学大学院生活科学研究科)､角矢温子 (大阪市立大学大学院生活

科学研究科)､山本信子 (兵庫教育大学大学院学校教育研究科)､境田靖子 (兵庫大学健

康科学部)､川畑徹朗 (神戸大学大学総合人間科学研究科)､西岡伸紀 (兵庫教育大学大

学院学校教育研究科)

P (東6-2)会場

〔学校保健聴員 ･粗砕活動〕 15:15-16:00

座長 :辻 立世 (兵庫大学)

志野 治子 (東京凝渋谷区立長谷戸小学校)

KIp-POl養護教論のワークマネジメントを含む執務環境に関する研究

○平尾みどり (女子栄養大学大学院)

KIP-P024年制看護大学学生の捉える ｢養護｣の概念について

○竹田由美子 (神奈川県立保健福祉大学)､塩田瑠美 (千葉大学部)､大谷尚子 (聖母大

学)､大原柴子 (名古屋学芸大学短期大学部)

KIP-P03養護教論の職務に関する研究 (第一報)

○山田小夜子 (中部学院大学大学院人間福祉研究科)､吉川武彦 (中部学院大学大学院人間福祉研究科)

〔学校保健観象 ･組繊活動〕16:05-16:35

座長 :後藤ひとみ (愛知教育大学)

井淳 昌子 (名古屋学芸大学)

KIP-P04学校安全における養護教論のかかわり

○面滞和子 (弘前大学教育学部)､富塚絵梨 (神奈川県横浜市立釜利谷西小学校)､野呂

依理子 (岩手県立宮古高等学校川井校)､坂下育美 (岩手県立広田水産高等学校)

KI田-P05医療的ケアにおける養護教諭のコ-ディネーションに求められる能力

○沖西紀代子 (広島県教育委員会)､津島ひろ江 (川崎医療福祉大学)､大山裕美 (広島

市立広島特別支援学校)､角谷せつ子 (広島県立祇園北高等学校)､高橋雅樹 (広島県立

西条特別支援学校)､中村雅子 (広島県立広島北特別支援学校)､中村祥子 (広島県立福

山北特別支援学校)､藤川安芸子 (広島県立広島西特別支援学校)､岡田最江 (広島県立

教育センター)
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【一般口演】

9月16日(日) 午前の部 10:05-12:10

〔発育 ･発達〕10:05-ll:05

座長 :小林 正子 (女子栄養大学)

本田 優子 (熊本大学)

K2a-LOl札幌市中学生における体重 ･身体組成 ･身長 ･体格指数の季節変動

○岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)､小野千尋 (北海道教育大学札幌校)､山田玲子

(北海道教育大学札幌校)､大村道子 (北海道教育大学札幌校)､佐藤朱美 (北海道教育

大学札幌校)､高橋亜由友 (北海道教育大学札幌校)､西川武志 (北海道教育大学札幌校)

K2a-LO2思春期の血清レプチン濃度とB剛 との閑適の経年的変化について

○五十嵐裕子 (前九州女子短大)､宮井信行 (大阪教育大学)､後和美朝 (大阪国際大学)､

内海みよ子 (和歌山医大保健看護学部)､森岡郁晴 (和歌山医大保健看護学部)､吉益光

一 (和歌山医大 ･衛生)､白石龍生 (大阪教育大学)､有田幹雄 (和歌山医大保健看護学

部)､宮下和久 (和歌山医大 ･衛生)､武田英太郎 (和歌山医大 ･衛生)

K28-LO3中学生を対象とした腹囲測定の意義

○藤原寛 (京都府立医科大学)､岡本佐登子 (岡山市立竜換中学校)､野々上敬子 (岡山

市立芳泉中学校)､井上文夫 (京都教育大学)

K2a-LO4中学生の骨畳と運動能力の関係について

○米元まり子 (市原市立有秋中学校)､山辺幸子 (元千葉県養護教諭会長)､佐野富士子

(市原市立八幡中学校)､橋口幸子 (千葉県立船橋東高等学校)､江波戸裕子 (千葉県教

育庁学校保健課)､林泰子 (千葉市立花園中学校)､木嶋晴代 (市原市立八幡小学校)､

斉藤仁子 (市原市立姉崎中学校)､村松成司 (千葉大学教育学部)

〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 ll:10-ll:40

座長 :野津 有司 (筑波大学)

K2a-LO5模擬授業におけるピアティーチング効果の検討 一相互評価と発間の分析を中心に一

〇斉藤ふくみ (熊本大学養護教諭特別別科)､日高由紀 (熊本大学大学院教育学研究科)

市村国夫 (熊本大学養護教諭特別別科)

K2a-LO6保健学習 ･保健指導におけるアクション･リサーチの試み

○斉藤ふくみ (熊本大学養護教諭特別別科)

M(東5-1)会場
〔鞠神保健〕 10:05-10:50

座長 :市村 国夫 (熊本大学)

戸部 秀之 (埼玉大学)

K2a一関01小学生の抑うつ症状とその関連要因について :家庭の経済状況による適い

○神谷江梨加 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (疏
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球大学教育学部)､和気則江 (琉球大学医学部)､岸本梢 (琉球大学大学院保健学研究科)

K2a-N02小学校5･6年生の r心の健康 ｣に関する研究一悩みの内容と相談相手の実態について一

〇中島友弘 (八街市立朝陽小学校)､植田誠治 (聖心女子大学文学部教育学科)

K2a-N03中学生の対人関係認知と稗神的健康との関係

○井梅由美子 (お茶の水女子大学大学院人間文化研究科)､青木紀久代 (お茶の水女子

大学大学院)

〔性教育(含むエイズ)〕 10:55-12:10

座長 :林 謙治 (国立保健医療科学院)

白石 率久 (新宿区立市谷小学校)

K2a一槻04カフェテリア方式性教育におけるレンガ式評価モデルの試行に関する研究

○江等和子 (京都市総合教育センター研究課)､松浦賢長 (福岡県立大学看護学部)

K2a一個05大学生を対象とした性感染症に対する態度と行動に関する研究

○門司れい子 (九州共立大)､鈴木美智子 (東京福祉大)､斎藤美麿 (山口県立大)､松

浦賢長 (福岡県立大)

K2a-N06大学生のジェンダー意識の現状 (1)～一般大学生のジェンダー意識とその背景～

○土井豊 (東北生活文化大学)､伊藤常久 (東北生活文化大学短期大学部)､中候多美子

(東北学院大学)､数見隆生 (宮城教育大学)

K2ar組07大学生のジェンダー意識の現状 (2)～敦農志望学生のジェンダー意識と学校経験-

○数見隆坐 (宮城教育大学)､伊藤常久 (東北生活文化大学短期大学部)､ 中

候多美子 (東北学院大学)､土井豊 (東北生活文化大学)

K2a-NOB｢次世代育成対策地域行動計画 ｣をふまえた外部講師によるr生｣とr性｣の教育(第3報)一地域

保健と学校保健の連携のプロセスを中心に-

〇日垣慶子 (兵庫教育大学大学院)､砂田雅子 (兵庫教育大学大学院)､田中まり子 (兵

庫教育大学大学院)､嶋津裕子(兵庫教育大学大学院)､西岡伸紀(兵庫教育大学大学院)､

勝野藁吾 (兵庫教育大学大学院)､鬼頭英明 (兵庫教育大学大学院)､大川尚子 (関西女

子短期大学)､永井純子 (福山平成大学)

0(東 6-1)会場
〔健康意識 ･行動 ･増進〕10:05-ll:05

座長 :門田新一郎 (岡山大学)

山梨八豊子 (お茶の永女子大学附属中学校)

K2a-001自尊感情と食行動の関連について一高校生の薬態調査より-

〇九岡里香 (北河大学人間福祉学部)､百々瀬いづみ (天使大学看護栄養学部)､申出佳

操 (北邦大学人間福祉学部)

K2a-002我が国の骨少年の危険行動に関わるセルフエステイームおよび規範意識の相対的な影響

○上原千恵 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)､野津有司 (筑波大学大学院人間総

合科学研究科)､久保元芳 (宇都宮大学教育学部)､佐藤幸 (筑波大学大学院人間総合科

学研究科)､横田昇子 (筑波大学大学院体育研究科)､渡部基 (北海道教育大学札幌校)
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K28-003高校生の飲漕行動と心理社会的学校環境との関連

○新垣早和子 (琉球大学大学院保健学研究科)､高倉実 (琉球大学医学部)､赤嶺由美子

(琉球大学大学院保健学研究科)､神谷江梨香 (琉球大学大学院保健学研究科)､辻本し

おり (琉球大学大学院保健学研究科)

K2a-004高校生と大学生の食行動に関する一考察

○笠巻純一 (新潟大学教育人間科学部)､笠井直美 (新潟大学教育人間科学部)､杉本英

夫 (名桜大学人間健康学部)

〔喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用〕 ll:10-ll:55

座長 :家田 重晴 (中京大学)

K2a-005敷地内全面禁煙化に対する意識 ･実態調査

○山田絵理 (北海道教育大学旭川校)､任周填 (北海道教育大学旭川校)､笹嶋由美 (北

海道教育大学旭川校)､芝木美沙子 (北海道教育大学旭川校)

K2a-006大学生の ｢イッキ飲み｣防止に関する視聴覚教材の開発

○中山直子 (東海大学)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合科学研究科)､久保元芳 (宇

都宮大学教育学部)

K2a-007学校敷地内禁煙に対する女子短大生の意識傾向

○安林幹翁 (中部大学)､安林奈緒美 (飯田女子短期大学)

P (東6-2)会場

〔疾病予防 ･管理ト 〔健康評価〕 10:05-ll:05

座長 :横田 正義 (北海道教育大学)

三村由香里 (岡山大学)

K2a-POl特別支援教育推進過程にみる養護教諭の医療的ケアの認識一消毒･滅菌方法と衛生材料の使用

状況に関する実態調査自由記述欄の分析から一

〇横山正子 (神戸女子大学健康福祉学部)､古川郁 (神戸市立神港高等学校)､加納亜紀

(園田学園女子大学人間健康学部)､出井梨枝 (園田学園女子大学人間健康学部)

K2a-PO2養護教諭の ｢清潔 ･不潔｣に関する認識と実態一消毒 ･滅菌方法と衛生材料の使用状況に関す

る実態調査自由記述欄の分析から一

〇古川郁 (神戸市立神港高等学校)､横山正子 (神戸女子大学)､加納亜紀 (園田学園女

子大学)､出井梨枝 (園田学園女子大学)

K2a-PO3小児慢性特定疾患新規登録における成長ホルモン分泌不全低身長の状況について

○森貴美 (岡山大学大学院保健学研究科)､新沼正子 (岡山大学大学院保健学研究科)､

小田慈 (岡山大学大学院保健学研究科)

K2a-PO4Eco一ogicalMomentaryAssessment(EMA)による中学生の心身機能および身体活動パタ-ンの評価

○青柳直子 (浜松学院大学短期大学部)､清野健 (日本大学工学部)
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〔学校安全 ･安全教育〕 ll:10-ll:55

座長 :朝野 聡 (杏林大学)

K2a-PO5CPRanytimekitを用いた蘇生教育実践

○杉田養生 (千葉大学教育学部養護教育)､野崎とも子 (千葉大学教育学部養護教育)､

渡遵冬花 (千葉大学教育学部附属中学校)､

K2a-PO6学童の錯視の実態とその応用に関する実験的研究 (XX)

○阿部明浩 (千葉大学)

K2a-PO7健康と体力と安全に関する研究 一日中サッカーのレベル向上に向けて実践への応用一

〇李勇 (千葉大学大学院)､阿部明浩 (千葉大学)

【一般口演】
9月16日(日) 午後の部 13:10-14:10

L(東4-1)会場
〔健康教育(保健学習 ･保健指導)〕 13:10-13:55

座長 :富田 勤 (北海道教育大学)

K2p-LOl女子学生における生活習慣の便秘評価尺度への影響

○新沼正子 (岡山大学大学院保健学研究科)､森貴美 (岡山大学大学院保健学研究科)､

深井喜代子 (岡山大学大学院保健学研究科)､小田慈 (岡山大学大学院保健学研究科)

K2p-LO2養護教論の特質を生かした保健学習の追求一楽しく手応えのある授業づくりをめざして一

〇村井佐代子 (栃木県宇都宮市立星が丘中学校)

K2p-LO3養護教諭の職務満足感に関する研究 一都内丁研究会を対象として一

〇小松良子 (東京都江戸川区立鹿本小学校)､野津有司 (筑波大学大学院人間総合科学

研究科)､久保元芳 (宇都宮大学教育学部)

M(東5-1)会場
〔国際保健〕 13:10-14:10

座長 :大浮 清二 (大章女子大学)

松本 健治 (鳥取大学)

K2p-朗01途上国における健康教育と教科カリ卑ユラムの開発 :ラオスの寄生虫感染症を鯛として

○金田英子､神馬征峰 (東京大学大学院医学研究科)

K2p-NO2日本人学校における児童生徒のメンタルヘルスと養護教論

○大川尚子 (関西女子短期大学)､井滞昌子 (名古屋学芸大学)､鍵岡正俊 (関西女子短

期大学)､佐藤秀子 (関西女子短期大学)､森川英子 (関西女子短期大学)､森岡郁晴 (和

歌山県立医科大学)

K2pINO3中国の日本人学校における児童生徒のメンタルヘルスとその背景要因 第2報 中学部移転に

よる環境変化への影響

○森岡郁晴 (和歌山医大 ･保健看護学部)､内海みよ子 (和歌山医大 ･保健看護学部)､
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宮井信行 (大阪教育大)､宮下和久 (和歌山医大 ･医 ･衛生学)､松本健治 (鳥取大)､

白石龍生 (大阪教育大)

K2p-MO4タイ国の ｢ヘルスプロモーティングスクール｣における学校保健推進活動について

○笠井直美 (新潟大学人文社会 ･教育科学系)､大滞清二 (大妻女子大学人間生活科学

研究所)､綾部真雄 (首都大学東京人間科学研究科)

0(東6-1)会場
〔福祉〕 13:10-13:40

座長 :津村 直子 (北海道教育大学)

K2p-001『死』に関する経験 ･態度 ･認識についての調査研究(49) 一観念想起と言語化における自性

と他性⑤一

〇板谷幸恵 (女子栄養大学)､藤田禄太郎 (鳴門教育大学)

K2p-002 『死』に関する経験 ･態度 ･認識についての調査研究(50) 一観念想起と言語化における自性

と飽性⑥一

〇藤田禄太郎 (鳴門教育大学)､板谷幸恵 (女子栄養大学)

P (東6-2)会場

〔その飽〕 13:10-13:55

座長 :塩田 瑠美 (千葉大学)

K2P-P01養護教論を目指す学生の看護実習の有用性

○大須賀恵子 (愛知学院大学心身科学部健康科学科)､梶岡多恵子 (愛知学院大学心身

科学部健康科学科)､大滞功 (愛知学院大学心身科学部健康科学科)､佐藤祐造 (愛知学

院大学心身科学部健康科学科)､水戸菜穂美 (名城病院)､佐橋昇子 (名城病院)､野村

裕子 (名城病院)

K2P-P02超低出生体重児で出生したこどもをもつある母親の小学校就学に対する思い

○長島達郎 (東京慈恵会医科大学小児科学講座)､衛藤義勝 (東京慈恵会医科大学小児

科学講座)

K2P-P03女子学生の身体活動塵と栄養索摂取状況 (平成13年から5年間の経年変化について)

○糸井亜弥 (神戸女子短期大学総合生活学科)､木村みさか (京都府立医科大学医学部

看護学科)
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【ポスターセッション】

9月15日 (土) 発表時間 9:35-10:15

栄 【 】内は掲示パネル番号

S (南8-1)会場

247

[発育 ･発達] 9:35-10:05

座長 :詫間 菅平 (川崎医療短期大学)

【01】Pla-SOl誕生月別にみた児童 ･生徒の身長 ･体重について

○黒川修行 (東北大学大学院医学系研究科環境保健医学分野)､佐藤洋 (東北

大学大学院医学系研究科環境保健医学分野)

【02】Pta-SO2都道府県における身長 ･体重の最大発育年齢の変遷 (1955年度以降から現在まで)

○′1＼林望 (弘前大学教育学部)､小玉正志 (弘前大学教育学部)

【03】Pla-SO3幼児の体脂肪率の英態と俸格および生活習慣との関連について

○′榊条洋美 (東大和市立第一中学校)､船岡藍 (′1＼地谷市教育委員会)､加藤英

世 (杏林 ･保 ･母子保健学)､石野晶子 (杏林 ･保 ･母子保健学)､照屋浩司 (杏

林 ･保 ･公衆衛生学)､太田ひろみ (杏林 ･保 ･公衆衛生学)､武藤玉子 (白梅

学園高等学校)

[発育 ･発達] 9:35-10:05

座長 :守山 正樹 (福岡大学)

【oi】Pla-SO4運動習慣の有無が自律神経機能に及ぼす影響 :中学生､高校生を対象として

○下平崇弘 (日本体育大学大学院)､鹿野晶子 (聖徳大学通信教育部)､野井友

子 (多摩大学附属聖ヶ丘中学 ･高等学校)､野井真吾 (埼玉大学)､阿部茂明 (日

本体育大学)

【05】Pla-SO5高学年児童の ｢体力｣に対する自己評価 一質問調査票を用いて一

〇奥川大輔 (日本体育大学大学院)､鹿野晶子 (聖徳大学通信教育部)､阿部茂

明 (日本体育大学)､野井真吾 (埼玉大学)

【06】Pla-SO6女子中学生における不健康やせの実態調査 (1998-2007)

○山岸あや (慶庵義塾大学保健管理センター)､伴英子 (慶鷹義塾大学保健管

理センター)､井ノロ美香子 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､田中徹哉 (磨

鷹義塾大学保健管理センター)､徳村光昭 (慶鷹義塾大学保健管理センター)､

南里清一郎 (慶鷹義塾大学保健管理センター)

[精神保健] 9:35-10:05

座長 :竹盈ゆかり (東京学芸大学)

【07】Pla-SO7子どもの骨えからみた押うつとの閑適について

○青野真澄 (琉球大学大学院教育学研究科)､宮城政也 (沖縄県立看護大学)､宮城

明奈 (琉球大学大学院教育学研究科)､辻本しおり (琉球大学大学院保健学研究科)
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【oS】 Pla-SO8 児童の注意欠陥多動性障害と食事における鉄分不足の関連性 (第2報)

○吉益光一 (和歌山県立医科大学･衛生学)､戸村多郎 (関西医療学園専門学校)､

宮井信行 (大阪教育大学｡学校保健学)､宮下和久 (和歌山県立医科大学｡衛生学)

【oil】 Pla-SO9 中学生の抑うつに関する研究 -攻撃性とその表出抑制要因に着目して

○山岡昌子 (川崎市立宮前平小学校)

[心身障害] 9:35-10:05

座長 :田嶋八千代 (岡山大学)

【10】 Pla-S10 知的障害児の家族におけるソ-シャルサポー ト､ス トレス状況､家族のニーズとの関

連性

○中下富子 (埼玉大学)､鎌田尚子 (女子栄養大学)

【11】 Pta-Sll 軽度発達障害に関する教育学部学生の認識と意識

○曽根悠紀 (花小金井南中学校)､宇佐美愛 (清水小学校)､加藤英世 (杏林大学)､

石野晶子 (杏林大学)､高塩彩 (拓殖大学第一高等学校)､松田博雄 (淑徳大学)

【12】 Pla-Sl2 重症心身障害児のQOLに関する研究-余暇活動を通した取り組み一

〇小林保子 (東京福祉大学)

[健康意識 t行動 ･増進] 9:35-10:15

座長 :友定 保博 (山口大学)

【13】 Pla-S13 大学生の睡眠時間と朝食の摂食状況及び気分が ｢授業評価｣に及ぼす影響について

○上岡洋晴 (東京農業大学地域環境科学部)､相川りゑ子 (大妻女子大学短期大学

部)､本多卓也 (東京大学大学院教育学研究科)､高橋亮舗 (身体教育医学研究所)

【1-1】 Pla-S14 遊び空間認知力と生活時間制御力が児童の心身状態におよぽす影響にかんする研究

○吉永真理 (昭和薬科大学)､横山明子 (江戸川区立葛西小学校)､木下勇 (千

葉大学)

【15】 P18-S15 教員養成大学幼児教育専修学生がとらえた子どもの健康問題 (第1報)

○佐光恵子 (上越教育大学)､伊豆麻子 (上越教育大学院修士課程)､田村恭子

(上越教育大学院修士課程)､市川真知子 (聖徳大学院修士課程)､上原美子 (覗

星大学院修士課程)､福島きよの (桐生短期大学)､中下富子 (埼玉大学)

【16】 Pla-S16 やせ願望と基本的生活習慣について (第3報)～小学校に焦点をあてて

○尾花美恵子 (筑波大学)､近藤とも子 (筑波大学)､相楽直子 (筑波大学)､

田中輝美 (筑波大学)

[健康意識 ･行動 ･増進】 9:35-10:15

座長 :角南 祐子 (ちば県民保健予防財団)

【17】 Pla-S17 大学生の健康習慣と生活満足度に関する調査

○鈴木みちえ (聖隷クリストファー大学)､中丸弘子 (聖隷クリストファー大学)

【18】 Pla-S18 大学生の生活習慣および健康状態における学部別､性別比較

○竹下登紀子 (静岡県立大学食品栄養科学部)､白木まさ子 (静岡県立大学食
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品栄養科学部)

【19】Pla-S19 中学生の適正体重を維持する生活習慣に関する研究

○劉新彦 (千葉大学看護学研究科後期博士課程)､北池正 (千葉大学看護学部)

【20】Pla-S20高校生の健康危険行動調査と関係要因分析結果について

〇滴古愛弓(千代田区千代田保健所･前東京都教育庁学務部学校健康推進課)､
星旦二 (首都大学東京大学院)

[健康意識 ･行動 ･増進】 9:35-10:15

座長 :西川 武志 (北海道教育大学)

【iZl】Pla-S21高校生女子におけるやせ願望の理由と背景要因について

○本田優子 (熊本大学教育学部)

【iZiZ】Pla-S22対人葛藤場面における自己効力感と自己表現及び攻撃性との関連性

○山田浩平 (順天堂大学スポーツ健康科学部)､阿字地仁美 (杏林大学保健学

部)､朝野聡 (杏林大学保健学部)

【23】Pla-S23児童生徒の運動習慣の形成およびその維持に関する行動疫学的研究-項目反応理論

による心理特性測定尺度の輯成とその発達的変化一

〇戸部秀之 (埼玉大学教育学部)

【12-1】Pla-S24大学生の精神的健康度に関する研究

○佐々木浩子 (北邦大学 ･人間福祉学部)

[健康評価] 9:35-10:15

座長 :宮尾 克 (名古屋大学情報連携基盤センター)

【25】Pta-S25青年期における起立性調節障事と自律神経との関連について (第1報)-生活習慣等

についてのアンケー ト分析一

〇毛受矩子 (四天王寺国際仏教大学)､林田嘉朗 (四天王寺国際仏教大学)､津

川絢子 (四天王寺国際仏教大学)

【iZG】Pta-S26青年期における起立性調節障害と自律神経との関連について (第2報)-体位変換前

後の心拍数変動のパワー解析一

〇林田嘉朗 (四天王寺国際仏教大学)､毛受矩子 (四天王寺国際仏教大学)､津

川絢子 (四天王寺国際仏教大学)

【iZT】Pla-S27学童肥満と生活習慣の関係について

○渡趨智子 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､佐藤裕美 (千葉県立衛生短期

大学栄養学科)､鈴木亜夕帆 (干葉県立衛生短期大学栄養学科)､長谷川卓志 (首

都大学東京都市環境科学研究科)､佐々木敏 (東京大学医学系研究科)

【iZS】Pla-S28中学校1年生の食事内容の評価 (市川市ヘルシ-スクール)

○山内好江 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､渡適智子 (千葉県立衛生短期

大学栄養学科)､鈴木亜夕帆 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､佐藤裕美 (千

葉県立衛生短期大学栄養学科)､土橋昇 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､長

谷川卓志 (首都大学東京)､佐々木敏 (東京大学大学院医学系研究科)
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[健康教育]/ [喫煙] 9:35-10:15

座長 :和田 雅史 (国際基督教大学高等学校)

【29】 Pla-S29 近見視力検査結果と保健調査結果10幼稚園の場合-

O渡辺満美 (お茶の水女子大学付属幼稚園)､高木悦子 (お茶の水女子大学付

属小学校)､川端秀仁 (川端眼科)､高橋ひとみ (桃山学院大学)､衛藤隆 (東

京大学大学院)

【30】 Pla-S30 視力検査結果から使用視力計(字ひとつ視力表と字づまり視力表)を考える

○川端秀仁 (かわばた眼科)､渡辺満美 (お茶の水女子大学付属幼稚園)､高木

悦子 (お茶の水女子大学付属′j＼学校)､高橋ひとみ (桃山学院大学)､衛藤隆 (東

京大学大学院)

【31】 Pla-S31 近見視力検査を円滑に進めるための保健調査一幼児の場合一

〇高橋ひとみ (桃山学院大学)､渡辺清美 (お茶の水女子大学附属幼稚園)､高

木悦子 (お茶の水女子大学附属′J､学校)､川端秀仁 (川端眼科)､衛藤隆 (東京

大学大学院)

【32】 Pla-S32 中学生の喫煙行動に影響を及ぼす生活習慣について

○安藤奈美 (㈱東芝四日市工場)､白石知子 (愛知県立看護大学)､池田澄子 (前

愛知県立看護大学)

[健康教育(保健学習 ･保健指導)] 9:35-10:15

座長 :藤沢 邦彦 (筑波大学名誉教授)

【33】 Pla-S33 1小学校における児童のセルフ視力チェックの衆施と視力低下予防の可能性

○斎藤久美 (さいたま市立大宮小学校)､戸部秀之 (埼玉大学教育学部)

【31】 Pla-S34 自尊感情の向上を目的としたコミュニケーションスキル授業の試み

○田中直代 (埼玉県栄養専門学校)､森田光子 (多摩相談活動研究所)

【35】 Pla-S35 現在使用されている教科審 (保健)の検討

○柴田智司(鳥羽市立羽村東′j＼学校)､村上千尋(県立鶴見養護学校岸根分教室)､

加藤英世 (杏林 ･保 ･母子保健学)､石野晶子 (杏林 ･保 ･母子保健学)､物部博

文 (横浜国立大学)､場家美沙紀 (横浜国立大学)､高塩彩 (名古屋学芸大学)

【36】Pla-S36 カリフォルニア殉ロングビーチ学区における保健科教育か)キュラムについての寄倒

研究

○小浜明 (仙台大学)､宮本友弘 (びわこ成践スポーツ大学)､糸岡有里 (広島

女学院大学)

T(南8-2)会場
【飲酒 b喫煙 d薬物乱用】 9:35-10:15

座長 :斎藤 美麿 (山口県立大学)

【37】 Pla一丁37 小学5年時の感想文を利用した中学2年生に対する喫煙防止教育と中学3年生へのタ

バコアンケー ト10年間の結果

○赤荻栄一 (古河市福祉の森診療所)
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【38】 Pla一丁38 喫煙 ･飲酒 ･薬物乱用と生活習慣に関する全国高校生調査 (4)第2回調査の StTdy

designと喫煙,飲酒,薬物乱用の出現率

○勝野真吾 (兵庫教育大学)､吉本佐雅子 (鳴門教育大学)､三好美浩 (兵庫教

育大学)､伊藤武彦 (岡山大学)､永井純子 (福山平成大学)､西岡伸紀 (兵庫

教育大学)､鬼頭英明 (兵庫教育大学)､石川哲也 (神戸大学)､川畑徹朗 (神

戸大学)､和田清 (国立精神神経センター精神保健研究所)

【39】 Pla一丁39 喫煙 ,飲酒 ･薬物乱用と生活習慣に関する全国高校生調査 (5)定点的調査における

実態

○吉本佐雅子 (鳴門教育大学)､永井純子 (福山平成大学)､三好美浩 (兵庫教

育大学)､伊藤武彦 (岡山大学)､西岡伸紀 (兵庫教育大学)､鬼頭英明 (兵庫

教育大学)､石川哲也 (神戸大学)､川畑徹朗 (神戸大学)､和田清 (国立精神

神経センター精神保健研究所)､勝野真吾 (兵庫教育大学)

【40】 Pla-T40 保健学習における喫煙､飲酒､薬物乱用防止教育の短期効果-小学校6年生に対する

追試的研究五一

〇阿河道代 (豊中市立庄内小学校)､西岡伸紀 (兵庫教育大学大学院)､勝野真

吾 (兵庫教育大学大学院)､大川尚子 (関西女子短期大学)､永井純子 (福山平

成大学)

[学校給食 ･栄養] 9:35-10:05

座長 :渡辺 智子 (千葉衛生短期大学)

【41】 Pla一丁41知的陣容養護学校において腐食政審を試みた飴食指導についての薬践飼

○大橋千里 (富山商船高等専門学校)

【42】 Pla-T42 小学校5年生の食事内容の評価 (市川市ヘルシースクール)

○佐藤裕美 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､渡適智子 (千葉県立衛生短期

大学栄養学科)､鈴木亜夕帆 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､森永春美 (市

川市教育委員会)､長谷川卓志 (首都大学東京)､佐々木敏 (東京大学大学院医

学系研究科)

【43】 Pla一丁43 大学スポーツ系及び文科系女子の食事摂取状況と月経随伴症状に関する研究一納豆

の摂取状況が月経随伴症状に及ぼす影響一

〇柳田美子 (順天堂大学スポーツ健康科学部)､山田浩平 (順天堂大学スポー

ツ健康科学部)

【性教育] 9:35-10:05

座長 :皆川 輿発 く尚美学園大学)

【45】 Pla一丁45 児童養護施設職員における入所児童の性問題と職員の性教育に関する意識

○岩清水伴美 (静岡県西部児童相談所)

【46】 pta-T46 若者の性意識 ･性行動に関する調査 -T高専1年生の現状から一

〇石尾潤 (宇部工業高等専門学校)､藤岩秀樹 (宇部工業高等専門学校)､中村

貢治 (宇部工業高等専門学校)
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L18】 pta-T48 初経発寒時における教育的対応と自己意識 第 1報～養護教諭へのインタビューか

らの探索～

○股村美里 (東京大学大学院教育学研究科)､衛藤隆 (東京大学大学院教育学

研究科)

[学校保健職員]/[健康相談] 9:35-10:15

座長 :米元まり子 (有秋中学校)

Li9】 Pla-T49 全国の通信制高等学校における保健室に関する実態調査

○増田明美 (静岡県立大学短期大学部)､塚本康子 (新潟医療福祉大学)

【50】 Pla-T50 宿泊学習において個別の支援を必要とした子どもに対する養護教諭の対応

○難波知子 (川崎医療福祉大学保健看護学科)

【51】 Pla-T51 生徒の男性養護教諭に対する認知､および受け入れ意識について (第2報)一男性養

護教諭勤務校における調査-

O竹村給水 (杏林大 ･保 ･健康教育)､飯野崇 (杏林大 ･保 ･健康教育)､大嶺

智子 (杏林大 ･保 ･健康教育)､松井知子 (杏林大 ･医 ･衛生公衆衛生)､照屋

浩司 (杏林大 ･保 ･公衆衛生)

【512】 Pla-T52 学校不適応児童 .生徒に対する巷謹教諭の支援と校内支援体制のあり方の検討

○村田志保 (横浜国立大学教育人間科学部)､蛭田美咲 (横浜国立大学教育人

間科学部)､小山泉 (横浜国立大学教育人間科学部)

【ポスターセッション】

9月16日 (日) 発表時間 10:05-10:45

S (南8-1)会場
[発育 ･発達】 10:05-10:45

座長 :宮下 和久 (和歌山県立医科大学)

【ol】 P2a一丁01 子どもの自律神経に関する調査研究一中国･雲南省における山岳民族の血圧調節機能

○藤岩秀樹 (宇部工業高等専門学校)､山岸秀之 (旭化成ホームズ)､質志勇 (中

国 ･中央教育科学研究所)､正木健雄 (日本体育大学)

【oiZ】 P2a-SO2 寒冷昇圧試験でみる小学生の自律神経機能

○鹿野晶子 (聖徳大学通信教育部)､野井真吾 (埼玉大学)

【03】 P2a-SO3 体力向上に向けた取り組みが大脳活動に及ぼす影響一体力向上実践校と対照校との

比較一

〇金子慧 (日本体育大学大学院)､野井真吾 (埼玉大学)､鈴木綾子 (文教大学

付属小学校)､下里彩香 (品川区立杜松小学校)､鹿野晶子 (聖徳大学通信教育

部)､西候 修光 (日本体育大学)

【04】 P2a-SO4 中学生の体力と生活習慣の関連について～2校の比較を通して～

○鈴木和弘 (国際武道大学体育学部)､小港治夫 (東海大学体育学部体育学部)､
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[精神保健] 10:05-10:45

座長 :荒川 長巳 (島根大学保健管理センター)

【05】P2a-SO5女子大学生の母親への信頼感と自尊感情の関連について

○長谷川由紀 (栄北高等学校)､棟方百熊 (四国大学)

【OG】P2a-SO6高校生を対象とした心の健康教育の効果について

○田村裕子 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､鈴江

毅 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､岡田倫代 (香

川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､藤川愛 (香川大学医

学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､-原由美子 (香川大学医学部

人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､島治信 (香川大学医学部人間社会

環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､須那滋 (香川大学医学部人間社会環境医学

講座 衛生･公衆衛生学)､賛成文彦 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛

生 ･公衆衛生学)

【oT】P2a-SO7高校生における押うつの実態調査

○鈴江毅 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､岡田倫

代 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､田村裕子 (香

川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､藤川愛 (香川大学医

学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､一原由美子 (香川大学医学部

人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､島治信 (香川大学医学部人間社会

環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､須那滋 (香川大学医学部人間社会環境医学

講座 衛生 ･公衆衛生学)､賛成文彦 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛

生 ･公衆衛生学)

【08】P2a-SO8 ピアサポー ト活動が高校生の押うつに与える効果

○岡田倫代 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､鈴江

毅 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､藤川愛 (香川

大学医学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､田村裕子 (香川大学医

学部人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､-原由美子 (香川大学医学部

人間社会環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､島治信 (香川大学医学部人間社会

環境医学講座 衛生 ･公衆衛生学)､須那滋 (香川大学医学部人間社会環境医学

講座 衛生･公衆衛生学)､賛成文彦 (香川大学医学部人間社会環境医学講座 衛

生 ･公衆衛生学)

[健康意識 ･行動 ･増進] 10:05-10:45

座長 :宮崎 恵美 (東洋英和女学院中学部)

【oO】P2a-SO9児童生徒における食行動と栄養摂取状況の関連性の検討

○中野貴博 (名古屋学院大学人間健康科学部)､西嶋尚彦 (筑波大学人間総合

科学研究科)
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【10】P2a-SIO 小学生のス トレスとソーシャルサポー ト

○石川歩美 (横浜国立大学教育人間科学部)

【11】P2a-Sll 沖縄県竹富町における小学生を対象とした身体活動且の増強とメンタルヘルス改善

のための介入調査研究

○小林稔 (琉球大学教育学部)､高倉実 (琉球大学医学部)

【12】P2a-S12 大学生活適応支援を目指した初期導入教育での試み

○西村千尋 (長崎県立大学経済学部地域政策学科)､上演龍也 (岩手大学教育

学部)

[健康意識 ･行動 ･増進]10:05-10:45

座長 :三野 耕 (兵庫教育大学)

【13】 P2a-S13 鳥取県食膏推進地域における児童 暮生徒と保護者のライフスタイルの相互伸用

○国士将平 (鳥取大学地域学部)､松本健治 (鳥取大学地域学部)

【14】 P2a-S14 中学生の主観的経済観と睡眠障寧及び精神保健指額との関連

○笹揮吉明 (琉球大学教育学部生涯健康教育コース)

【15】 P2a-S15 女子大学生の体力と身体活動の閑適について

○棟方百熊 (四国大学)､西岡かおり (四国大学)､金田千明 (株式会社フルキ

ャスト)

【16】 P2a-S16 女子学生のボディRイメージに関する一考察

○西岡かおり (四国大学)､棟方百熊 (四国大学)､丸山瑛子 ((樵)そごう徳

島店)

[学校安全 ･安全教育] 10:05-10:45

座長 :黒崎 宏一 (習志野市立中野木小学校)

【17】 P2a-S17 特別支援学校における避難訓練のあり方の検討～児童生徒の思考 ･判断を促す訓練

事例から～

○物部博文 (横浜国立大学教育人間科学部)､山崎嘉信 (横浜国立大学教育人

間科学部)､松瀬三千代 (横浜国立大学教育人間科学部)､古川広大 (横浜国立

大学教育人間科学部)､飯村敦子 (鎌倉女子大学チビも心理学科)､小林芳文 (横

浜国立大学教育人間科学部)

【18】P2a-S18 鳥取市内の小学校における親子のコミュニケーションと安全 g危険意識

○五十嵐仁 (鳥取大学大学院地域学研究科)､国土将平 (鳥取大学地域学部)､

松本健治 (鳥取大学地域学部)

【19】P2a-S19 A地域の児童の登IF枚中の安全対策とその課題

○金山時恵 (新見公立短期大学)､郷木義子 (順正短期大学)､芳野文香 (大阪

府済世会吹田病院)

【20】P2a-S20学校周辺の夜間路面照度の多点式測定法の開発

○伊藤武彦 (岡山大学教育学部養護教育講座)､関明彦 (岡山理科大学理学部

臨床生命科学科)
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[健康教育】 10:05-10:45

座長 :岩田 英樹 (金沢大学)

【21】P2a-S21小学生の歯と口を中心とした生活習慣と意志決定スキルに関する研究

○黒川亜紀子 ((財)ライオン歯科衛生研究所)､武井典子 ((財)ライオン歯

科衛生研究所)､春木敏 (大阪市立大学大学院生活科学研究科)､川畑徹朗 (神

戸大学大学院人間発達環境学研究所)

【23】P2a-S23慢性疾患のある知的陣容児へのバイタルサインを指榛とした自己管理支援に関する

研究

○高橋直子 (千葉県立我孫子特別支援学校)､熊谷乙華 (千葉県立相特別支援

学校)､滝川国芳 (独立行政法人国立特別支援教育総合研究所)､西牧謙吾 (独

立行政法人国立特別支援教育総合研究所)､西牧真里 (関西福祉科学大学)

【24】P2a-S24ヘルシースクールの健康診断および食習慣調査結果に基づく栄養教育媒体の件成と

評価

○鈴木亜夕帆 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､渡連智子 (千葉県立衛生短

期大学栄養学科)､長谷川卓志 (首都大学東京)､土橋昇 (千葉県立衛生短期大

学栄養学科)､山内好江 (千葉県立衛生短期大学栄養学科)､佐藤裕美 (千葉県

立衛生短期大学栄養学科)､森永春美 (市川市教育委員会)､佐々木敏 (東京大

学大学院医学系研究科)

[健康教育] 10:05-10:45

座長 :土井 豊 (東北生活文化大学)

【25】P2a-S25女子学生の食物摂取スコアに及ぼす生活リズムの影響

○中永寛士 (医療法人アスカ会介護老人保健施設すこやか苑)､新沼正子 (岡

山短期大学)

【26】P2a-S26女子学生の朝食摂取に及ぼす生活リズムの影響

○中永征太郎 (くらしき作陽大学)

【28】P2a-S28小学生の遊びが社会的スキル及び学校生活における生きがい感に及ぼす影響

○山崎美和子 (杏林大学保健学部)､小野かつき (舟橋市立習志野台第-小学

校)､山田浩平 (順天堂大学スポーツ健康科学部)､朝野聡 (杏林大学保健学部)

[その他] 10:05-10:55

座長 :鈴江 毅 (香川大学)

【29】P2a-S29潜衣のままで聴診可能な健診衣の開発 一 正常呼吸音､心音について 一

長坂行雄 (近畿大学医学部堺病院呼吸器科)､○保田昇平 (近畿大学医学部堺

病院呼吸器科)､高専由和 (NI帝人商事株式会社)､川嶋孝宣 (帝人株式会社)

【30】P2a-S30馨衣のままで聴診可能な健診衣の開発 一 呼吸雑音､心雑音について -

長坂行雄 (近畿大学医学部堺病院呼吸器科)､○保田昇平 (近畿大学医学部堺

病院呼吸器科)､高寺由和 (NI帝人商事株式会社)､川嶋考量 (帝人株式会社)
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【31】P2a-S31着衣のままで聴診可能な健診衣の開発 一 素材特性について 一

長坂行雄 (近畿大学医学部堺病院呼吸器科)､保田昇平 (近畿大学医学部堺病

院呼吸器科)､○高寺由和 (NI帝人商事株式会社)､川嶋孝宣 (帝人株式会社)

【32】P2a-S32着衣のままで聴診可能な健診衣の開発 一 市場調査について -

長坂行雄 (近畿大学医学部堺病院呼吸器科)､保田昇平 (近畿大学医学部堺病

院呼吸器科)､高寺由和 (N I帝人商事株式会社)､○川嶋孝宣 (帝人株式会社)

[健康評価]/[環境保健] 10:05-10:45

座長 :武田直太郎 (和歌山県立医科大学)

【33】P28-S33大学生における生活習慣と起立性調節障害ならびに疲労との関連

○鈴木綾子 (教大学付属′J､学校)､下里彩香 (品川区立杜松小学校)､鹿野晶子

(聖徳大学通信教育部)､野井真吾 (埼玉大学)

【3-1】P2a-S34大学生における腹囲の記述統計

○建部貴弘 (中京大学大学院)､内山明 (中京大学大学院)､唐託陽 (中京大学

大学院)､土田洋 (中京大学大学院)､黒田真二 (中京大学大学院)､魂燕玲 (中

京大学大学院)､滝克己 (中京大学体育学部)､家田重晴 (中京大学体育学部)､

田中豊穂 (中京大学体育学部)

【35】P2a-S35大学生における腹国と血液検査値との関連

○加藤真裕 (中京大学大学院体育学研究科)､内山明 (中京大学大学院体育学

研究科)､竹内貴子 (日本赤十字豊田看護大学)､福田由紀子 (日本赤十字豊田

看護大学)､安井謙 (愛知工科大学)､中野真智子 (中京大学大学院体育学研究

科)､中川武夫 (中京大学体育学部)､清水卓也 (中京大学体育学部)､渡追丈

基 (中京大学体育学部)

【36】P2a-S36二酸化炭素濃度からみた大学講義室の空気汚染状況とその低滅封策

○祝部大輔 (鳥取大学医学部医学科病態解析医学講座分子薬理学)､国士将平

(鳥取大学地域学部地域環境学科)､松本健治 (鳥取大学地域学部地域環境学

科)

T(南812)会場
[疾病予防 ･管理] 10:05-10:45

座長 :葛西 敦子 (弘前大学)

【37】P2a-T37知的障害のあるこどもの健康問題について

○西牧真里 (関西福祉科学大学)､高橋直子 (千葉県立我孫子特別支援学校)､

熊谷乙華 (干葉県立柏特別支援学校)､石井典子 (干葉県立安房特別支援学校)､

加々美裕子 (神奈川県立茅ヶ崎養護学校)､滝川国芳 (独立行政法人国立特別

支援教育総合研究所)､西牧謙菩 (独立行政法人国立特別支援教育総合研究所)

【38】P2a-T38 ヒト好中球由来 .塩基性抗菌性蛋白及びそのアナログの病原性大腸菌に対する殺菌

効果

○西川武志 (北海道教育大学)､磯貝恵美子 (北道道医療大)､磯貝浩 (札幌医
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大)､大庭丈明 (ノースバイオ)､山田玲子 (北海道教育大学)､岡安多香子 (北海道教育大学)

【39】P28-T39大学生の不定愁訴と心理的 ･生活的要因の関連について

○梅崎まゆみ (九州看護福祉大学大学院精神保健学専攻)､古賀由紀子 (九州

看護福祉大学)

[40】P2a-T40てんかんの児童生徒-の養護教諭の支援のあり方について一保護者のニーズからの

考察一

〇神田美咲 (川口市立安行東小学校)､葛西敦子 (弘前大学教育学部)､野村由

美子 (独立行政法人国立病院機構弘前病院)

[疾病予防 ･管理]/[性教育】 10:05-10:45

座長 :津島ひろ江 (川崎医療福祉大学)

ト11】P2a一丁41 医療的ケアに対する教師と保護者の意識について

○宮城政也 (沖縄県立看護大学)､高倉実 (琉球大学医学部)､小林稔 (琉球大

学教育学部)､青野真 (澄琉球大学大学院教育学研究科)､辻本しおり (琉球大

学大学院保健学研究科)､新垣秀美 (琉球大学大学院保健学研究科)､宮城明奈

(琉球大学大学院教育学研究科)

ト1-2】P2a-T42児童 ･生徒におけるアレルギーの疫学的研究IGoshikiHealthStTdy:アレルギーと

他の身体症状との関連性一

〇吉本佐雅子 (鳴門教育大学)､永井純子 (福山平成大学)､赤星隆広 (熊本県

立教育センター)､江等和子 (京都市総合教育センター)､西岡伸紀兵 (庫教育

大学)､松浦尊麿 (甲南女子大学)､勝野藁吾 (兵庫教育大学)

【43】P2a-T43月経前 .月経時随伴症状と生活習慣との閑適

○山田玲子 (北海道教育大学札幌校)､津村直子 (北海道教育大学札幌校)､

西川武志 (北海道教育大学札幌校)､岡安多香子 (北海道教育大学札幌校)

ll-1】P2a-T44女子大学生の自身の性周期への認識について一面接調査による実態調査一

〇古高みなみ (弘前大学教育学部)､葛西敦子 (弘前大学教育学部)

【性教育く含むエイズ)】 10:05-10:45

座長 :天野 敦子 (元弘前大学)

【45】P2a-T45性教育の開始時期と家庭における性に関する会話の関連性

○大罵奈津子 (星棲大学)

【iG】P2a-T46 高等学校における性.エイズ教育～手記リ-ディングによる生徒参加型の集団指導の

試み～

○阿部真理子 (神奈川県立大和西高等学校)

【47】P2a-T47インターネットが青少年の性行動に及ぼす影響に関する文献研究

○宋昇勲 (神戸大学大学院人間発達環境学研究科)､川畑徹朗 (神戸大学大学

院人間発達環境学研究科)､石川哲也 (神戸大学大学院人間発達環境学研究

科)､中村晴信 (神戸大学大学院人間発達環境学研究科)､今出友紀子 (神戸大
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学大学院人間発達環境学研究科)､萩原久美子 (神戸大学大学院人間発達環境

学研究科)､勝野真吾 (兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科)､森脇裕美

子 (姫路濁協大学医療保健学部)､岩滞奈々子 (川口市立岸川中学校)

【48】P2a-T48中学生の性行動の関連要因 一埼玉県A中学校における凝断調査より一

〇萩原久美子 (神戸大学大学院人間発達環境学研究科)､川畑徹朗 (神戸大学

大学院人間発達環境学研究科)､石川哲也 (神戸大学大学院人間発達環境学研

究科)､中村晴信 (神戸大学大学院人間発達環境学研究科)､今出友紀子 (神戸

大学大学院人間発達環境学研究科)､采昇勲 (神戸大学大学院人間発達環境学

研究科)､勝野藁吾 (兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科)､森脇裕美子

(姫路濁協大学医療保健学部)､岩滞奈々子 (川口市立岸川中学校)

[国際保健】/[その他】 10:05-10:45

座長 :森岡 郁晴 (和歌山県立医科大学)

【49】P2a-T49ネパ-ル山間部農村地域における学校保健の取り組み一第3報 ･ネパ-ルの健康教育

マニュアル

○新谷チヨ子 (NGOサティファウンデーション)

【50】P2a一丁50ベ トナムの学校保健体制づくりの背景と課題

○藤田めぐみ (東京学芸大学)､渡追正樹 (東京学芸大学)

【51】P2a-T51養護教論養成教育における ｢瞳床実習｣のあり方-臨床実習指導者へのインタビュ-

より一

〇永石喜代子 (鈴鹿短期大学)､福田博美 (愛知教育大学養護教育講座)

【52】P2a-T52勤労夜間専門学校生の学習意欲に関する尺度の検討

○戸村多郎 (関西医療学園専門学校)､吉益光一和 (歌山県立医科大学･衛生学)､

宮井信行 (大阪教育大学･学校保健学)､坂口俊二 (関西医療大学･保健医療学

部)､寺田和史 (天理大学･体育学部)､宮下和久 (和歌山県立医科大学･衛生学)
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会 報 第13期日本学校保健学会役員選挙結果報告
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第13期日本学枚保健学会役員選挙の結果,以下の通りとなりましたので,報告致します･なお,理事につきまして

は,常任理事の選出によって次点以下の候補者が繰り上げとなりますので現時点での報告となります･

平成19年8月10日
日本学校保健学会選挙管理委員会

委員長 石川 哲也

瀧揮 利行

近森けいこ

第13期田本学校保健学会理事長選挙結果 (理事長当選者)

賓成文彦

第13期田本学校保健学会理事選挙結果 (理事当選者)

北海道地区

笹鴫由美,横田正義

東北地区

数見隆生,佐藤理

関東地区

植田誠治,大洋清二,大津一義,岡田加奈子,鎌田尚子

高橋浩之,瀧揮利行,野津有司,三木とみ子,渡遵正樹

北陸地区

中川秀昭

東海地区

後藤ひとみ,佐藤祐造,宮尾克,村粉骨司

近畿地区

勝野異吾,川畑徹朗,白石龍生,宮下和久

中国 ｡四国地区

賛成文彦,鈴江毅,友志保博,桧本健治

九州地区

市村国夫,高倉実
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第且3期田本学校保健学会評議員選挙結果 (評議員当選者)

北海道地区

荒島真一郎,笹鴫由美,津村直子,横田正義

東北地区

数見隆生,佐藤理,佐藤洋,立身政信,土井豊,面揮和子

関東地区

朝倉隆司,出井美智子,今関豊-,植田誠治,采女智津江,衛藤隆,大樽酒二

大谷尚子,大津一義,岡田加奈子,笠井直美,鎌田尚子,小林正子,近藤卓,下村義夫

高橋浩之,瀧滞利行,戸部秀之,七木田文彦,野津有司,野村良和,野井真吾

藤田和也,三木とみ子,皆川輿栄,森田光子,山梨八重子,渡追正樹

北陸地区

岩田英樹,中川秀昭

東海地区

天野敦子,家田重晴,大釈功,後藤ひとみ,佐藤祐造,竹内宏一

中垣晴男,野村和雄,堀内久美子,宮尾克,村粉骨司

近畿地区

五十嵐裕子,石川哲也,勝野真吾,川畑徹朗,後和美朝,白石龍生

武田寅太郎,西岡伸紀,三野耕,宮井信行,宮下和久,森岡郁晴

中国 ｡四国地区

石原昌江,賛成文彦,鈴江毅,高橋香代,津島ひろ江

友愛保博,中安紀美子,絵本健治,門田新一郎,山本万喜雄

九州地区

市村国夫,進藤宗洋,住田実,高倉実,永田憲行,守山正樹
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会 報 機関誌 ｢学校保健研究｣投稿規定 (平成19年4月1日改正)

1.本誌への投稿者 (共著者を含む)は,日本学校保健

学会会員に限る.

2.本誌の領域は,学校保健およびその関連領域とする.

3.原稿は未発表のものに限る.

4.本誌に掲載された原稿の著作権は日本学校保健学会

に帰属する.

5.原稿は,日本学校保健学会倫理綱領を遵守する.

6.本誌に掲載する原稿の種類と内容は,次のように区

分する.

原稿の種類 内 容

総 説 学校保健に関する研究の総括,文献解題

論 説 学校保健に関する理論の構築,展望,提言等

原 著報 告会 報 学校保健に関して新しく開発した手法,発見

した事実等の論文

学校保健に関する論文,ケースレポート,

フィールドレポート

学会が会員に知らせるべき記事

会員の声 学会誌,論文に対する意見など (800字以内)

その他 学校保健に関する景重な資料,書評,論文の紹

ただし,｢論説｣,｢原著｣,｢報告｣,｢会員の声｣以

外の原稿は,原則として編集委員会の企画により執筆

依頼した原満とする.

7.投稿された論文は,専門領域に応じて選ばれた2名

の査読者による査読の後,掲載の可否,掲載順位,檀

類の区分は,編集委員会で決定する.

8.原稿は別紙 ｢原稿の様式｣にしたがって書くこと.

9.原稿の締切日は特に設定せず,随時投稿を受付ける.

10.原稿は,正 (オリジナル)1部にほかに副 (コピー)

2部を添付して投稿すること.

ll.投稿原稿には,査読のための費用として5,000円の定

額郵便為替(文字等は一切記入しない)を同封して納入

する.

12.原稿は,下記あてに書留郵便で送付する.

〒682-0722

鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬818-1

勝美印刷株式会社 内

｢学校保健研究｣編集事務局

TEL:0858-35-4441 FAX:0858-48-5000

その際,投稿者の住所,氏名を書いた返信用封筒

(角2)を3枚同封すること.

13.同一著者,同一テーマでの投稿は,先行する投稿原

稿が受理されるまでは受付けない.

14.掲載料は刷り上り6頁以内は学会負担,超過頁分は

著者負担 (-頁当たり13,000円)とする.

15.｢至急掲載｣希望の場合は,投稿時にその旨を記す

こと,｢至急掲載｣原稿は査読終了までは通常原稿と
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同一に扱うが,査読終了後,至急掲載料 (50,000円)

を振り込みの後,原則として4ケ月以内に掲載する.

｢至急掲載｣の場合,掲載料は,全額著者負担となる.

16.著者校正は1回とする.

17.審査過程で返却された原稿が,特別な事情なくして

学会発送日より3ケ月以上返却されないときは,投稿

を取り下げたものとして処理する.

18.原稿受理日は編集委員会が審査の終了を確認した年

月日をもってする.

原稿の様式

1.原稿は和文または英文とする.和文原稿は原則とし

てMSワードまたは一太郎を用い,A4用紙40字×35

行 (1400字)横書きとする.ただし査読を終了した最

終原稿は,CD,フロッピーディスク等をつけて提出

する.

英文はすべてA4用紙にダブルスペースでタイプす

る.

2.文章は新仮名づかい,ひら仮名使用とし,句読点,

カッコ (ド,『,(,[など)は1字分とする.
3.外国語は活字体を使用し,1字分に半角2文字を収める.

4.数字はすべて算用数字とし,1字分に半角2文字を

収める.

5.図表,写真などは,直ちに印刷できるかたちで別紙

に作成し,挿入箇所を論文原稿中に指定する.

なお,印刷,製版に不適当と認められる図表は書替

えまたは割愛を求めることがある.(専門業者に製作

を依頼したものの必要経費は,著者負担とする)

6.和文原稿には400語以内の英文抄録と日本語訳,英

文原稿には1,500字以内の和文抄録をつけ,5つ以内

のキーワード (和文と英文)を添える.これらのない

原稿は受付けない.

英文抄録および英文原稿については,英語に関して

十分な知識を持つ専門家の校正を受けてから投稿する.

7.論文の内容が倫理的考慮を必要とする場合は,研究

方法の項目の中に倫理的配慮をどのように行ったかを

記載する.

8.正 (オリジナル)原稿の表紙には,表題,著者名,

所属機関名,代表者の連絡先 (以上和英両文),原稿

枚数,表および図の数,希望する原稿の種類,別刷必

要部数を記す.(別刷に関する費用はすべて著者負担

とする)刺 (コピー)原稿の表紙には,表題,キーワー

ド (以上和英両文)のみとする.

9.文献は引用順に番号をつけて最後に一括し,下記の

形式で記す.本文中にも,｢-知られている1).｣また
は,｢- 2)4),-卜5)｣のように文献番号をつける.普
者が4名以上の場合は最初の3名を記し,あとは ｢ほ

か｣(英文ではetal.)とする.

[定期刊行物] 著者名:表題.雑誌名 巻:頁一頁,発行年
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[単行本] 著者名 (分担執筆著名):論文名.(編集 ･監

修者名).書名,引用頁一頁,発行所,発行地,発

行年

[定期刊行物]

1)高石昌弘 :日本学校保健学会50年の歩みと将来-の
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〈参 考)

日本学校保健学会倫理綱領

制 定 平成15年11月2日

日本学校保健学会は,日本学校保健学会会則第2条の規定に基づき,本倫理綱領を定める,

前 文

日本学校保健学会会員は,教育,研究及び地域活動によって得られた成果を人々の心身の健康及び社会の健全化の

ために用いるよう努め,社会的安住を自覚し,以下の綱領を遵守する.

(責任)

第1条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動に責任を持つ.

(同意)

第2条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動に際して,対象者又は関係者の同意を得た上で行う.

(守秘義務)

第3条 会員は,学校保健に関する教育,研究及び地域活動において,知り得た個人及び団体のプライバシーを守秘

する.

(倫理の遵守)

第4条 会員は,本倫理綱領を遵守する.

2 会員は,原則としてヒトを対象とする医学研究の倫理的原則 (ヘルシンキ宣言)を遵守する.

3 会員は,原則として疫学研究に関する倫理指針 (平成14年文部科学省 ･厚生労働省)を遵守する.

4 会員は,原則として子どもの権利条約を遵守する.

5 会員は,その他,人権に関わる宣言を尊重する.

(改廃手続)

第5条 本綱領の改廃は,理事会が行う.

附 則 この倫理綱領は,平成15年11月2日から施行する.
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地方の活動 第64回北陸学校保健学会の開催と演題募集のご案内

北陸学校保健学会 会長 中川 秀昭
(金沢医科大学教授)

下記の要領にて,第64回北陸学校保健学会を開催致しますので,多数ご参加ください.

i.期 日 :平成19年10月20日(土) 午前9時から午後4時 (予定)

会 場 :金沢大学教育学部 (〒920-1192 石川県金沢市角間町)

協 賛 :金沢大学

2.日 程:

午前 一般口演

午後 総 会

特別講演 :｢養護教諭の専門性と実践研究｣

講 師 :岡田 加奈子 先生 (千葉大学 准教授)

3.申込方法
一般口演

(∋ 演題申込 平成19年 8月24日(金)までに,演題名を添えて葉書もしくはFaxにて下記の事務局へお申込くだ

さい.

(む 口演時間 発表10分,質疑応答5分 (予定)

③ 抄録原稿 演題のお申し込みがあれば,蕃ちに,講演原稿作成の手引きをお送りいたします.

(む 原稿〆切 平成19年9月14日(金)消印有効

4.演題申込及び問い合わせ先

〒920-1192 金沢市角間町

金沢大学教育学部保健教室内

北陸学校保健学会事務局 (岩田)

Tel:076-264-5566

Fax:076-234ー4117

E-mail:iwata@ed.kanazawa-u.ac,jp
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お知らせ 日本養護教諭教育学会

第15回学術集会のご案内 (第2報)
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1.期 日 2007年10月6日(土)13時から10月7日(日)16時30分

2.会 場 北方圏学術情報センター ｢ボルト｣

〒064-0801 札幌市中央区南 1粂西22丁目1番 1号

TEL Ol卜618-7711 FAX 011-618-7712

3.学 会 長 津村 直子 (北海道教育大学)

4.メインテーマ ｢養護教諭が養護教諭であるために｣
5.内 容

☆第1日日 (10月6日) 12:00- 受付

13:30-15:10 特別講演 ｢津波が変えた私の人生 地域とのかかわり｣
道下 俊一 ((元浜中診療所長)

15:20-17:20 シンポジウム

テーマ :養護教諭であることの探究-専門性を生かした養護実践のこれからを問う-｣
座 長 :後藤ひとみ (愛知教育大学)

シンポジスト:(交渉中)

18:00-20:00 懇親会

☆第2日日 (10月7日) 9:00- 受付

9:20-ll:00 一般演題 (口演,ポスター)発表

学会助成研究発表 ｢保健学習の実践から見た養護活動｣

小口 博子 (茨城県立水海道第-高等学校)他

｢養護実践力の育成を目指す養護教諭養成カリキュラムの検討

一養護概説担当者による分析 -｣

斉藤ふくみ (熊本大学養護教諭特別別科)他

11:10-12:10 教育講演 ｢｢特別支援教育からみた養護教諭の専門性 (仮)｣
飯野 順子 (元筑波大学附属盲学校長)

12:20-13:20 ランチョンセミナー

テーマ :｢小児のメタポリックシンドローム｣

講師 :田島 敏広 (北海道大学)

13:30-14:30 総会

14:40-16:10 ワークショップ

･｢ケースメソッド｣ 岡田加奈子 (千葉大学)

･｢インシデント･プロセス｣ 今野 洋子 (北朔大学)
･｢食膏｣ 佐々木貴子 (北海道教育大学)

16:20-19:00 自由集会等

6.参 加 費 会 員 :3,500円 (8月31日までの事前申込) 4,000円 (当日申込)

会 員 外 :4,000円

学 生 :1,500円

抄録のみ :1,000円 (送料込み)

7.事務局 ･お問い合わせ

〒069-8511 江別市文京台23番地

北期大学 人間福祉学部

第15回学術集会事務局長 今野 洋子 TEL･FAX011-387-3983(研究室直通)

E一mail:imalyn@hokuSho-u.ac.jp

詳細は日本養護教論教育学会公式ホームページよりアクセスしてご覧下さい｡
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第7回子どもの防煙研究会のご案内

テーマ :子どもの防煙のための医療 ･教育 ･行政の連携に向けて

日 時 :平成19年9月14日(金) 17:00-19:00

場 所 :第54回日本学校保健学会の関連行事の市民公開講座として

和洋女子大学 (千葉県市川市国府台2-3-1)

主 催 :子どもの防煙研究会

対 象 :日本小児科学会会員に限らず,子どもの防煙に関心のある方々

参加費 :500円 (+資料代500円)

単位認定 :日本小児科学会専門医研修3単位が認定されます.

講 演 :

1.｢県の委託事業 小中学校の喫煙防止出前教室を終えて｣
中久木一乗先生 (千葉県船橋市,中久木歯科医院)

2.｢学校医としての防煙教育の実践｣ 岩田 祥吾先生 (静岡県小山町,南寿堂医院)

3.｢防煙教育の取り組みが進まない学校現場の実態｣ 小泉 昇氏 (元市川市議会議員)

4.｢市川市の健康都市推進における喫煙対策｣ 内山 伸子氏 (市川市企画部)

世話人 :原田 正平 ･加治 正行 ･中川 恒夫

後 援 :文部科学省,厚生労働省,日本医師会,日本学校保健学会,日本小児科学会,日本小児保健協会,

日本小児科医会,日本健康教育学会,日本小児アレルギー学会

(予定/順不同)

問い合わせ先 :｢子どもの防煙研究会｣事務担当 家田 泰伸

TEL:052-881-3594 FAX:052-872-4590
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東京2007

主 催 JKYB研究会関東支部

共 催 JKYB研究会 (本部 神戸大学発達科学部)

後 援 東京都北区教育委員会 (予定)

1.趣 旨 深刻化する児童 ･生徒の心の問題や,様々な健康課題の解決に有効なライフスキル教育の理論と具体的

な実践方法を,参加型の学習形態で学ぶ.

2.日 時 平成19年12月1日(土)午前9時15分～平成19年12月2日(日)午後4時45分

3.会 場 滝野川会館 TEL O313910-1651 (〒114-0024 東京都北区西ヶ原1-23-3)

･JR京浜東北線 上中里駅 東口 徒歩7分 ･JR山手線 駒込駅 北口 徒歩10分

･地下鉄南北線 西ヶ原駅 徒歩7分

4.講 師 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 ･教授 川畑 徹朗 先生

兵庫教育大学大学院学校教育研究科 ･教授 西岡 伸紀 先生

大阪市立大学大学院生活科学研究科 ･准教授 春木 敏 先生

財団法人ライオン歯科衛生研究所 ･主任歯科衛生士 武井 典子 先生

5.参加費 JKYB会員 7,000円

一般 8,000円

6.申し込み方法 メールのみの受付となります.

下記の必要事項を記入の上,申し込み先アドレスまで申し込んでください.

件名の欄に ｢JKYBワークショップ申し込み｣とご入力ください.

必要事項

(∋氏名 (ふりがな) (参連絡先電話番号

(彰所属 (勤務先等) (む連絡先ファックス番号

都道府県名からお書きください. (∋連絡先メールアドレス

③職種 ⑧希望の参加コース

④連絡先住所 初参加 ･2回目･3回目以上のいずれかを明記してください.

*申し受けた個人情報は本研修の受付以外に使用しません.

申し込み先 メールアドレス h-namiki@uOl.gateOl.com

･申し込み受け付け後,こちらから振込用紙を送付いたします.

･事務局で振込を確認した時点で申し込みの完了とさせていただきます.

問い合わせ先 関東支部事務局 (支部長 並木 茂夫)

Tel&Fax O313906-8277 携帯090-223卜3678 h-namiki@uOl.gateOl.com

*ただし電話はお問い合わせのみで,受付はいたしません.

7.その他

(1) 今回は100名の参加を予定しています.定員になり次第締め切りとさせていただきます.

コースは3つ (初参加コース ･2回目コース ･3回目以上コース)を予定しています.

(2)今回のワークショップに参加するとJKYBの会員になる資格ができ,実践的なことを学び合える関東支部での

学習会への参加が可能になります.
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編 集

本誌は ｢学校保健の専門家のみならず,関連諸学会の

研究者,行政関係者,現場の指導的教員においても教育

と医学を結び,教育に科学的基礎を与え,かつ健康教育

に教育科学的指針をもたらす｣ことを目的としています.

もとより学校保健は,教育学,医学をはじめ,その周辺

領域まで含めるときわめて広い領域にわたることから,

本誌としても ｢学校保健に密接に関与しかつ現代の子供

の心身の健康とその教育問題の解明に結びつく緊急課題

を優先的に取り上げて特集を行う｣(学会HP:機関誌)
ことで,切実な教育課題に対して学術誌としての立場か

学校保健研究 JpflJSchooIHealth49;2007

後 記

ら積極的に支援しています.

ところで編集委員会の中では,現在の ｢総説｣｢論説｣
｢原著｣｢報告｣｢会報｣｢会員の声｣｢その他｣という原
稿区分に加えて,例えば学校保健の特質をさらに踏まえ

た ｢実践研究 (授業研究)｣や ｢ケーススタディ｣等の

区分も加えてはどうかという意見もあります.ともあれ,

より充実した誌面構成を目指して,ぜひ会員間の積極的

な意見交流も望まれるところです.

(住口 実)
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